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はじめに 
 
 

 

 

公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団は、美術、音楽、演劇、古典芸能、大衆芸

能などあらゆるジャンルの芸術を総合的に振興し、市民の文化力と創造力あふれるま

ちづくりに寄与することを使命としています。 

 

平成 23 年度は現代アートの国際展である「ヨコハマトリエンナーレ 2011」が開催

されます。第 4 回目の開催となる今回、運営の主軸が横浜に移り、横浜美術館が主会

場としてその制作に深くかかわることになります。アートの力を都市の発展に活かす

「創造都市・横浜」のリーディングプロジェクトを私ども財団の専門性をもって担い、

「横浜トリエンナーレ」の継続的な運営を目指します。 

 

平成 23 年度はまた、財団が策定した「財団中期経営計画 2011－2013」の初年度に

あたります。同計画では「専門施設の持つポテンシャルの最大発揮」「地域コミュニテ

ィに活力をもたらす創造活動支援の強化」「未来の横浜を担う子どもの創造性を育むた

めの仕組みづくり」「アジアを中心とした芸術文化に係る国際交流の促進」「経営基盤

の強化」の 5 つの基本施策を掲げています。私どもはこの施策を積極的に推進すると

ともに、計画実現に向けて財団組織の力を結集いたします。 

 

芸術文化は、人に夢や希望を与え、人が人として生きていくために不可欠なもので

あり、その創造性を最も鮮やかに表現する分野です。私たちは、このような力を持つ

芸術文化を最大限に活かして、アーティストだけでなく、市民一人ひとりが創造力を

発揮できる、住みやすく、誇りとなるような都市づくり、まちづくりに貢献したいと

考えております。市域全体で、市民や文化芸術団体、NPO、企業の皆様と協働し、芸術

文化が持つ力を通じて地域を支え、活気付けることにより、芸術文化と市民の皆様の

力で、横浜が世界中の人々にとってより一層魅力的な都市になるよう、一翼を担う所

存です。 

 

今後とも、当財団の活動につきまして、なお一層のご支援、ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

 

公益財団法人 横浜市芸術文化振興財団 

理 事 長 
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1. 平成 23 年度 基本方針 
 
 

平成 23 年度は、公益財団法人としてさらなる公益性を発揮し、豊かな文化芸術を創

造するための基盤整備に努めます。横浜市の中期 4 か年計画に掲げられた文化施策を

積極的に推進するとともに、財団中期経営計画の初年度の施策を、着実に遂行します。 

公益性の高い事業を実施するためにも、引き続き持続可能な経営基盤の強化を図り

ます。組織面では、財団組織の総合力発揮に向けた、人材育成に取り組みます。 

 

(1) 「創造都市政策」の市民への定着・全市展開の拡充 

多様な分野へのアウトリーチ活動、新たな芸術文化活動拠点の開発、地域資源を活

用したコミュニティの活性化、子どもの創造性を育むための教育普及事業の充実など、

さまざまな主体とのネットワークを拡大・強化をしつつ、「創造都市・横浜」の全市展

開を進めていきます。創造都市の郊外部への展開にあたっては、地域文化拠点を核と

した地域とのつながりなど財団の総合力を活かします。また、創造都市・横浜の担い

手となるアーティスト、アート NPO 等の支援を行います。 

 

(2) 都心部専門施設の創造発信力・共通機能強化 

横浜美術館、横浜みなとみらいホール、横浜能楽堂、横浜にぎわい座および、横浜

赤レンガ倉庫 1 号館の都心部専門施設 5 館については、横浜における芸術文化の専門

文化施設として位置づけ、専門性と創造発信力を高めます。同時に共通テーマを定め

て連携事業を実施するなど、他館との連携を強化する仕組みを構築します。また、地

域における創造都市政策の展開を推進する機能を共通で持つものとします。これらの

機能を総合的に強化することについて、専門文化施設の次期指定管理者提案に反映し

ます。  

 

(3) 芸術文化による海外（特にアジア）との交流促進 

アジアにおけるアートハブシティ（文化芸術活動に関わる人、物、情報のハブ都市）

としての横浜を実現するために、海外創造都市との交流をすすめます。これまで横浜

市と財団が進めてきた諸都市との交流事業を基礎として、都市間ネットワークの構

築・拡大を図ります。特に韓国、中国、台湾をはじめとするアジア諸都市を中心に、

分野によりさまざまな交流を促進します。 

 

(4) 経営基盤の強化・人材育成への取組 

財政状況の厳しい中、財団のミッションを実現していくために、市民や企業からの

寄附、協賛金獲得活動の強化および、マーケティング活動による事業収入増加対策な

ど、中・長期的視点に立った財政基盤の強化に取り組みます。 

また、組織面では公益財団として、優れた経営能力と公共性を兼ね備えたモデル的

財団運営を目指します。組織としてのミッション・ビジョンの明確化をはかり、その

目標を実現するために、高い専門性、優れたマネジメント能力を兼ね備えた人材の育

成に取り組みます。職員の内部統制意識の徹底をはかり、財団を担う人材育成のため

の研修プログラムを実施します。 
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【平成 23 年度 重点取組事項】 

 

(1) 専門文化施設の非公募による次期指定管理者選定に向けた取組み 

横浜みなとみらいホール（平成 24 年度～）および横浜美術館（平成 25 年度～）の、

次期指定管理者選定に向けた取組みを行います。両施設の中長期的な使命の達成と、

可能性を拡げる運営体制の構築に向けて、設置者である横浜市と協議の上、よりよい

提案を行います。 

 

(2) ヨコハマトリエンナーレ 2011 

創造都市・横浜の取組を国内外にアピールし、文化芸術活動の拠点としての横浜を

アジアはもとより世界に発信するため、横浜トリエンナーレ組織委員会と協働し「ヨ

コハマトリエンナーレ 2011」の運営を担います。 

また、財団の総合力を活かして「ヨコハマトリエンナーレ 2011」の開催趣旨に沿っ

た連携事業を展開するなど、トリエンナーレの開催に伴う街の一体的なにぎわいに寄

与します。 

 

(3) 横濱ジャズプロムナード 2011 

市民とミュージシャンが一体となり賑わいを創出する「横濱ジャズプロムナード」

を、23 年度も財団職員の協力体制のもと引き続き取り組みます。 

また今後に向け、「横濱ジャズプロムナード」がどうあるべきか、事業規模・運営方

法を検証し、自立に向けた仕組みを検討します。 
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2. 平成 23 年度 事業概要 （平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日） 
 
 

平成 23 年度は、国内最大級の現代アートの国際展として第 4回目の開催となる「ヨ

コハマトリエンナーレ 2011」の取組みを中心に、アジアの芸術文化活動のハブ都市と

しての地位確立を目指し、昨年に引き続き創造都市政策の全市展開をすすめます。 

基本方針に基づき、定款（第 4 条）の公益目的事業に沿った事業展開を進め、公益

的使命を達成していきます。また収益事業についても、公益目的事業の財源とするた

めに必要な事業として取組みます。 

 

 

 

● 芸術創造・発信 

 「横浜」発の制作型事業で、市民に最先端の芸術文化を発信・提案し、市民が新し

い価値観を見出し、また共感を得ることで、その創造性を高めます。 

 街の活性化、地域ネットワーク形成、地域資源活用などによって、横浜の都市とし

ての魅力と個性を高めることに貢献します。 

 
■ 主な事業 
 
■ ヨコハマトリエンナーレ 2011（横浜美術館） 

8 月 6 日から 11 月 6 日の 87 日間、横浜美術館を中心に開催する現代アートの国際

展。国内外から多数の作家を迎え、横浜市民をはじめとする多くの来場者に、現

代アートを身近に親しむ機会を提供します。市民サポーターとの協働、周辺施設

における関連事業の開催など、横浜市全体で盛り上げを図ります。 
 

■ 横浜能楽堂特別企画公演「平成版 浄瑠璃姫物語」（横浜能楽堂） 

毎年、ユニークな内容が全国の能楽関係者、愛好家の注目を集め、マスコミにも

数多く取り上げられている横浜能楽堂独自の企画公演。 
 

■ パーヴォ・ヤルヴィ指揮パリ管弦楽団（横浜みなとみらいホール） 

ホールと関わりの深い指揮者による、フランスを代表するオーケストラの公演。

別日程で青少年を中心とした市民と指揮者とのトークイベントも予定。 

 

■ 横浜×フランス ヴィデオコレクション（横浜赤レンガ倉庫 1 号館） 

ヴィデオアートの最先端を行くフランスからキュレーターとアーティストを迎え、

世界のヴィデオアートの最新の潮流を紹介します。 

 
 
 

● 新進芸術家発掘 

 若手アーティストや、新しい表現や実験的な創作活動に挑戦する新進アーティスト

への支援を行い、インキュベーション機能を発揮することで、国内外からアーティ

ストが横浜に集まる環境を整備します。 

 練習、制作場所の提供、コンペティションやオーディションによる発表機会の提供、

（１） 芸術文化の創造及び発信 
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海外での公演活動への支援など、「横浜」でチャンスをつかみ国内外で活躍するア

ーティストを生み出します。 
 

■ 主な事業 
 
■ 横浜ダンスコレクション EX2012（横浜赤レンガ倉庫 1 号館） 

前年度から始めた 2 種類のコンペティションにより、コンテンポラリーダンスの

新しい才能を発掘します。受賞者は海外のフェスティバル等に招待されます。 

 

■ 坂あがりスカラシップ（横浜にぎわい座） 

「創造の場」である近隣の他施設との連携により、若手アーティストの作品制作

および発表を継続的に支援します。 

 

■ 池辺晋一郎プロデュース「オペラの音符たちⅡ」（横浜みなとみらいホール） 

若手の歌手を起用し、演奏会形式でオペラ「道化師」を上演します。三鷹市芸術

文化センターとの共同制作。 

 

■ 卒展サポート事業（協働推進グループ） 

横浜市内で開催される美術・建築系大学等の卒業制作展の情報を各会場と協力し、

集合ポスター・リーフレット・ホームページなどで情報提供し、支援します。 

 
 
 

● 芸術文化へのアクセス拡大 

 財団が運営する芸術文化活動拠点をはじめとするさまざまな施設の機能を最大限

に活用し、市民に創造的で質の高い芸術文化を提供します。 

 市民ニーズに対応した企画をより効率的、効果的に実施するとともに、多くの市民

が気軽に参加できる工夫を凝らします。 
 
 

■ 主な事業 
 
■ プーシキン美術館展 フランス絵画 300 年（横浜美術館） 

4 月 2 日から 75 日間にわたり開催。テレビ朝日・朝日新聞社との共催で、20 万人

以上の集客を目指します。 
 

■ 心の教育ふれあいコンサート（横浜みなとみらいホール） 

横浜市内の小学4～6年生対象の、地元神奈川フィルハーモニー管弦楽団の演奏会。

3 万人を超える小学生がホールで生のオーケストラ・サウンドを体感します。 
 

■ 横浜能楽堂普及公演「夏休み親子能楽ワンダーランド」（横浜能楽堂） 

夏休みに親子で能楽に親しめる鑑賞型と体験型を組み合わせた公演を実施します。 
 

■ 常打ち公演「横浜にぎわい座有名会」ほか（横浜にぎわい座） 

毎月 1日から 15 日は「有名会（寄席形式の落語会）」「企画公演（各種演芸バラエ

ティ公演）」を組み合わせて連日開催。誰でも気軽に楽しめる雰囲気を目指します。 
 

■ ニューアート展 NEXT（横浜市民ギャラリー） 

市民ギャラリーを代表する企画展。活躍中の若手女性作家 3人を取り上げます。 
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● 市民文化活動支援 

 市民からの企画公募による事業実施、市民向けアートマネジメント講座の開催など、

市民の主体的な芸術文化活動を促進し、横浜の芸術文化を支える裾野を拡大します。 

 特に、次代の市民文化活動の担い手となる子どもたち、青少年に対するアプローチ

を積極的に展開します。 

 入門的実技体験講座、講演会・シンポジウム等の学習事業、創造体験ワークショッ

プ、公募による市民参加事業、学校や福祉施設等へのアウトリーチ事業など、すべ

ての市民が芸術文化に親しむ機会を提供し、市民の創造性を引き出します。 

 

 

■ 主な事業 
 
■ 子どものアトリエ・市民のアトリエ（横浜美術館） 

初心者を含むさまざまな市民を対象に行う横浜美術館の看板講座。ほかにも「親

子のフリーゾーン」「学校のためのプログラム」「アートティーチャーズデー」な

ど多彩に展開します。 

 

■ 子ども芸術体験プログラム（横浜みなとみらいホール） 

子ども対象の鑑賞公演を充実するほか、ホール内外でワークショップを展開し多

様な音楽体験を提供します。 

 

■ ティーチャーズあざみ野プロジェクト（横浜市民ギャラリーあざみ野）  

鑑賞事業として展覧会を活用してもらうために学校と連携事業を開催するほか、

教師を対象に鑑賞・実技のワークショップを開催します。 

 

■ 杉劇リコーダーず定期演奏会（磯子区民文化センター） 

杉田劇場の顔である「杉劇リコーダーず」の日ごろの成果を発表する、記念すべ

き第 1回定期演奏会を開催します。 

 

■ 文学座俳優による朗読ワークショップ（岩間市民プラザ） 

3 年目となる人気の朗読講座。俳優の指導により文芸作品の朗読を通して、自己表

現の可能性を探り豊かな感性を養います。修了時に受講生による発表会を実施。 
 

 

● 市民協働推進 

 市民文化団体やアート NPO 等との協働による芸術文化事業の展開や、芸術文化を介

したさまざまな都市課題の解決への取組みなど、芸術文化と社会をつなぐ中間支援

機能を発揮します。 

 市民団体や NPO 等間の連携支援、連絡調整、情報提供などその活動を支援していく

ためのさまざまな取組みを行います。 
 

（２） 芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供 
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 ■ 主な事業 
 
■ 横濱ジャズプロムナード 2011（協働推進グループほか） 

日本を代表するイベントとして定着した、街とジャズを同時に楽しむ都市型フェ

スティバル。街と市民・アーティストが一体となって盛り上げます。 

 

■ 文化芸術による地域づくり事業（協働推進グループ） 

市民団体や NPO がアーティストとともに地域資源を活用しコミュニティの活性化

を目指す、アート活動を支援します。また参加団体をネットワーク化することで、

市内全域への活動の拡がりに発展させます。 
 

■ 横浜トリエンナーレ市民協働事業（横浜美術館） 

市民サポーターが自主的に横浜トリエンナーレに関わって行ける環境を整備しま

す。サポーターの募集、サポーター向け講座の開催、市民啓発、作家の制作アシ

スタント、会場案内など、さまざまな場面で活動できるよう支援します。 
 

■ 杉田劇場ふゆまつり（磯子区民文化センター） 

杉田劇場全館を使ったオープンデー。杉田劇場と歩む区民の会との共催で祭り全

体の企画立案・運営を協働で担います。 

 

■ 大岡川アートプロジェクト（吉野町市民プラザ） 

「光のぷろむなぁど」を始めとする地域活性化プロジェクトを支援します。発足

当初同プラザが主導した当事業は、回を重ね規模が拡大するとともに、地域住民

の積極的な参加を促し、住民主導の理想的な体制に移行しています。 
 

 

 

 
 
 アーツコミッション・ヨコハマ（ACY）は「芸術文化のもつ創造性を活かしたまち

づくり」「創造都市・横浜」の推進のために、横浜に集うアーティストやクリエイ

ターなどのさまざまな創造の担い手たちの活動支援を行います。 

 今年は「先駆的で実験的な芸術文化活動」「企業団体による創造産業分野と連携し

た事業」「関内外地区へのクリエイター・アーティストのための事務所等開設支援」

に助成します。 
 
 
■ 主な事業 

 
■ アーツコミッション・ヨコハマ助成事業（協働推進グループ） 

アーティストの創造活動、事務所を新設する際の支援、また芸術活動の環境を整

える仕組み作り、企業によるモノづくり・アーティストのための拠点形成への助

成など、さまざまな切り口で支援を行い、創造都市政策の推進を図ります。 
 

 

 

 
（４） 芸術文化活動拠点の開発及び運営 

（３） 芸術文化振興のための助成 
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 芸術文化活動拠点である施設のホール、ギャラリー、練習室、会議室等を利用者の

利便性を第一に「安全、安心、快適」に運営します。また、施設の利用に伴うさま

ざまな相談及び助言を行うなど、利用率の一層の向上につなげます。 

 既存の芸術文化活動拠点の機能強化を図るために、利用者やアーティストのニーズ

をふまえた施設の新たな活用法の開発や運営方法の再検討を行います。 

 空きビル等不動産、また文化施設以外の公園、店舗、観光スポットなどをアーティ

スト等が芸術文化活動に活用できるように横浜市等関係機関へ働きかけ、活動拠点

の開発を促進します。 

 

■ 主な事業 
 
■ 芸術文化活動拠点運営（横浜市内 12 施設ほか） 

美術・音楽・古典芸能・大衆芸能等の拠点である各専門施設、また市民の自主的文化

活動の拠点である地域文化施設を運営することにより、創造・鑑賞・体験・学習・交

流などさまざまな芸術文化活動に対応する総合的機能を発揮します。 

 

 

 
 
 横浜美術館、横浜市民ギャラリー、横浜市民ギャラリーあざみ野、大佛次郎記念館

は館が収集する美術品や資料等を保存し、一方で市民に適切に公開し、また専門的

な観点で調査研究します。 

 横浜美術館は、横浜市が策定する収集方針に基づいて、美術資料等に関する調査研

究を行い、横浜市に対し収集するに相応しい美術資料等を提案します。大佛次郎記

念館は、館で収集するに相応しい文芸資料等を調査研究し、直接収集します。また、

各館・各施設に蔵置される美術資料等を適切に保存管理し、それらに関する研究を

深め、その成果を論文・展示・講座等で市民に還元します。 

 

■ 主な事業 

■ 美術資料等の収集提案とコレクションの調査（横浜美術館） 

横浜市民の貴重な財産となる美術資料等の収集を横浜市に提案します。所蔵する

美術資料等の調査研究を行い、その成果に基づいて、論文や研究報告等を発表す

るとともに、コレクション展やギャラリートーク、レクチャーなどを実施します。 

 

■ コレクション展 2012「THE フェイス」（横浜市民ギャラリー） 

市民ギャラリーが所蔵する 1,300 点に上るコレクションを、テーマやストーリー

性を持たせて展示し、市民に紹介します。 
 

■ 横浜市カメラ写真コレクション保存・活用（横浜市民ギャラリーあざみ野） 

横浜市所蔵のカメラ写真コレクションを適切に保存し、貸出・熟覧に供するほか、

展覧会等を通して市民に紹介するなど、活用します。 
 

■ テーマ展示「大佛次郎と俳句」（大佛次郎記念館） 

企画展示室を新装して、横浜ゆかりの国民的作家、大佛次郎を広く紹介します。

またその基となる貴重な資料等を活用する仕組みをつくります。 

（５） 芸術文化資源の収集、保存及び活用 
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 芸術文化に関する一次情報等を市民へ提供するための情報誌の発行やホームペー

ジの運営を行います。 

 各施設が持つ情報提供・相談の窓口機能を維持向上させ、芸術文化一次情報、アー

ティストに関する情報、市民団体及びアート NPO に関する情報、芸術不動産等創造

都市政策など多彩な芸術文化情報を集約し、市民やアーティスト等からの相談業務

及び情報提供等を行います。 

 自主事業等の写真・映像や資料等のアーカイブ化を進め、活用を図ります。また、

可能なものはできる限り広く一般に公開します。 

 

■ 主な事業 

■ ヨコハマ・アートナビ（広報マーケティンググループ） 

情報誌・ホームページ・モバイルなどの媒体を連携させ、横浜市内の芸術文化に

関する総合的な情報提供を引き続き行います。 
 
■ アート情報データベース構築（広報マーケティンググループ） 

ヨコハマ・アートナビのさまざまな情報を世界標準となりつつある LOD 方式によ

りデータベース化し、財団アーカイブとしての機能を充実します。 

 

■ 創造都市プロモーション（協働推進グループ） 

創造都市の現在とビジョンを伝えるために、アートマップ、WEB マガジンなど各種

媒体を活用して、情報発信を行います。 

 

 

 

 

 芸術文化振興に関する市場調査等のデータを収集・分析し、芸術文化振興に関する

新たな方向性や施策等を提言します。 

 横浜美術館における研究紀要の発行、大佛次郎記念館におけるおさらぎ選書等の編

集・発行等を行います。 

 

■ 主な事業 

■ 研究紀要発行（横浜美術館） 

横浜美術館が所蔵する美術資料等を中心に、横浜における美術・文化に関する活

動や動向について調査研究し、その成果を論文にまとめ研究紀要の発行につなげ

ます。収蔵品の基本データを編集した収蔵品目録を刊行します。 

 

■ シンポジウム「現代社会における伝統芸能の保存と創造」（横浜能楽堂） 

横浜能楽堂と早稲田大学が共同して、上記シンポジウムを開催し、これまでの研

究成果を基に、伝統芸能の現在と未来について議論します。 

 

■ おさらぎ選書（大佛次郎記念館） 

大佛次郎及び大佛文学の研究成果、講演記録、所蔵資料の紹介などを集約し、今

後の研究に役立てます。 

（６） 芸術文化に関する情報の収集及び提供 

（７） 芸術文化振興に関する調査研究及び政策提言 
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 海外の横浜市の姉妹都市をはじめとする国内外の芸術文化を介した都市間交流を

推進し、ネットワーク化を進めることにより、市民の芸術文化活動の活性化等を図

るとともに、横浜のシティセールスにつなげます。 

 

■ 主な事業 

■ 創造都市国際レジデンス事業（協働推進グループ） 

創造界隈の拠点施設と連携し、アジア各都市と横浜との間でアーティスト・イン・

レジデンスを行います。 

 

  

 

 

 

 

● 売店及び駐車場などの経営 

 横浜美術館での駐車場運営や、横浜美術館、横浜みなとみらいホール、横浜能楽堂、

横浜にぎわい座、大佛次郎記念館などでの関連グッズ販売によって、公益性を発揮

するための財源となる収入の確保とともに、収益事業においても利用者・お客様へ

のサービスに努めます。 

（８） 芸術文化振興のための国内外との交流 

（９） 収益事業 
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【自主事業集計表】 

 

 

【自主事業数】 

H22 年度 
計画 

950 事業 

H23 年度 
計画 

816 事業 

 

【入場・参加者数（見込み）】 

H22 年度 
計画 

約 2,500,000 人

H23 年度 
計画 

約 2,230,000 人

 

※本集計は、財団事務局と、平成 22 年度をもって運営から撤退する旭区民文化センターを除く 12 施設の計画数の

合計です。 

 

〈事業区分別事業数〉 

 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ※ 合計 

H22 年度 

計画 
616 265 4 22 6 17 6 14 - 950 

H23 年度 

計画 
568 166 5 13 12 34 5 5 8 816 

① 芸術文化の創造及び発信 

② 芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供 

③ 芸術文化振興のための助成 

④ 芸術文化活動拠点の開発及び運営 

⑤ 芸術文化資源の収集、保存及び活用 

⑥ 芸術文化に関する情報の収集及び提供 

⑦ 芸術文化振興に関する調査研究及び政策提言 

⑧ 芸術文化振興のための国内外との交流 

※ 収益事業 
 
〈ジャンル別事業数〉 

 音楽 演劇 舞踊 
古典 

芸能 

大衆 

芸能 
映像 

美術 

工芸 
その他 合計 

H22 年度 

計画 
319 23 23 35 258 14 126 229 950 

H23 年度 

計画 
266 6 14 36 255 13 117 109 816 

 

 

 

13



 

 

3. グループ・施設別事業計画／事業一覧 

 

経営企画室 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

公益財団法人として高い公益性を発揮し、豊かな文化芸術を創造するための基盤整備に努め

ます。財団の経営分析、事業計画の進行・進捗管理、事業評価を着実に行い、コスト削減や効果

的な事業の実施につなげ、経営基盤の強化による公益財団法人としての自立性と総合力の向上

を目指します。 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

平成 23 年度は横浜市の中期 4 か年計画に掲げられた文化施策を積極的に推進するとともに、

財団中期経営計画の初年度の施策を着実に遂行するよう、仕組づくりを担います。 

次期指定管理者選定に向けた取組みについては、横浜みなとみらいホールおよび横浜美術館

の指定管理者選定に向けた取組みを行います。施設の使命達成と、可能性を拡げる運営体制の

構築に向けて、財団の持続可能な経営を前提として、設置者である横浜市と協議を行い、両施設

を支援します。また、その他の施設についても地域振興や施設のあり方を充分検討し、横浜市と

調整を進めます。 

施設支援の一環として、事業や施設の問題点、課題を把握し、具体的な改善策を検討して実

施するために、既存の事業評価の効果的な運用を行うとともに、その仕組を見直します。また並行

して、社会環境や時代の変化、市民ニーズの把握を行うための調査の実施を検討し、事業内容

に反映できるような仕組を構築します。 

また、財団経営会議の事務局として議論の活性化と結論の明確化や公表に努めます。 

 

 

2 各事業計画 

（1）中期経営計画進行管理 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 22 年度中に策定した財団中期経営計画

（2011～2013）の進 捗 状 況 管 理 を行 いま

す。また、計画推進のために、横浜市およ

び財団内で調整等を行います。 

 

 

■ 中期経営計画推進の調整と進行管理を担

う連絡会の立ち上げ 

■ 中期経営計画初年度の進行管理に向けた

評価の仕組み構築、初年度達成指標によ

る振り返りの実施 
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経営企画室



 

 

（2）指定管理者制度対応 

[取組み内容] [達成指標] 

● 横浜みなとみらいホール、横浜美術館の次

期指定管理者選考について、財団の使命

の達成、市の文化政策を実現する提案とな

るよう市と調整し選定に向けて施設を支援

します。 

● 上記 2 館については、第 1 期の評価や課題

を検証し、指定管理者制度下でのよりよい

運営体制の構築に向けて、横浜市と協議

を行います。 

● 普通財産施設の今後の方向性、位置付け

について、横浜市と調整を行います。 

■ 横浜みなとみらいホールおよび横浜美術館

の、第 2 期指定管理者提案の取りまとめ 

■ 指定管理者提案検討プロジェクト等指定管

理者提案にかかわる各種検討会・プロジェ

クト運営 

■ 提案作成事務、提出事務進行管理 

■ 横浜みなとみらいホールおよび横浜美術館

における、第 2 期 1 年目における指定管理

料の増額（平成 22 年度比） 

 

 

（3）事業支援  

[取組み内容] [達成指標] 

● 各種助成制度の理解を深め、効果的に助

成を獲得できるよう、必要な情報の収集・提

供と申請手続きのとりまとめ等を行います。 

● 「劇場法」の動向など今後の財団運営に関

係する文化政策等の動向を調査し、情報

を収集・提供します。 

 

■ 各種助成制度の情報を収集・提供 

■ 助成申請のとりまとめ実施 

■ 「劇場法」の動向など国の文化政策につい

て情報収集および対象施設への情報提供 

 

（4）法人経営の進行・進捗管理、検証・評価・調査等  

[取組み内容] [達成指標] 

● 財団経営会議の事務局として議論の活性

化と結論の明確化や公表に努めます。 

● 年度基本方針、事業計画、協約の進行管

理を行い、次年度方針や計画につなげま

す。 

● 多層構造である評価を的確に運用すること

で、PDCA サイクルを円滑に進めていきま

す。 

● 各施設等の顧客満足度調査（顧客アンケ

ート）の集約をし、市民の声を反映した財団

の運営につなげます。 

 

■ 経営会議事務局運営および議事録公表 

■ 中間振返り、期末振返りの実施および各施

設・グループの計画的な事業遂行の支援 

■ 財団の公益的活動の強化や今後の企画や

事業実施につながるよう、「個別事業評価

システム」を含む事業評価の再設計検討 

■ 「個別事業評価システム」の運用管理 

■ 財団全体顧客満足度の集計および公表 

■ 市民のニーズの把握を行うための新規調査

の導入検討 
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経営企画室



 

 

業務管理グループ 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

次期中期経営計画を実現するための経営基盤作りに取組みます。「人材こそ最大の資源」とい

う基本的な考え方に立ち、人材育成のための人事評価制度を構築するとともに、職員のライフワ

ークバランス実現に向けた組織風土作りを目指します。また、新公益法人会計基準に基づく安定

的、かつ効率的な会計処理を進め、財団の経理的基礎を充実させます。施設管理については、

横浜市との連携強化をはかり、所管施設の安全で効率的な運営を支援していきます。 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

昨年度は職員による横領事件という財団始まって以来の不祥事を受け、コンプライアンス研修

を初め、管理職を中心にした研修を積極的に進めてまいりました。23 年度は、人材育成と健全な

組織風土の醸成をめざした新たな取組みを推進してまいります。また、横浜みなとみらいホール等

の指定管理者提案を通じた財団全体の財政基盤の安定化を図る最重要年度と位置づけます。さ

らに、所管の施設を安全に運営するために、これまで以上に横浜市と緊密な連携体制をとってい

きます。 

 

 

2 庶務・人事に関する事業計画 

（1）人材育成について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 財団の公益的使命を果たし、財団に求めら

れる高い専門性、コーディネート力、マネジ

メント能力及び幅広いネットワークを備えた

人材を育成します。 

■ 他団体への職員派遣を実施 

■ 管理職は経営、マネジメント(職員管理)能

力向上のための研修を実施（年 4 回以上、

平均参加率 80％以上） 

・マネジメント研修 等 

■ 一般 職 員 向けに実 務 能力 及び専門 性向

上のための研修を実施（年 2 回以上） 

・市民協働研修 等 
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（2）人事・給与制度の見直しについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 職員のライフワークバランスの実現に向け、

超過勤務の管理を引き続き徹底し、業務の

質と量の見直しを行うことにより、超過勤務

時間数の削減を行います。 

● 公益財団法人に適した人材育成のための

人事評価制度を導入します。 

● 経営状態を勘案しながら、職員のモチベー

ションの向上につながる適正な給与制度を

検討します。 

 

■ 平均超過勤務時間 10％削減 

■ 人事評価制度策定プロジェクトの立ち上げ 

■ 人事評価制度の構築 

■ 考課者研修の実施 

■ 人事評価制度の試行運用 

■ 適正な給与制度への改正 

 

 

（3）業務の適正執行について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 職員のコンプライアンス意識向上に継続し

て取り組みます。また、規程遵守に真摯に

取り組み、また全職員対象の研修を実施し

意識啓発を行います。 

● 適正かつ平準的に業務を執行するため、

規程類やマニュアルの整備を進めます。 

 

■ 関係研修の開催（年１回以上） 

■ 規程類の整備や、それに伴うマニュアル・手

引き作成及び判断指針の作成 

■ 必要な規程やマニュアルの改正及び説明

会の実施 

 

3 経理に関する事業計画 

（1）財団全体の経理的基礎の充実について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 財団全体の経理を安定化させるため、統一

的、均一的な経理処理が行われることを目

指します。 

● 事務局・施設を問わず、経理を担当する職

員の日々の業務のスキルを高めるよう努め

ます。 

● 引き続き内部統制を重視した経理体制を

維持します。 

■ 経理事務勉強会を開催（年 2 回以上） 

■ 仮決算の精度向上（決算時比較 3％以内）

■ 実行委員会出納業務の課題を整理し、実

行委員会の経理処理に対するチェック機能

を強化 
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（2）公益財団法人への対応  

[取組み内容] [達成指標] 

● 平成 22 年度に行った事業単位の整理に

係る変更認定の申請に伴う、新たな会計区

分（公益 2 区分）への移行を進めます。 

● 公益認定を維持するため理事会、評議員

会を的確に運営し、各種届出事務をスムー

ズに進めます。 

■ 新たな会計区分で支障なく平成 23 年度決

算を行うため、会計システム等の環境整備 

■ 「新・新公益法人会計基準の手引き」につ

いて必要箇所を改訂 

■ 変更内容につき、説明会を実施 

■ 理事会、評議員会の的確な運営 

■ 法律に基づいた届出事務を確実な実施 

 

 

（3）中期経営計画に基づく財政基盤の安定化について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 中期経営計画に基づき、適正なコストと収

入の対応を図ることにより、持続可能な財

政基盤の安定化に取り組みます。 

 

■ 横浜みなとみらいホール及び横浜美術館の

次 期 指 定 管 理 の選 定 にあたって、適 正 な

運営経費の積算 

 

4 施設の管理運営に関する事業計画 

（1）維持管理計画について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 建築物の老朽化、舞台装置・空調設備・防

災設備の経年劣化等、大規模改修計画の

見直しを行ないます。 

■ 長寿命化修繕案件の早期執行 

 

（2）危機管理について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 流行性発症への早期取組み他、各種マニ

ュアルの修正支援に取組みます。 

■ 施設の現況把握と管理基準の見直しの実

施 

■ マニュアル改正の支援 

 

（3）情報共有について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 共通の知識を広める多種情報を共有しま

す。 

■ 職 員 並 びにスタッフへの周 知 及 び業 務 反

映への支援 
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（4）人材育成について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 調査・提出書類作成にあたり、各施設で対

応できる支援を行ない、職員の資質向上と

意識改革を図ります。 

■ 基本的な技術支援 
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広報マーケティンググループ 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

市内の芸術文化に関する情報の収集及び提供は、当財団の公益目的事業のひとつであり、市

民をはじめとする多様な主体による文化活動の情報を収集して広く一般に提供することにより、市

民が芸術文化に触れる機会を提供すると共に、活動の担い手支援の役割を果たしています。 

平成 23 年度は、これまで培った情報収集の仕組みにより当財団で集積している情報及び資料

の IT 化を進め、芸術文化資源として共有・公開するための基盤整備に取り組みます。 

また、組織全体でマーケティング活動に取り組む体制を構築し、組織のブランド化を推進します。

組織内部においては、IT システムを安全に運用し、情報共有とセキュリティ意識の向上を図ります。

 

 

（2）平成 23 年度の位置付け 

①財団内で保有する情報（収蔵作品、施設、出演・出展アーティスト、過去のイベントを整理し、ア

ーカイブ化に取り組むとともに、それらの情報を観光等との連携によって活用する取り組みを検

討します。 

②効果的なマーケティングを検討する横断的なプロジェクトを立ち上げ、ノウハウの共有、施設との

役割分担、重点項目の整理等を実施します。 

③安全・確実な情報管理に取り組んでいくと共に、財団内情報の共有化をシステム管理と広報の

両面から推進します。 

 

2 自主事業に関する事業計画 

（1）財団アーカイブの設立 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 地域における先進的な情報流通基盤の手

法 で あ り 、 米 国 や 欧 州 で 実 績 の あ る 、

Linked Open Data(LOD) 導入を検討し、

横浜市のアート情報を文化施設や観光イ

ベント情報と相互にリンクして、アートデータ

ベースをより広く発信します。 

● 財団内で保有する財産である情報（収蔵作

品、施設、出演・出展アーティスト、過去の

イベント 等）の整理・データベース化を進め

ます。 

■ 市民ギャラリーあざみ野、ACY・アートデー

タバンク、ヨコハマ･アートナビの LOD 化を

すすめ、データベース連携のしくみを提示

します。 

■ 全施設・グループの保有情報を整理・保存

するための計画を策定します。 

■ 施設が保有する情報の内容とアーカイブの

状況を調査し、報告書をまとめ、各施設に

おけるアーカイブ化 計 画 策 定 を支 援 しま

す。 
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（2）ヨコハマ・アートナビ運営（情報誌／WEB） 

[取組み内容] [達成指標] 

● 市内アート情報収集・登録 

地域のアート情報を広く収集・登録し、デー

タベースを充実します。 

● 情報誌 

リニューアル後（平成 22 年 5 月号から）の体

裁、新しい活用方法が読者に定着すること

を目指し、内容の充実を図ります。また、有

効な配布場所の検討など、利用促進に努

めます。 

● WEB（PC/モバイル） 

紙媒体「アートナビ」の縮小に伴い、引き続

きクロスメディアを活用し、読者を WEB サイ

トに誘導する仕組みと内容の充実に取り組

みます。 

■ 350 件／月の情報収集・DB 登録 

■ 年間 12 号の円滑な発行 

■ 年間４0 万円の広告料獲得 

■ 動画サイト、ブログ等の活用 

■ 財団サイト・トップページの毎週更新 

 

（3）地元メディアとの連携強化について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 市政記者、支局記者等との懇談会を開催

し、財団と地元メディアとのパイプを強化し

ます。 

● 外部媒体に定期的に芸術文化情報を提供

し、連携を図るとともに、財団全体の広報発

信力を高めます。 

● 各メディアへの情報提供を迅速・丁寧に実

施することで、効果的な財団の PR とイメー

ジアップにつなげます。 

● 新たな情報発信媒体・連携先を調査検討

します。 

■ 記者懇談会の実施 

■ ミニコミ等地元媒体へ財団事業の積極的な

情報提供（目標媒体 10 社以上） 
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3 マーケティングへの取り組みについて 

（1）マーケティングプロジェクト／マーケティング資料の整備管理計画について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 財団内での横断的なプロジェクトにより、マ

ーケティング・ノウハウ共有、分析、資金調

達方法、実施体制等効率的なマーケティン

グ手法を検討します。 

● 営業活動に必要なアニュアルレポート、パ

ンフレット等の資料を作成します。 

■ プロジェクトの立ち上げ 

■ アニュアルレポート、財団パンフレット作成 

 

4 管理に関する事業計画 

（1）安全な情報運用基準の実施について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 財団全体のメールサーバーおよびホームペ

ージのサーバーを安全・確実に運営します。

● システムやメールの安全な運用について、IT

運用の規程を策定し、全職員に周知します。

 

■ 安全なメール、HP サーバーの運用 

■ 的確な情報運用方法の全職員への周知 

■ 財団 IT 運用規程の策定 

 

（2）事務局内のシステム管理・ネットワーク管理について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 事務局内のサーバー、ネットワークを安

全に保守・運営します。  

 

■ 事務局内システムの安全な運用 

■ セキュリティ意識向上のための情報提供

 

（3）システム相談窓口・情報共有 

[取組み内容] [達成指標] 

● 財団ネットワークと各施設のシステムとの調

整を行います。 

● インターネットを活用して職員が情報を共

有できる仕組みを整備します。 

■ 相談窓口として施設のシステム担当を支援 

■ 職員専用サイトの立ち上げ 
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協働推進グループ 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

平成 23 年度もこれまで同様、クリエイティブシティ・ヨコハマ推進のためのプラットフォーム（中間

支援）機能およびプロモーション機能の発揮を目指します。 

また、「横濱 JAZZ PROMENADE」や「国際舞台芸術ミーティング in 横浜（TPAM）」のような発信

力の高い事業の実行委員会に参画することで、制作機能の向上を図るとともに、それらの事業を

多様な団体との協働の場と考え、ネットワークの形成及び横浜ならではの発表の場づくりに繋げて

いきます。 

これまでもアーツコミッション・ヨコハマの相談窓口業務等を通じて掴んだニーズを助成制度など

の支援プログラムに反映させてきましたが、今後も、これを土台として、横浜市全域での市民協働

の推進にも一層力を入れていきます。 

 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

（1） これまで YCC の自主事業であった「創造都市プロモーション事業」「まちづくり・マーケット事

業」などを「アーツコミッション・ヨコハマ（ACY）」に統合します。設立 5 年目となる「アーツコミッシ

ョン・ヨコハマ（ACY）」にプラットフォーム（中間支援）機能、プロモーション機能を集中させるこ

とで、ACY のミッションも一層明確になり、対外的にも理解されやすくなります。 

 

（2） ヨコハマ創造都市センター（YCC）は、より多様な主体のプレゼンテーションの場として活用して

いきます。 

 

（3） 平成 23 年 4 月からは横浜市の新体制（文化観光局）がスタートします。当グループも既存事

業（「横濱 JAZZ PROMENADE」、「OPEN YOKOHAMA」等）に、より一層の「横浜の魅力発

信」や「ホスピタリティ発揮」の要素を盛り込み、横浜滞在の総合的な満足度を高めるサービス

の提供に努めていきます。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）芸術文化教育プログラムについて 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 学校にアーティストを派遣し、アーティストと

教員が一緒になって、“アートの力”で子ど

もたちの創造力を育み、自由な発想や豊か

な感性を導くことにより、子供たちの学習活

動をより豊かなものとし、全人教育に結びつ

く一助とします。 

● コーディネーターとして 8～10 校を実施しま

す。 

 

■ コーディネーターとして 8～10 校を実施しま

す。（昨年と同規模） 

■ 新規校、新規プログラムに最低１つ取り組

みます。 

 

 

（2）芸術文化教育プラットフォームについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 芸術文化教育プログラムをより総合的な観

点 から、横 浜 市 （教 育 委 員 会 、文 化 振 興

課）、ST スポット横浜と事務局を構成して、

総 合 的 な調 整 ・相 談 ・広 報 等 を実 施 しま

す。 

● 事務担当は ST スポット横浜が担い、当グル

ープは財団の総合力を活かして、側面から

サポートします。市内全域の小･中・特別支

援学校において約 70 校を実施します。（22

年度 79 校） 

 

■ 事務局会議を充実させ、情報を共有するた

めに、毎月１回定例会議を行い、情報を共

有します。 

■ 平成 23 年度は実施しなかった、教育プログ

ラムに関するシンポジウムを実施します。 

■ 新たなコーディネーターを開拓します。 

（3 団体） 
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（3）文化芸術による地域づくり事業「横浜アートサイト 2011」について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 文化芸術の持つ創造性を福祉や環境、教

育、地域など様々なジャンルと結びつけ、

地域の特性を活かしながら、コミュニティの

活性化を図ります。 

● 昨年度同様、市民、NPO・地域団体による

身近な地域コミュニティにおけるアートプロ

ジェクトを支援し、協働実施します。 

● 事業実施にあたっては、中間支援の観点

に立ち、採択 団体である地域の担い手が

主体的に活動できるよう、助成金を含む必

要 なサポート(ノウハウ提 供 など)を行 いま

す。 

● 各団体のネットワーク連携を強化するため、

参加団体から提案される連携企画を積極

的に採用し、これに対し別途助成金を用意

します。 

 

■ 申請数、新規申請数、それぞれ前年度比

115％をめざします。 

■ 採択団体の本事業参加に対する満足度を

4.0 以上にします。 

■ 「横浜アートサイト」の取組みを、より多くの

市民に周知する広報として、掲載媒体数の

前年度比 115％を目指します。 

■ 各団体の取組みや連携事業について、事

業実施後に報告シンポジウムを開催し、実

施レポートを発行します。 

 

 

（4）横濱 JAZZ PROMENADE 2011 について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 市民とミュージシャンが一体となって「街全

体をステージに」を合い言葉に、ホール、ラ

イブハウス、街角をジャズの音楽で満たし、

ジャズの普及と振興をはかるとともに、街に

賑わいをもたらします。 

● 19 年目となる今年度は、長年のネットワーク

を活かしつつ、新設施設・団体とも積極的

に連携協力をはかり、周辺事業、関連イベ

ントなどより裾野を広げた事業展開を行いま

す。 

● 出演者、観客、ジャズクルーの世代の若返

りと、ジャズの喚起をはかります。 

● 実行委員会事務局として、適正な事務処

理を徹底します。 

 

■ 入場者数、前年度比 115％を目指します。 

■ ボランティアスタッフ「ジャズクルー」の新規

参加人数 150 人(前年度比 115％)を目標に

します。 

■ 市民がより参加・出演できる場を増やすた

め、「街角ライブ」実施会場数を延べ 32 会

場に増やします。 

■ 若い来場者を獲得するため、その層に訴求

力のあるミュージシャンの出演や、媒体への

広報宣伝を強化します。 
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（5）クラシックヨコハマ・サロンコンサートについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 全日本学生音楽コンクールの本選が横浜

で開 催される前 後の期 間 中に実 施 される

「クラシックヨコハマ」の一環として、YCC で

コンサートを実施します。 

● 若手アーティストを広く市民に紹介します。 

 

■ 2 人の若手アーティストの演奏を取り上げま

す。 

■ 入場者数 180 人を目標とします。 

 

（6）アーツコミッション・ヨコハマについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● ヨコハマ創造都市センターの中心的な機能

を果たすため、創造界隈のプラットフォーム

機能、調査研究機能の強化を図ります。 

今年度より、YCC と ACY の事業は一体的

に運営します。 

● 創造界隈拠点のディレクターズ会議を開催

し、横浜市への政策提言を行います。 

● これらをもとに、支援プログラムを組み立て、

創造都市を支える体制づくりを推進します。

● 活 動 拠 点 探 し、助 成 金 に関 する相 談、会

場探しから人材紹介まで、横浜のアートに

関することについて気軽に利用できる窓口

として、随時相談を受け付けています。 

 

■ アーティスト、クリエイターへの支援策を充

実させるために、事業評価研究会を開催し

ます。その成果として、アーツコミッションの

向こう 3 年に渡る事業計画を策定し、専門

家、アーティストなどによるコメントを募集、

横浜市と実施に向けた調整を行います。 

■ 相談件数を、前年度比 115％にします。 
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（6）-3 ACY 講座 

[取組み内容] [達成指標] 

● アーティストやアートに関わる人たちの支援

の一環とし、アーティスト向けの講座を実施

します。 

● アーティストやアート NPO の活動に役立つ

「助成申請」「契約」などの実務系講座を開

催します。 

● 講座内容の質の向上（受講者によるアンケ

ートを参考に、アーティストや NPO 活動者

の要望を取り入れた新たな講座を実施） 

 

■ アンケートによる受講者満足度を維持しま

す。 

■ 申込者、受講者を前年度比 115％に増加さ

せます。 

■ 3 講座以上実施します。 

 

 

（6）-4 芸術不動産モデル事業 

[取組み内容] [達成指標] 

● アーティスト、クリエイターの拠点形成のた

めに、民間事業者（オーナー）と共同で、既

存の建物の再生や転用を図るための調査

研究を行います。 

● 調査チームをバックアップする専門家のネッ

トワークを拡げ、コンサルティングの能力を

強化します。 

 

■ 調査物件 5～6 軒、実施物件 1 軒を想定し

ます。 

 

 

（6）-5 アートマーケット事業 

[取組み内容] [達成指標] 

●市民がアートやデザイナーグッズの購入を通

して身近に芸術に親しむ機会を設けるととも

に、創造産業のアートビジネス分野の振興を

図ります。 

●写真の発祥地・横浜ならではの企画として、

写真文化をテーマにします。 

●事業は、ギャラリー、美術館、アーティスト、地

域、企業と連携して実施します。 

 

■ 出展品数、出展者数、取引数を、それぞれ

前年度比 115％にします。 
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（6）-6 卒業展覧会サポート事業 

[取組み内容] [達成指標] 

● ACYの趣旨の一つである、横浜で活動する

若手を支援することを目的とし、卒業制作

展の時期に合わせ、みなとみらいエリアで

行われる卒展および学生展の活動支援・

広報支援を行います。 

● 卒展、学生展の情報を集約したポスターを

作成し、1～3 月（予定）に卒展の行われる

各学校や市内のギャラリー、みなとみらい線

駅構内などにポスターの掲示を行います。 

● ホームページのコンテンツを増やし、学生が

より主体的に関われるようにします。 

 

■ 情報提供先と広報物掲出先と、露出度を

増やします。 

（22 年度 313 箇所→400 箇所） 

■ 掲載する展覧会の件数を増やします。 

（22 年度 25 件→30 件） 

■ ホームページでの掲載情報内容の充実を

はかります。各大学の教官からのコメントに

加えて、卒展に関わる学生のメッセージも掲

載します。 

 

（6）-7 インターン支援事業 

[取組み内容] [達成指標] 

● 実務実習を通じてクリエイティブシティへの

理解を深めてもらうとともに、将来のキャリア

形成に対する意識を高めてもらうことを目的

とし、横浜市内で行われる事業でインター

ン生を募集します。 

● インターンを受け入れる体制の充実を図り

ます。 

■ 応募者の増加を図ります。 

（22 年度 13 人→20 人） 

■ 受け入れ事業数を増やします。 

（2 事業→4 事業） 

■ 学校とのネットワークを確立します。 

（22 年度 50 大学→60 大学目標） 

■インターン生を受け入れるための仕組み作り

を構築します。 

 

 

（6）-8 創造都市交流事業（アーティスト・イン・レジデンス） 

[取組み内容] [達成指標] 

● アジア諸 都 市 との交 流 の促 進 を目 的 とし

て、アーティスト・イン・レジデンス事業を実

施します。 

● 事業実施にあたり、創造界隈拠点施設と共

催で行います。 

● プログラムを実行する NPO などと更に連携

を深め、アーティスト・イン・レジデンスの意

義目的を共有することで、創造都市を支え

る体制作りを行う。 

● 若手アーティストの海外レジデンス施設滞

在やアート NPO の海外視察のサポートな

ど、海外での研鑽を支援します。 

 

（現在、どのような形でレジデンス事業を実施す

るのか、横浜市と詳細を協議中。） 
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（6）-9 YCC プレゼンテーション 

[取組み内容] [達成指標] 

● コンサート、展覧会、ダンスなどの鑑賞事業

を主催または共催することで市内若手アー

ティストを紹介するとともに、来館者増に繋

げます。 

● YCC の空間の特徴を活かし、アートスペー

スとしての可能性を提示するような個性的

な上演スタイルの公演を行います。 

■ 共催事業のうち、文化芸術の鑑賞機会の

創出に関わる事業を、22 年度 3 公演から 23

年度 6 公演に増やします。 

 

 

（6）-10 横浜ローカルツアー 

[取組み内容] [達成指標] 

● 横浜のローカルな「人」「こと」や、創造界隈

の動きを伝えるツアー。毎月テーマや対象

者を変えて、より多角的な視点で横浜の魅

力を伝えていきます。 

● ツアーの企画を通じて、横浜の新たな地域

資源や協力者を発掘します。 

 

■ 新たに 6 コースのツアーを企画します。 

■ 年間 12 回以上、参加者数 300 名とします。

 

 

（6）-11 関内外 OPEN！3 

[取組み内容] [達成指標] 

● 関内外 OPEN！3 を横浜トリエンナーレの期

間中にあわせて実施します。これまでは誘

致したクリエイター等を市民へ紹介するプロ

モーションの機会、ネットワークとして実施し

てきましたが、今後は、街と連携して、新た

な企画を発表、実施する場としての機能を

付加していきます。 

● 関内、関外、横浜など、エリアごとに自主的

な運営組織を作り、それらをネットワークす

る形で実施します。 

■ 入場者数を前年度比 115%とします。 

■ 参加団体数を前年度比 115％とします 

■ 企画事業数を前年度比 115％とします。 
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（6）-12 YCC セミナー 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「創造性」や「地域資源」をキーワードに推

進している全国各地のプロジェクトのキーパ

ーソンを招いてのセミナー。 

● 近隣のアートスペースで開催されているスク

ール事業とはテーマを変えて、多くの市民

の興味に応えるラインナップとします。 

■ 22 年度 3 回開催を 6 回開催とします。 

■ 参加者数を 300 名以上とします。 

■ このセミナーによる初来館者数を 100 名以

上とします。 

 

 

（6）-13 創造都市プロモーション及びインフォメーション事業 

[取組み内容] [達成指標] 

● クリエイティブシティ政策に対する市民理解

を深め、国内外にアピールできるよう発信

力の強化を目指します。 

・ 新規媒体制作・既存媒体の整理、プロモ

ーションイベント、広報戦略等も含めたプ

ロモーション戦略を策定します。 

・ ウェブマガジン「ヨコハマ創造界隈」コンテ

ンツの充実 

・ メールニュースの配信 

● １階窓口での情報提供数の充実を図るた

め、インフォメーション専属スタッフを試験的

に配置します。 

（現在はカフェスタッフが受付・インフォメー

ション機能を担っているため、情報提供数

のカウント、内容分析等に着手できていま

せん。専属スタッフを試験的に配置すること

で、数値的な指標策定を目標とします。） 

■ ①YCC サイト、②ACY サイト、③ウェブマガ

ジン、④創造都市推進課ウェブサイトの各

アクセス数の前年度比 115％への向上を目

指します。 

■ メールニュース配信登録者を計 3,000 名に

します。 （2011 年 1 月現在 2,100 名） 

■ 1F でのインフォメーション情報提供の充実

を図るための方策を検討します。 

 

 

（7）OPEN YOKOHAMA 2011 

[取組み内容] [達成指標] 

● 歴史・景観・食・文化芸術などの魅力的な

資源や、横浜ならではの文化・観光イベント

をつなぎ、都心部の魅力向上と創出に向け

たキャンペーンを実施します。 

● 都心部の魅力の発信により、市内外からの

来訪者の横浜滞在の満足度と回遊性の向

上を図ります。 

● 23 年度は特に横浜トリエンナーレとのタイア

ップ効果を高めます。 

■ 基幹事業である「街歩きツアー」を 22 年度

30 コースから 23 年度は 40 コースに増やし

ます。 

■ 同じくオープン企画（普段クローズしている

建物等の一般公開）を 22 年度 6 企画から

23 年度は 10 企画に増やします。 
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（8）横浜ランデヴープロジェクト 

[取組み内容] [達成指標] 

● 平成 23 年度から ACY に移管。アーティスト

と地域の福祉作業所のマッチングにより、

新たな商品開発を行います。 

● 現在、事業実施に必要な資金の導入を目

指して、助成金申請を行っています。 

 

■ 実行委員会事務局として、適正な事務執

行を行います。 

 

 

（9）国際舞台芸術ミーティング in 横浜（TPAM in Yokohama 2011） 

[取組み内容] [達成指標] 

● 演劇・ダンス・音楽などの舞台芸術作品の

国内外での普及と関係者の交流の促進を

目的として、舞台芸術関係者のネットワーク

とプレゼンテーションの場として、都心臨海

部の各所で開催します。 

● 財団は実行委員会に参画し、YCC を主会

場の一つとします。 

 

■ 期間中の、のべ事業数を 22 年度 150 事業

から、23 年度は 165 事業に増やします。 

■ 海外ゲスト向けのツアーなど、YCC としての

提携事業を 3 事業実施します。 

 

3 施設の運営に関する事業計画 

（1）ヨコハマ創造都市センターについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 開館 3 年目となる平成 23 年度は、多様な

主体のプレゼンテーションの場としての活用

に重点的に取り組みます。 

● 8 ～ 11 月 は 、 １ F ホ ー ル に 「 OPEN 

YOKOHAMA」等 のインフォメーションコー

ナーを設置します。 

● 安全面のために必要な施設・設備の合理

的維持管理と改善に努めます。 

● 利用料金収入の確保と利用率の向上に努

めます 

● ショップ、カフェについては、運営形態や取

扱商品の改善など、リニューアルを行いま

す。 

■ 施設利用率を 22 年度 47％から 23 年度は

55％に増やします。 

■ 事業参加者アンケートにおける「施設設備」

の満足度を、4.0 以上にします。 
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(2)ZAIM の撮影貸し出しについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● ZAIM 本館の部分に限り、録画・撮影に貸

し出します。 

（平成 23 年度は、撮影利用に適した別館・

中庭駐車場が、中土木事務所仮事務所と

なるため、使えません。そのため、利用可能

となるのは、本館の地下、屋上のみとなりま

す。施 設 老 朽のため、漏電 の可 能性 があ

り、電源も利用者に持ち込んでもらうなど、

かなり制約があります。） 

 

■ YCC の業務に支障のない範囲で、貸し出し

希望があった場合は、対応していきます。 
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■芸術文化の創造及び発信（新進芸術家発掘）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
11月
｜

12月

クラシック・ヨコハマ「サロンコンサー
ト」

ヨコハマ創造都
市センター
（YCC）

全日本学生音楽コンクール本戦の横浜開催にち
なみ、同コンクールゆかりの若手演奏家による
サロンコンサートを開催する。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 　9月 関内外OPEN！３ 市内各所

「アーティストやクリエイターの集積」を公開
する企画。オープンハウスやツアーなど、市民
向けの事業も実施し、創造都市政策の実例を広
く紹介する。

2 10月 横濱ジャズプロムナード2011 市内各地

日本のジャズが生まれた街「横浜」から、「街
全体をステージに」を合言葉にジャズのコン
サートライブを展開。ジャズを通じて、横浜か
らジャズを発信する。2011年で19回目を数える
日本最大級のジャズフェスティバルを、横浜の
市民とともに作り上げる。

3 通年 文化芸術による地域づくり事業 市内各地

市民団体やNPOが、地域資源を活用し、発掘・
活用やコミュニティの活性化を目指して実施す
るアート活動を支援する。併せて個々の活動の
ネットワーク化を推進し、より発信力を高め、
市内全域への活動の拡がりにつなげていく。

4 通年 芸術文化教育プログラム
市内小中学校、
特別支援学校

ワークショップや鑑賞事業を通じてアーティス
と子どもたちと触れ合うことで、子どもの創造
性を育む。約10校でのプログラム実施のコー
ディネーターを務める。

5 通年 横浜ランデヴープロジェクト 市内各地
アーティストと福祉作業所のマッチングによ
り、新たな商品開発を行う、アートと社会を結
ぶプロジェクトの実行委員会事務局を担う。

■芸術文化振興のための助成

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年
ACY_助成事業
「先駆的活動助成」

アートNPOなど創造活動の環境整備に取り組む
中間支援団体に対する活動助成制度。

2 通年
ACY_助成事業
「トリエンナーレ関連助成」

横浜トリエンナーレ開催にあわせた事業助成

3 通年
ACY_助成事業
「クリエイター・アーティストのための事
務所等開設助成」

「創造界隈の形成」に向け、アーティストやク
リエイターの集積を図るための事務所等誘致促
進のための助成制度。年々対象が増えてい実績
を踏まえ、助成規模を拡大する。

4 通年
ACY_助成事業「芸術不動産リノベーション
助成」

平成22年度から開始した不動産オーナー向け助
成。｢創造界隈の形成」を民間物件の転用によ
る促進するために、老朽化したビルの改修費用
の一部を補助する。

5 通年 海外研修サポート制度

海外のレジデンス施設滞在やアートNPOの海外
視察などをサポートするための研修助成制度。
海外で研鑽を積み、横浜での活動に繋げていく
ことを応援する。帰国後の活動報告もサポート
する。

【事務局事業一覧】（広報マーケティンググループ、協働推進グループ）

34

事務局事業一覧（広報マーケティンググループ　協働推進グループ）



■芸術文化活動拠点の開発及び運営

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 芸術不動産モデル事業 YCC

「芸術不動産リノベーション助成」と連動して
新たな創造活動拠点開設のためのモデル事業を
実施する。併せてこれまでの事例を紹介するこ
とで普及に繋げる。

2
8月
｜

11月
INVITATION to OPEN YOKOHAMA 2011

みなとみらい地
区、関内外地

区、元町・山手
地区など創造界

隈

歴史・景観・食・文化芸術などの魅力的な資源
や、横浜ならではの文化・観光イベントをつな
ぎ、都心部の魅力向上と賑わい創出に向け、普
段見られない場所の公開、イベントと街をつな
ぐまち歩きツアーなどを実施する。

■芸術文化に関する情報の収集及び提供

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 アートデータバンク事業 YCC
横浜市内のアート活動のアーカイブとしても活
用できる仕様にリニューアルする。

2 通年 創造都市プロモーション事業 YCC

「クリエイティブシティの現在とビジョン」を
伝えるために各種媒体を活用して、情報発信を
行う。（ACYマップ、ウェブマガジン「ヨコハ
マ創造界隈」、パネル展示、アニュアルレポー
ト発行等）

3 通年 創造都市インフォメーション事業 YCC１階ほか
WEBサイト、メールニュース、受付でのガイド
などで創造界隈の最新情報を提供する。

4 通年 情報誌発行
情報誌「ヨコハマ･アートナビ」発行
毎月22日発行

5 通年 情報サイト運営 情報サイト運営

6 通年
横浜市内アート情報データベース構築
（LOD化プロジェクト）

ヨコハマ･アートナビのイベント情報、施設情
報、各施設・グループの公演情報・アーティス
ト情報などを世界標準となりつつあるLOD形式
によりDB化を実施し財団アーカイブとしての機
能を充実させるほか、また市内の芸術文化情報
の総合データベースを構築し、発信力を高める

■芸術文化振興のための国内外との交流

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 創造都市国際レジデンス事業 市内各所
創造界隈の各拠点と連携し、アジア各都市や
アート拠点とアーティスト・イン・レジデンス
事業を実施する。

■収益事業

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 ＹＣＣショップ＆カフェ運営 YCC１階

カフェの運営を通じて、人々が集う空間を演出
する。併設ショップでは、横浜市内のアーティ
ストの作品などを販売し、共に来館者サービス
を図る。
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事務局事業一覧（広報マーケティンググループ　協働推進グループ）



 

横浜美術館 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

横浜美術館は、市民の「みる」「つくる」「まなぶ」場として、次の 3 つを基本的な方針とします。 

1 高い専門性に裏付けられた活動を通して、美術の新しい価値を生み出す美術館を目指し 

ます。 

2 だれもが美術に親しみ、自らの創造性を高めることのできる美術館を目指します。 

3 「文化芸術創造都市・横浜」の実現に寄与する美術館を目指します。 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

横浜美術館は文化芸術創造都市「横浜」の中にあって創造性、発信性、協働性、未来性の 4

つの方向性をもった美術館を目指すことを大きな方針とします。 

● 創造性-従来の観点にとらわれない美術の新たな価値を発見し、あるいは生み出す美術館 

● 発信性-美術の新たな価値を世界に向けて積極的に発信する美術館 

● 協働性-市民の参加や体験を重視した双方向性型事業を展開する美術館 

● 未来性-未来を担う子どもたちの感性を育み、自立を助長する活動を提供する美術館 

特に平成 23 年度はヨコハマトリエンナーレ 2011 の主会場として、「みる」「そだてる」「つなげる」を

事業の基本理念として、創造都市横浜にふさわしい日本を代表する都市型国際展を展開します。 

また、平成 23 年度は指定管理第一期の最終年度を翌年に控え、平成 25 年度からの次期指

定管理期間の提案に向けた検討を行います。 

 

【運営の方針】 

横浜美術館は、次の 3 つを事業運営上の方針とします。 

● 安全･安心･親切をモットーにした運営 

● 街に溶け込む美術館になるための周辺との連携 

● 改善のチェックとスピーディーな行動 

 

【管理の方針】 

横浜美術館は、指定管理者共同事業体での管理運営ノウハウを活かし、より安全で快適な施設

を維持することを施設管理上の方針とします。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1） 収蔵美術品等の収集・保管・管理・調査・研究について 

1）専門的研究に基づく作品収集 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 内部検討委員会への提案 

・ 購入候補、寄贈寄託候補作品について、

専 門 的 な 観 点 か ら 必 要 な 調 査 研 究 を 行

い、その妥当性を検討します。検討に基き

策定された収集候補作品案を内部検討委

員会に提案します。 

・ 収集方針に基づく候補案の策定に加え、

「中期重点取組方針」も鑑みて作品を検討

し、内部検討委員会に提案します。 

■ 収集方針および「中期重点取組方針」に基

づき、収集候補作品案を提案します。 

■ 市民に親しまれるコレクションを形成できる

よう、魅力的な購入作品候補案を提案しま

す。また、寄贈候補作品案を提案します。 

■ 歴史的に見て本市とゆかりの深い貴重な美

術作品等の収集案を提案します。 

■ 国際的な活躍が期待できる優れた若手ア

ーティストの作品収集を提案します。 

■ 内部検討委員会における提案：年 1 回 

 

 

2）適切で安全確実な保管・管理の実現 

[取組み内容] [達成指標] 

● 収蔵美術品等の正確なデータベース構築 

美術作品、作家の履歴データを遅滞なく入

力します。 

● 収蔵庫等の保管環境の監視 

中央監視室との連絡を密にして、環境の異

常 を遅 滞 なく把 握 し、問 題 点 を 報 告 しま

す。また、可能な範囲で対策をとります。 

● 収蔵美術品等の貸出 

決められた手続きを踏まえて、美術品等を

他施設の事業のために貸与し活用します。

● 収蔵美術品等の特別利用（熟覧） 

決められた手続きを踏まえて、研究者や専

門家に収蔵美術品等の熟覧の機会を提供

し、当該作品の研究に資します。 

 

■ 収蔵美術品を正確にデータベース管理し、

収蔵庫等の保管環境を監視します。 

■ 適切な手続きに則り、収蔵美術品を国内外

の他施設に貸し出し、また、特別利用の機

会を提供します。 
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3）計画的な修復の遂行 

[取組み内容] [達成指標] 

● 修復計画の策定 

前年度末もしくは当該年度当初に、収蔵美

術品の修復（洗浄、補彩、成形、充填、ル

ースライニングなど）、新規額装・マット装、

新規表装、額・表具の修理などについて、

優先順位を決めて、年度修復計画案を策

定します。この計画案に基づいて、修復業

務を外部専門業者・専門家に委託します。

 

■ 年度修復計画を、前年度末もしくは当該年

度当初に策定します。 

■ 「横浜美術館コレクション・フレンズ」プログラ

ムの支援を受けて、コレクションの修復や保

全、展示ガイドツールの整備を進めるなど、

市民の力によってコレクションを守ります。 

 

4）調査・研究  

[取組み内容] [達成指標] 

● 企画展・コレクション展の内容の検討 

作家、作品等に関する学芸員の日常的な

調査研究の成果を展覧会の内容に反映さ

せます。 

● 『紀要』の発行 

調査研究の成果を、論文または研究報告

の形にまとめ、『紀要』として発行します。 

 

■ 企画展・コレクション展の内容に調査研究

の成果を反映させます。 

■ 研究成果をまとめた『紀要』を発行し、関連

する研究機関等に配布し、研究成果を広く

還元します。 
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（2） 美術品等の展示及び活用について 

1）企画展・コレクション展 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 以下の 3 点を念頭に置いて、多彩な企画展を

開催し広く美術の普及を図ります。 

1. メディアとの共催・連携によるポピュラリティの

高い展覧会を実施します。 

2. トリエンナーレの実施期間中、コレクション作

品を安全に保管します。 

3. 今後さらなる躍進が期待される若手・中堅ア

ーティストの個展を実施します。 

● 横浜らしさと多彩さを両立させたコレクション展

を開催し、当館を代表する所蔵品をバランス

よく展示します。 

横 浜 美 術 館 を特 徴 づける主 要 作 品 を中 心

に、収集分野をバランスよく紹介するとともに、

纏まった数を擁する作家等を中心にしたテー

マ展示を合わせて行い、コレクションの横浜ら

しさを様々な視点から演出します。 

● コレクション展・企画展で、ワークシートや鑑賞

会等の教育普及プログラムを実施します。 

● 市民 参 加 型のコレクションの支 援プログラム

「横浜美術館コレクション・フレンズ」事業を運

営し、コレクションの鑑賞と理解及びコレクショ

ンの保全や展示ガイドツールの改善に役立て

ます。 

● 地域商業施設や関係組織との連携企画展に

おいて、各展覧会の条件・内容に応じて、地

域商業施設や関係組織の連携事業の立案・

実施に積極的に協力します。 

 

■ 次の企画展を開催します。 

◇ プーシキン美術館展 フランス絵画 300 年 

2011 年 4 月 2 日（土）～6 月 26 日（日） 

75 日間 入場者見込み 240,000 人 

◇ ヨコハマトリエンナーレ 2011 

2011 年 8 月 6 日（土）〜11 月 6 日（日） 

87 日間 入場者見込み 83,000 人 

◇ 松井冬子展（仮称） 

2011 年 12 月 17 日（土） 

〜2012 年 3 月 18 日（日）

75 日間 入場者見込み 30,000 人 

 

■ コレクション展を開催します。 

◇ 第 1 期 4 月 2 日（土）〜6 月 26 日（日） 

◇ 第 2 期 12 月 17 日（土）〜3 月 18 日（日）

8 月６日（土）〜１１月 6 日（日）は、横浜美術館

のコレクションをヨコハマトリエンナーレ 2011 の

展示作品として活用します。 

 

■ コレクション展、企画展における教育普及プロ

グラムを強化します。企画展の性質に応じて

地域商業施設や関係組織との事業連携をは

かります。 
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（3）情報の収集及び情報化、提供及び活用について 

1）ニーズに対応した美術情報の提供 

[取組み内容] [達成指標] 

● 資料の収集、整理、保存 

・ 美術に関する図書資料（和書、洋書、和洋

展覧会カタログ）、非図書資料の収集、整

理、保存を行います。 

・ 継続図書、和洋美術雑誌を継続して購入

するとともに、寄贈および資料交換にて収

集を行います。 

● 蔵書管理 

・図書資料について書誌データの作成、登録

を行い、蔵書管理システムに反映させます。 

・年に一度蔵書点検を実施し、所蔵確認を行

います。 

● 資料の提供 

・ 利用者からの閲覧申し込みに応じて閉架の

資料を出納します。 

・ 利用利用者からのレファレンスに対応しま

す。 

・ センター内 に展 覧会 関連 資 料コーナーを

設置するとともに、映像資料も紹介し、展覧

会事業を支援します。 

● 資 料 の簡 易 な修 復 や非 図 書 資 料 の整 理

に、ボランティアを公募し受入れます。 

● インターネットを通じて広く一般に蔵書検索

（OPAC）の公開を行います。 

・ 美術情報センター蔵書検索（OPAC） 

・ ALC : Art Libraries' Consortium（美術図

書館連絡会） 8 館 10 室横断検索 

● 美術情報センターの認知度を上げるため、

バックヤードツアーなどの普及事業に取り組

みます。 

 

■ 資料の収集、整理、保存につとめます。 

■ 美術図書と映像を活用して展覧会事業を

支援し、トピック的な「特設資料コーナー」を

通年約 10 種設置します。 

■ 美術情報センターで年間を通してボランテ

ィアを受入れます。 

■ 美 術情 報 センターの蔵 書検 索（OPAC）を

公開します。 

■ 市民を対象とした美術情報普及事業を開 

催します。 

・ 美術館塾受講生へのオリエンテーションや

見学会を開催します。 

・ 市民利用者対象の探検ツアー 年 3 回 
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（4）教育普及に対する取り組みについて 

1）美術に親しむ市民の拡大 

[取組み内容] [達成指標] 

● 企画展、コレクション展といった展覧会の開

催を通じて、作品の鑑賞を通した教育普及

を行います。（再掲） 

● 近隣在住・在勤の皆さんが横浜美術館にも

っと親しんで気軽に来館してもらえる機会を

つくります。（近隣プログラム） 

● 産業や環境問題など市民生活に密着した

問題に取り組む活動団体と連携し、新たな

市民層へ美術との接点を広げる講座を実

施することで市民に美術館の存在をアピー

ルします。 

● 7 点の所蔵作品の支援プログラム「横浜美

術館コレクション・フレンズ」を運営します。

（再掲） 

 

■ 企画展ごとに講演会などの関連事業を開

催し、作品や作家その他企画内容につい

ての一般の理解を深めます。ワークシートの

活用したプログラムも実施します。（再掲） 

■ 近隣住民や近隣企業の皆さんと連携して、

鑑賞会を含むオープンスクールを開催しま

す。 

■ 他団体と連携した内容の活動を年１回行い

ます。 

■ 展覧会と連携した市民のアトリエの講座を

年２回開催します。 

■ 所蔵作品の保存と展示に焦点をあてた支

援プログラムを発足し、参加者 150 名を目

標に募集します。 

■ 年に 2 回フレンズの交流会を開催し、コレク

ションに対する理解を深めてもらうとともに、

支援金の使途を報告します。 

 

2）市民の創作活動等への支援  

[取組み内容] [達成指標] 

● 様々な人へ開かれた内容や、美術が苦手

の人でも参加しやすい講座やワークショップ

を開催します。 

● 地域（他団体）と連携し、作家や職人、専

門家等を講師として、環境や産業等と関連

した講座を開催します。 

● 版画室、平面室、立体室の施設特性を生

かして、市民の自律的な創作を支援するオ

ープンスタジオを開催します。 

● コレクションや企画展等、展覧会関連の内

容の講座を開催します。 

● 現代の作家や制作を紹介する講座を開催

します。 

 

■ 美術の初心者向けのワークショップを 10 回

開催します。 

■ 地域（他団体）連携した講座を 5 回開催しま

す。 

■ オープンスタジオを年 20 コース開催しま

す。 

■ 展覧会関連の講座を 2 回行います。 

■ 現代の作家や技術を紹介する講座を 15 回

行います。 

■ 市民のアトリエでも受益者負担を導入し、年

間を通して目標参加人数を 5,000 人としま

す。 
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3）子どもに対する取り組み  

[取組み内容] [達成指標] 

● 学校教育と連携したより充実したプログラム

を実施します。 

・ 学校のためのプログラム 

横浜市内の幼稚園・保育園 35 園、小学校

35 校、特別支援学校＋区ごとの個別支援

学級団体＋各種学校 20 団体を対象に、素

材と関わるワークショップ、および鑑賞活動

を行います。 

・ 「学校のためのプログラム」のトリエンナーレ 

開催中にあたる日程にはトリエンナーレに

配慮したプログラムも提供します。 

● 魅力ある講座を企画･開催し、各種講座の

周知に努めます。 

・ 個人の造形講座 

・ 教師のためのワークショップ 

● 親子のフリーゾーンを開催し、子どもの意欲

を育てる「子育て支援」と位置づけて親子に

開放し、若い子育て世代と美術館とをつな

ぎます。 

● 教師との連携を強化します。 

◇ アートティーチャーズデー 

企画展ごとに市立小・中・高校の美術教

師を対象としたレクチャーを開催し展覧

会の周知に務めます。 

◇ 講演・研修 

放課後や夏休み期間を利用し教師や学

生への研修を積極的に行います。 

◇ 学校と連携して鑑賞教育への導きを行い

ます。 

● 夏休みを活用して鑑賞プログラムを実施し

ます。中学校の美術教師からなる「アートテ

ィーチャーズサポーター」と協働して小・中

学生への対応をします。 

 

■ 子どものアトリエ講座定員・定数の 100％確

保を目指します。 

■ 学校のためのプログラム 年間 90 日 

■ 個人の造形講座年間 22 講座 

（定員 440 名） 

■ 教師のためのワークショップ春期講座、夏

期講座各 2 日間（定員各 40 名） 

■ 親子のフリーゾーンを年間 42 回開催しま

す。 

■ アートティーチャーズデー 

企画展ごとに 1 回開催 

■ 夏休み子どもフェスタ 2011 を開催します。

横浜トリエンナーレに連動した内容で実施

します。 
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（5）横浜トリエンナーレについて 

1）トリエンナーレ本展について 

[取組み内容] [達成指標] 

● ヨコハマトリエンナーレ 2011 の主会場とし

て、魅力的な国際美術展の企画および施

設運営に全面的に協力します。 

● 横浜トリエンナーレ組織委員会と連携をは

かり、スムースな運営体制を築きます。 

● ヨコハマトリエンナーレ 2011 の出品作家お

よび作品について、情報を収集、提供し、

企画立案に寄与します。 

● 展覧会実現にむけて作家、出品者等との

連絡調整を行います。 

コレクションを持つ会場施設の強みを活か

し、横浜美術館会場の企画展示に横浜美

術館学芸員が関わります。 

● 横浜美術館の施設については、ヨコハマトリ

エンナーレ 2011 の主会場として案内、警

備、清掃、施設管理を確実に行い、展覧会

を安全に運営します。 

● 次回以降の横浜トリエンナーレ開催にむけ

た準備を行います。 

■ 創 造 都 市 事 業 本 部 や組 織 委 員 会 と調 整

し、2011 年 8 月 6 日（土）から 11 月 6 日（日）

まで、ヨコハマトリエンナーレ 2011 の主会場

とします。 

■ ヨコハマトリエンナーレ 2011 のテーマに沿っ

た作家の出品を達成するとともに美術館の

コレクションを活かし、両会場の展示構成を

行います。またヨコハマトリエンナーレ 2011 の

出品アーティスト選定に必要な基礎的調査を

担当学芸員が行います。 

■ 次回以降の横浜トリエンナーレにむけて、ヨ

コハマトリエンナーレ 2011 の展覧会記録の

編集に協力します。記録を継続的に蓄積

することにより大型国際展開催のノウハウの

継承に貢献します。 

 

2）トリエンナーレ市民協働事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 横浜トリエンナーレをささえる市民サポータ

ーを育成します。これにより創造都市全体

の市民協働の広がりをうながします。 

● トリエンナーレ学校を定期的に開催し、サポ

ーターのモチベーションを高めます。 

 

■ NPO 法人黄金町エリアマネジメントセンター

と協働し、トリエンナーレサポーター事務局

の運営に関わります。 

■ トリエンナーレ学校およびサポーターがかか

わる関連プログラムの企画立案を行います。 

 

3）トリエンナーレ組織委員会事務局運営について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 横浜トリエンナーレ組織委員会による事務

局運営を支援します。 

● 事務局運営に必要な人材を派遣し、支援

体制の強化をはかります。 

次回展以降の事務局継続にむけたシステ

ムおよびインフラ整備を行います。 

■ 組織委員会事務局に一定数の職員を配置

し、スムースな事務局運営をはかります。 

■ 次回展以降の開催に向け、本展の開催に

かかる事務局体制及び、収支の検証を行

い、大型国際展を継承するための組織体

制及び財源計画の確立を目指します。 
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（6）その他美術の振興に関することについて 

1）市民との協働・人材育成の推進 

[取組み内容] [達成指標] 

● ボランティアの事業参画 

美術情報センター、子どものアトリエ等の事

業において、ボランティアが参画する場を提

供します。 

● インターンを受入れ、子どものアトリエ等で

実地の経験を提供し活動の理論と実践を

教授します。 

● ボランティア・モニタリング 

企画展やコレクション展の内容について、

各年齢層のボランティアによるモニタリング

を実施し、向後の事業内容の策定に当たっ

て参考とします。 

● 美術館研修・学芸員研修 

横浜美術館塾のプログラムのひとつに位置

づけられている美 術 館 研 修のカリキュラム

を、美術館の現場に即して立案し、人材の

育成に貢献します。 

 

■ 美術館の各事業で、随時ボランティアを募

集し市民参画の機会を提供するとともに、

企画展、コレクション展においてボランティア

によるモニタリングを実施します。（ボランティ

ア 25 人、インターン 5 人） 

■ インターンを受け入れます。 

■ 美術館研修・学芸員研修の魅力的なカリキ

ュラムを立案するとともに、8 階施設等を実

習 に活 用 し、次 代 の人材 育 成 に貢 献 しま

す。 

■ 研修を夏季に１回実施します。 

 

 

2）専門文化施設との連携事業の展開 

[取組み内容] [達成指標] 

● 横浜市の中期計画および財団の中期経営

計画を見据え、専門文化施設の連携を進

めます。財団が運営する専門文化施設間

の意見交換、情報共有を進め、相互の専

門性を活かした連携事業実施や、共通機

能を集めた効果的な事業実施を検討して

いきます。 

● 美術以外のジャンルと連携した企画展関連

事業を立案し、来館者の関心を高めます。 

● 他施設、組織との連携事業 

大学との連携により、コレクション展の独自

のホームページを作成します。三溪園との

協働により、同園が所蔵する未刊行の史料

の調査および三溪旧蔵作品のデータベー

ス化に取り組みます。 

 

■ 財団の他の専門文化施設との事業・広報

連携を実施するため、施設横断的な定例

的連絡会に参加します。 

■ 企画展ごとに演劇、ダンスなど他ジャンルと

連携した企画展の関連事業を開催実施し

ます。 

■ 大学と連携して美術教育プログラムの立案 

および広報に取組みます。 

■ 三溪園との連携による原三溪関連資料の

調査とデータベース化へ取組みます 
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3 施設の運営に関する事業計画 

（1）施設の提供・利用について 

1）利用者の利便性を踏まえた適切な施設の提供 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 休館日を活用して、保守点検等施設維持

管理に必要な業務を効率的に実施します。

● 企画展会期中は週１回の開館延長日を設

け、仕事帰りや観光のお客様に気軽に立ち

寄っていただけるようにします。 

施設維持管理業務と調整しながら、施設の

収益増につながる事業を開催します。 

■ 施設の安全な維持管理のため、休館日を

活用した保守点検等を、業務の基準に基

づき確実に行います。 

■ 企画展会期中の毎週金曜日は 20 時まで

開館延長します。 

■ 集客を見込む展覧会会期中に効率的に臨

時開館を行います。 

■ 休館日を活用し、施設を活用した協賛金獲

得目的事業などを行います。 
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2）施設の有効活用について 

[取組み内容] [達成指標] 

【レクチャーホールの利用促進】 

● レクチャーホールの空き状況をホームペー

ジで公開し、利用促進を図ります。 

● レクチャーホールを活用した自主事業の展 

開に努めます。 

・ 展覧会関連講演会の開催 

・ 団体客を対象とした学芸員によるレクチャー 

・ 平日枠限定の割引プランの販売 

 

【グランドギャラリーの空間を活かした活用】 

グランドギャラリーの消防設備として湿式配管

による開放型のスプリンクラーヘッドが導入され

ることにより、消火能力が向上し、作品展示や

イベント開催上の制約が改善されます。このた

めグランドギャラリーの空間を展示や事業に、こ

れまで以上に有効に活用します。 

● 企画展と連動した関連事業の会場として利

用します。 

● Heart ｔｏ Art 事業で協賛いただいた企業

と連携した活動の場として活用します。 

 

【8 階施設の魅力を活かした活用】 

● 50 名規模の中規模の鑑賞会を定期的に実

施します。芸術文化活動の場所として、主

催、共催形態の商品を開発、販売します。 

● 横 浜美 術 館 塾の拠 点とします。横 浜美 術

館ならではのアート発信の場として活用を

行います。 

 

【円形フォーラムの積極活用】 

● 円形フォーラム予約状況を職員全員がオン

ンラインで共 有 し効 率 的 な活 用 に努 めま

す。 

● 企画展のオープニングレセプションや関連

事業の会場として活用します。 

● 内部利用のみならず、外部からの利用希望

にも柔軟に対応します。 

 

【レクチャーホールの利用促進】 

■ 利用率 70％を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

【グランドギャラリーの空間を活かした活用】 

■ 横浜トリエンナーレで美術作品の展示に活

用します。 

■ 椅子やパンフレットラックなどの什器やサイ

ンスタンドの配置を通して、快適なエントラン

ス空間としての活用を進めます。 

■ 企画展と連動したイベント等に活用します。

■ 外部と連携した事業に活用します。 

 

 

 

 

【8 階施設の魅力を活かした活用】 

■ 目標売上 420 万円。 

■ 横浜美術館塾の教室として活用します。 

目標売上 180 万円。 

 

 

 

 

【円形フォーラムの積極活用】 

■ 会議やシンポジウムなどのスペースとして活

用します。 

■ 企画展等の連携事業の会場として活用しま

す。 

■ 外部と連携した活用を行います。 
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（2）広報・PR 戦略について 

1）様々な手法による広報の取り組み 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 美術館の基本的な情報および開催する主

要な企画についての情報について英語で

の情報提供を行います。 

● 美 術 館 の事 業 に親 しみをもってもらえるよ

う、事業の進行状況等をニュース配信して

いきます。 

● メールマガジンを定期的に配信し事業実施

についての情報提供を効果的に行ないま

す。 

● 各アンケート調査の結果を参考に効果的な

広報につなげます。 

 

■ ホームページをより見やすいものに改善して

300 万ページビューを目指します。 

■ 横浜美術館コレクション・フレンズを継続し

100 人の参加者を目指します。 

■ リピーター割引を継続します。 

■ 近隣マンションや近隣企業、病院など、少

なくとも 5 施設以上との広報連携をします。

■ メールマガジンは月 2 回の定期配信をしま

す。 

■ メールマガジン登録者数 10％拡大を目指

し、4,400 人にします。 

■ データ分析に必要な年間 2,000 人分の来

館者アンケートの収集を目指します。 

 

 

2）情報提供 

［取組み内容］ [達成指標] 

● ホームページで各企画展、コレクション展を

分かりやすく紹介します。英語による表記を

取り入れ外国人へも美術館の情報を分かり

やすく提供します。 

● メールマガジンを活用しタイムリーにリピータ

ー層に情報を提供します。 

● メディアへの情報提供を積極的におこない

幅 広 い層 に分 かりやすく情 報 を提 供 しま

す。 

● マスコミの情報提供力を活用した大規模動

員型の企画展をメディアと共催します。 

● 各企画展を中心にプレスリリース、記者発

表を積極的に行ない、事業の事前周知お

よび成果を周知していきます。 

 

■ ホームページのバイリンガル化を継続すると

ともに外国語対応の拡大を進めます。 

■ メールマガジンを活用し情報を配信します。

■ メディアを活用した情報提供を行います。 

■ プーシキン美術館展 フランス絵画 300 年

を朝日新聞社、テレビ朝日と共催します。 

■ 企画展その他、新規事業開催のたびに記

者発表を行います。 
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（3）顧客サービスについて 

1）新規顧客の開拓 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 共同事業体である三菱地所ビルマネジメン

トが管理するランドマークプラザをはじめ、

近隣商業施設とタイアップし、広報を展開し

ます。 

・ 企画展の半券提示で飲食店割引 

・ ランドマークスカイガーデンと連携した商品

開発 

● 近隣宿泊施設とタイアップして宿泊プラン

や展覧会特別限定メニューを企画します。 

 

■ 企画展ごとに周辺商業施設と連携し、誘客

方策を展開し観客誘致を図るとともに、街

の活性化にも貢献します。 

 

2）リピーターの獲得 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 横浜美術館独自の支援プログラムを運営し

ます。 

● リピーター割引を継続します。 

観覧済みの企画展有料チケットの半券提

示で団体割引とします。 

● 希望する団体入館者に対し、担当学芸員

の事前ミニレクチャーを行います。 

● 約 7,000 人の近隣マンションの居住者を有

望なリピーターとして、情報提供、特典の提

供等を行います。 

 

■ 横浜美術館コレクション・フレンズを運営し

ます。100 人の参加者を目指します。 

■ リピーター割引を継続します。 

■ 継続的な団体客誘致の取り組みを行いま

す。 

■ 近隣マンション自治会と連携します。 

 

3）チケット販売 

［取組み内容］ [達成指標] 

● メディアと共催する企画展でペアチケットや

早割りチケットなどの企画チケットを商品化

し販売します。 

● 美術館窓口以外での販路拡大を目指しま

す。 

● 企画展前売券を展覧会開始日の 2 ヶ月前

からミュージアムショップで販売します。 

 

■ ペアチケットや早割りチケットなどを企画展

に応じて取り入れます。 

■ オンラインでチケットを販売します。 

■ 近隣プレイガイドでチケットを販売します。 

■ 企画展前売券は 2 ヶ月前から販売します。
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（4）館内サービスについて 

1）魅力あるミュージアムショップの運営 

[取組み内容] [達成指標] 

● グランモール公園側の正面入口横という外

部からのアクセスに優れた立地を活かし、

入館者の利便向上を通した美術館の魅力

アップと収益性の両方を目指します。 

● お客様目線で、ニーズに応える商品を取り

扱い、展覧会へお客様を誘導する工夫をし

ます。 

・ 展覧会関連商品コーナーの設置。 

特に横浜トリエンナーレ会期中は現代アー

ト関連商品を取り揃え展覧会会場との統一

感を演出し、展覧会を盛り上げます。 

・ 企画展前売券をオンラインで販売します。 

・ プライスカードなどのデザインを工夫します 

・ オンラインショップの商品充実を図り、露出

方法にも工夫をして売上を伸ばします。 

・ 近隣商業施設とタイアップし、展覧会関連

商品を美術館の外でも販売します。 

・ 他館のオリジナルグッズを相互販売します。

・ 隣接するカフェや、他施設と連携したチケッ

ト販売を行います。 

● メディアと共催する企画展では展示構成の

中に特設売店も組み込み、お客様動線上

に特設売店を設置します。常設ショップと相

互に売上向上につながるよう取扱商品を調

整します。 

 

■ 年間売上 5,740 万円を目指します。 
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2）美術館にある特徴を活かしたカフェ、レストランの提供 

[取組み内容] [達成指標] 

【カフェ】 

● 委託先と毎月 1 回の定例ミーティングを行

って情報を共有し、美術館に相応しい飲食

施設としての質とサービスを確保します。 

● 季節に応じたメニューを開発します。 

● 企画展ごとに特色ある限定メニューを提供

します。企画展の記者発表の際には限定メ

ニューの PR を積極的に行います。 

● カフェと連携した事業展開を行い集客につ

なげます。 

 

【レストラン】 

● 美術館事業についてレストランと情報を共

有しお客様サービスを向上します。 

【カフェ】 

■ 展覧会と連携した特色ある限定メニューの

提供や、居心地の良い空間演出など魅力

的な運営を行います。 

■ 横浜美術館塾をはじめとする美術館事業を

カフェスペースで展開し、売上げ向上に貢

献するとともにお客様も楽しめる演出を行い

ます。 

 

 

 

【レストラン】 

■ 横浜市が主催するレストランとの定例会（月

1 回）に参加し美術館事業の情報提供を行

います。 

 

（5）利用者ニーズの把握と対応について 

1）利用者ニーズの把握とその反映 

[取組み内容] [達成指標] 

● 企画展の入場者を対象にアンケート用紙の

配置方法の改善等により有効なアンケート

数を確保し、事業企画や広報に反映させま

す。 

● 企画展を中心にモニターを募集し面談方

式で意見を聴取します。 

■ アンケートやモニターによる意見といった広

聴情報を館の運営に反映するため、広聴

反映委員会を展覧会終了ごとに開催し、運

営改善を図ります。 

■ モニター募集数 500 人 

 

2）クレームの的確な対応と改善 

[取組み内容] [達成指標] 

● 館内でのクレームは顧客サービス員、顧客

サービスディレクター、職員で、丁寧に対応

します。 

● アンケート、E メールでのクレームには広聴

担当が窓口となり、迅速に回答します 

● 発生したクレームは、報告書として事実関

係と対応を記録して職員で情報共有し、市

のモニタリングで報告するとともに事後の改

善に役立てます。 

■ クレームに対して迅速･適切に対応します。 

■ 改善できる指摘に対しては迅速に対応し、

クレームの減少を目指します。 

 

 50

横浜美術館



 

（6）組織体制について 

1）専門性が十分に発揮できる組織と組織運営 

[取組み内容] [達成指標] 

● 必要な分野、専門性を有する学芸員・指導

員・情報担当職員を適切に配置します。 

● 隔週の定例会としてグループ長会議とチー

ムリーダー連絡会を開催し情報共有と意見

交換を行います。 

● 上記会議での議事及び決定事項は職員で

情報共有します。 

● トリエンナーレの組織委員会事務局とも課

題があるごとに迅速に調整打ち合わせを行

います。 

● 共同事業体間の情報共有と連絡調整を図

るため、定例ミーティングを実施します。 

・ 財団と三菱地所ビルマネジメント定例会を

開催します。 

・ 財団と相鉄エージェンシーとはワークショッ

プの実施案件ごとに打ち合わせを開催しま

す。 

● 財団のネットワークを活かした他施設及び、

みなとみらい地区周辺施設との連携を図り

ます。 

■ 指定管理者制度に基づく業務執行体制と

して経営管理グループと学芸教育グループ

を配置し、計画どおり 40 名を配置します。 

■ 横浜市の組織統合を受けて、美術館の運

営組織の中に、横浜トリエンナーレ事業を

継承していく組織体制を作ります。このため

23 年度も引き続き指定管理者制度外組織

として横 浜 トリエンナーレグループを配 置

し、横浜トリエンナーレ組織委員会事務局

の一部を担います。 

■ グループ長会議とチームリーダー連絡会を

定例会として隔週で行います。 

■ 三菱地所ビルマネジメント定例会 月１回 

■ 相鉄エージェンシー定例会 

ワークショップ実施案件ごとに開催します。 

■ 財団他施設の友の会組織向けにレクチャ

ーつき鑑 賞 会 を企 画 し観 客 誘 致 を図 りま

す。 

・ みらいすとクラブ（横浜みなとみらいホール）

・ かもん会（横浜能楽堂） 

■ 周辺商業施設と連携した相互割引や、近

隣ホテルと連携した宿泊プラン、ホテル内レ

ストランでの特別メニュー提供などを行いま

す。 

 

 

 51

横浜美術館



 

4 施設の管理に関する事業計画 

（1）安心、安全、安定、快適な施設の維持管理について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 事故を未然に防ぎ、安全に施設を維持管

理するため、職員、設備スタッフ、警備員、

顧客サービス員、清掃スタッフのすべてが、

現場の状況について気を配り、問題が発生

した場合は迅速に対応します。 

● 発生した問題と対処までの経過は報告書

を作成し館内で情報共有します。 

● バリアフリー研修を行います。 

● 収蔵庫、展示室の温湿度管理の基準を保

ち、必要に応じて現場を確認しながら作品

保全に努めます。 

● 展覧会場に顧客サービス員を適切に配置

します。 

● 展示作品の安全な管理のため、会期前に

顧客サービス員、警備員、清掃員を含む施

設管理担当スタッフが担当学芸員から展示

会場全体の取り扱いについて説明を受け、

安全を確認します。 

● 各種工事が美術館事業の遂行に影響しな

いよう日程調整等を行います。 

 

■ 共同事業体の専門性を活かした安全な施

設運営を行います。 

■ バリアフリー研修を年 1 回実施します。 

■ 展覧会ごとのスタッフによる事前安全確認

をポスト確認の中でおこないます。 

企画展  3 回 

コレクション展 2 回 

■ 工事施工について横浜市及び施工業者と

事前打合せを行い、館内の情報共有と日

程調整を確実に行います。 

 

（2）適切な環境維持管理について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 三菱地所ビルマネジメントのみなとみらい 21

地区エリアマネージャーが横浜美術館も統

括し、スケールメリットを活かした運営を行い

ます。 

● 施設管理部門の複数の業務を指定管理期

間にわたって一括管理することで事務の軽

減をはかり、業務の効率化につなげます。 

 

■ 共同事業体の専門性を活かして適切に施

設を維持管理します。 
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（3）環境への負荷の軽減について 

[取組み内容] [達成指標] 

● ゴミ置き場の分別表示をわかりやすくし、正

しい分別がなされるように工夫します。 

● 不適切な分別が見られる場合は迅速に注

意喚起を促します。 

 

■ ごみの分別が正しく行われるよう来館者やス

タッフの啓発を行い、意識を向上させます。

 

（4）施設予防保全への取り組みについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 三 菱 地 所 ビルマネジメントが統 括 する設

備、顧客サービス、警備、清掃、レクチャー

ホールからの日報を館内で情報共有し、施

設の不具合に対しては最善の対応策を館

内で検討・実施します。 

● 発見された不具合については改善策を策

定します。額により必要に応じて横浜市に

改善案を提出します。 

● 共同事業体で負担すべき修繕は優先順位

を考慮して実施します。 

● 施設管理スタッフの定例会を開催し、現場

の声を運営に活かすよう努力します。 

● 業務の基準に従って保守点検を行います。

● 修繕の必要な項目をリストアップし、優先順

位をつけ横浜市に報告、提案します。 

● 横浜市の工事については、仕様書の作成

やスケジュール管理に協力し、より効率的

に作業が進むように努めます 

■ 三菱地所ビルマネジメントを中心とした共同

事業体のスタッフ体制で統括マネジメントを

行い、施設の不具合の早期発見と改善を

行います。 

■ 施設管理スタッフの定例会を月１回開催し

ます。 

■ 業務の基準に基づき適切に管理します。 

 

5 収支目標に関する事業計画 

（1）コスト削減への努力 

[取組み内容] [達成指標] 

● 施設管理部分を三菱地所ビルマネジメント

が指定管理期間を通して統括管理すること

で、共同事業体の中にノウハウを蓄積し業

務の効率化をはかります。 

● 展示室や情報センターの運営日を効率よく

設定し、ランニングコストの削減をはかりま

す。 

 

■ 施設の効率的な運営によりコスト削減をは

かります。 

・ 企 画 展 とコレクション展 の会 期 を統 一 しま

す。 

・ 美術情報センターの蔵書点検を展覧会休

室期間に設定します。 
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（2）収入向上への努力 

[取組み内容] [達成指標] 

● メディアと共催する企画展を開催します。 

・ プーシキン美術館展 フランス絵画 300 年

朝日新聞社、テレビ朝日との共催 

● 団体客を誘致するため、福利厚生団体との

連 携 や観 光 バスツアーへの展 覧 会 組 込

み、事前レクチャーの実施などに積極的に

取り組みます。 

 

■ 収益の見込める企画展を開催します。 

■ 団体客誘致に努めます。 

 

（3）外部資金導入、広告等獲得の拡大 

[取組み内容] [達成指標] 

● Heart to Art 事業、フレンズ事業のファンド

レイズと、広報展開を目的とした商業撮影

（施設利用）協力、美術鑑賞会、美術館塾

の経営を実施します。 

 

■ 売上目標 14,400,000 円 

 

6 その他の計画 

（1）危機管理対策の充実について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 消防訓練を実施し、職員の防災意識向上

を図ります。 

● 消防計画を作成し運用します。 

● 事業実施にあたり概要を所轄消防署に届

出ます。特例認定を受けているグランドギャ

ラリー大屋根下部分でのイベントは事前に

所轄消防署と協議を行い、適切に運営を

行います。 

● 危 機 管 理 マニュアルを必 要 に応 じて改定

し、最新のものを職員に周知するとともに、

事務室内に常備します。 

● 毎日の現金管理を確実に行います。 

 

■ 消防訓練を年 2 回実施します。 

■ 消防法を遵守した施設管理を行います。 

・ 企画展及びイベント開催ごとに消防署に届

出を行います。 

■ 危機管理マニュアルは常に最新のものを整

備します。 

■ 安全な現金管理を行うため、金庫内の現金

を毎日数え、現金有高表を作成します。 

■ 毎日の売上げ集計は複数名で確認して、

確実に行います。 

 

 

 54

横浜美術館



 

 

（2）自己評価、PDCA サイクルの導入と確実な運用について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 企画展終了時に入館者数や収支、広報実

績等をまとめ、評価及び反省点を館内で協

議し、今後の計画に反映します。 

● アトリエや横浜美術館塾などの講座につい

ては、定員達成度やお客様の声を定期的

にとりまとめ、館内で協議するとともに、次回

の計画立案に活かします。 

● 外部の意見を取り入れて運営を改善するた

め、3 名の経営アドバイザーによる経営アド

バイザー会議を開催します。多角的に意見

を取 り入 れるため、アドバイザーは経 営分

野、マーケティング分野、学芸分野からそ

れぞれ１名ずつとします。任期は平成 22 年

度～23 年度の 2 年間とします。 

 

■ 事業ごとに個別事業評価で自己評価を行

い、次の事業計画に反映します。 

■ 年に 2 回事業全体を振り返り指定管理者制

度に基づく自己評価を行います。中間振り

返りを 10 月に、年間振り返りを翌年度 4 月

に行います。 

■ 経営アドバイザー会議を年 2 回開催しま

す。 

 

（3）情報公開、説明責任の的確な実施について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 個人情報保護研修を職員全員を対象として

実施します。 

● 事業報告・収支決算、事業計画・収支予算

をホームページに公開します。 

● 新収蔵作品目録を発行します。 

 

■ 個人情報保護研修を年 1 回実施します。 

■ 事業報告･収支決算、事業計画･収支予算を

評議員会承認後 1 ヶ月以内にホームページ

で公開します。 

■ 新収蔵作品目録 2011 を作成します。 
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【横浜美術館事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術創造・発信）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
8月
｜

11月
ヨコハマトリエンナーレ2011 展示室

ヨコハマトリエンナーレ2011を同組織委員会と
連携し、横浜美術館を主会場として開催。横浜
美術館館長が総合ディレクターを務める。

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
4月
｜
7月

プーシキン美術館展 展示室

ロシア、モスクワにある国立A.S.プーシキン美
術館のコレクションより、17世紀から20世紀に
かけてのフランス絵画の名品60点あまりを展
覧。主な出品作家：プッサン、ブーシェ、アン
グル、ドラクロワ、ミレー、マネ、モネ、ルノ
ワール、ゴッホ、ゴーガン、セザンヌ、マティ
ス、ピカソ、レジェ

2
12月
｜
3月

松井冬子展（仮称）【助成金予定事業】 展示室

2006年度の日本×画展で採り上げた松井冬子
（1974年、静岡県生まれ、東京都在住）は、
「痛み」を制作の出発点として、恐怖、狂気、
ナルシシズムなどをテーマに固有の美意識を示
して注目を集める日本画家。本展は、代表的な
本画と試行錯誤の繰り返しを伝える下絵、未来
へ向けた新たな創作の方向性を示唆する新作に
よって、松井冬子像の全貌を開示する個展であ
る。

3 通年 横浜美術館コレクション展 展示室

 横浜美術館の収蔵する美術作品・資料を展示
公開し、一般の利用に供します。日本画、西洋
画、日本洋画、版画、彫刻、工芸、写真、現代
美術について、作品保存上の条件を考慮しなが
ら、できるだけ多くの作品を展示できるよう計
画的に展示する。2回の展示替を実施。

4 通年 横浜トリエンナーレ組織委員会事務局 横浜美術館

創造都市・横浜ならではの取組みを国内外にア
ピールし、アジアにおける文化芸術活動の拠点
としての横浜を世界に発信する国際現代美術展
「ヨコハマトリエンナーレ2011」（2010/8/6～
11/6）開催のため、横浜トリエンナーレ組織員
会事務局の運営の一部を担う。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 市民のアトリエ講座 市民のアトリエ

41コース
・気軽に参加できる短期のワークショップ。
・アート表現に取り組むプログラム。
・時間をかけてじっくり取り組むプログラム。
・展覧会と連携した内容のプログラム。

2 通年
市民のアトリエ
オープンスタジオ

市民のアトリエ

25コース
立体、平面、版画各室でアトリエ環境を考慮
し、場を共有し参加者が、自主的に制作に取り
組むプログラム。指導員は適切なアドバイスが
できるように努める。

3 通年
子どものアトリエ　　学校のためのプログ
ラム

子どものアトリ
エ

学校教育、教師と連携したプログラムを開催。
年間90日小学校35校、幼稚園･保育園35園、養
護/各種学校20団体
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4 通年 子どものアトリエ　　個人造形プログラム
子どものアトリ

エ

幼児・児童を対象にワークショップを中心とし
た体験型のプログラムを充実させる。
わくわく日曜造形講座　全3回11講座
わくわく1日造形講座　6講座
夏休み造形講座　全3回3講座
長期日曜造形講座　2講座

5 通年 子どものアトリエ　　親子のフリーゾーン
子どものアトリ

エ
年間42回開催。公募の市民ボランティアとの恊
働を図る。

6 通年 子どものアトリエ　　指導者育成事業
子どものアトリ

エ
教師のためのワークショップおよび指導者研修
を行う。春期･夏期講座開催(各全2日)など。

7 通年 子どものアトリエ　　鑑賞教育事業
子どものアトリ
エ　　　展示室

・「夏休み子どもフェスタ2011」　夏休み期間
中の小・中学生に対する鑑賞教育に取り組む。
この取り組みは中学校の美術教師による「アー
トティーチャーズサポーター」　及び公募の鑑
賞ボランティアと恊働。
・「子どものアトリエ“ミニギャラリー」での
展示（年間２テーマ）・「アートテーチャーズ
デー」企画展ごとのティチャーズレクチャー
デーを開催。

8 通年 美術館塾

８F展望台
アートギャラ

リー
展示室

・横浜美術館の観客誘致と美術普及を目的とし
て、多様なアートシーンに出会い、そして学
ぶ、スクーリング形式の講座と公開形式のレク
チャーを行う。
・本物と出会う体験を深め、美術への興味を広
げ、市民の多様な好奇心に応える。
・市民の交流や生涯学習を支援する。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 横浜トリエンナーレ市民協働事業
横浜美術館、黄
金町バザール等

横浜トリエンナーレ2011を契機とした創造都市
全体の市民協働の拡がり、本展の広報を目的と
した事業を実施。

■芸術文化活動拠点の開発及び運営

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 観客誘致 施設利用促進事業 全館
・観客誘致のためのイベントを開催。
・レクチャーホールの利用促進策を実施。

■芸術文化資源の収集、保存及び活用

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 美術作品 －

・収蔵美術品管理のための撮影、修復、薫蒸を
実施する。また、収蔵作品のデータベース化を
着実に行う。
・平成22年度新収蔵作品目録を作成する。

2 通年 フレンズ 全館
・収蔵作品の保存と展示にかかる経費を市民の
皆さんから支援していただくプログラムを継続
する。

■芸術文化に関する情報の収集及び提供

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 広報・情報 全館
・メールマガジンや各種ツールを利用して横浜
美術館を広報する。
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2 通年 美術情報センター
美術情報セン

ター

美術関連図書資料等の収集、保存、整理及び活
用。企画展や時節のテーマにあわせた特設コー
ナーの設置や市民を対象とした利用普及事業を
開催する。年間を通じて市民ボランティアを公
募し受け入れる。また、インターネットを通じ
て広く一般に蔵書検索を公開する。

■芸術文化振興に関する調査研究及び政策提言

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 美術資料等の収集調査及び収集提案 －
購入、寄贈、寄託による作品収集を推進するた
め、収集候補作品の調査、資料作成などを行
う。

2 通年 横浜美術館研究紀要発行 －

横浜美術館が所蔵する美術資料等を中心に、お
よび横浜における美術・文化に関する活動や動
向について調査研究し、その成果を、論文等に
まとめ、梗概の英訳を付して刊行する。美術館
職員等が執筆する研究論文等を3編程度掲載す
る。

3 通年 子どものアトリエ企画運営委員会
子どものアトリ

エ

学校との連携を前提として年度末に「企画運営
委員会」を開催し、子どものアトリエ事業の企
画、運営についての報告と意見をいただく。

■収益事業

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 Heart to Art 全館
横浜美術館と企業の連携活動をおこない、協賛
金（物）を獲得する。

2 通年 企業広報誘致イベントの開催 全館

・横浜美術館を広報露出するための施設利用を
誘致する。
・横浜美術館を広報を目的として広告掲出や広
報イベントを開催する。

3 通年 特別鑑賞会 全館
・展覧会と施設利用を組み合わせた企画商品を
販売する。

4 通年 撮影協力 全館
・テレビＣＭや試乗会の商業撮影会場として施
設を提供し、横浜美術館を広報すると同時に協
賛金を獲得する。

5 通年 駐車場 駐車場
来館者及びみなとみらい来街者に対して有料駐
車場サービスを提供する。

6 通年 ショップ ショップ
収蔵作品や各企画展の関連グッズ、横浜美術館
への関心を呼ぶグッズ、美術への興味を高める
グッズ等を販売する。

7 通年 カフェ カフェ
カフェサービスを提供。各企画展毎に、展覧会
との相乗効果を生む特別メニューを設定する
等、美術館の付加価値を高める。
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横浜市民ギャラリー 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

横浜市民ギャラリーの歴史と伝統を引き継ぎ、1996 年（平成 8 年）から 15 年間にわたる当財団

による安定した運営実績を誇りと糧として、第 2 期指定管理の最初の年＝平成 23 年度のスタート

を切ります。 

「ともに創る ともに育む“市民協働のアート活動”」「子どものときからふれあう“次世代の育成・

支援”」「“アートシーンの変化”を映し出す」という 3 つの第 2 期指定管理の基本方針を元に、様々

な美術活動が、日々の市民生活に“潤いと癒し”を与え、美術に親しむ心が“響きあい かよいあう

美術のオアシス”として、一層市民に愛される横浜市民ギャラリーを目指します。 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

・ 財団および横浜市の中期計画の考えを踏まえ、新しいアートシーンを切り拓く展覧会の開催 

・ 次代を担う子どもの総合的な美術教育の支援 

・ 市民やアーティストの美術活動との協働 

・ 利用団体（年間 180 団体）やアーティスト、民間ギャラリー（登録 140 ギャラリー）といった創造

活動を介した人々とのネットワークの形成と活用といった点を基本に事業を展開していきます。

 

【運営の方針】 

利用者の立場に立ったきめの細かいサービスを提供し、安全で安心できる施設運営を心掛け

ていきます。 

・ 利用率 100％の維持 

 利用団体の高齢化による美術団体の減少・絵画人口の縮小といった傾向を踏まえ、新たに

幅広い世代の展示室利用者層を掘り起こすことにより、貸館利用率 100％を維持します。 

・ 安全で快適な利用しやすいギャラリー環境を維持 

 設備管理や防災管理等築 40 年を経た施設の周到なメンテナンスに努めるとともに、展覧会

維持のための丁寧なガイダンスやアドバイスなど利用者の立場にたった対応に努め、ホスピタ

リティーの向上に努めます。 

 

【管理の方針】 

・ 収支双方での安定運営 

 ファンドレイズや助成金申請など積極的で幅広い財源確保をはかる一方、適切な支出管理

により、収支面での運営を安定させます。 

・ 自主/貸館事業が相互に安定した開催実施 

 自主事業について積極的に取り組む一方、開催時期や施設管理面で貸館利用者への影

響を考慮し、事前に十分な調整を行います。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）ニューアート展 NEXT について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 現 代美 術 界をリードした「今 日 の作 家 展」

（1964-2005）や同時代の美術をわかりやす

く紹介した「ニューアート展」(2006-2010)の

系 譜 を受 け継 ぎつつ、新 たに基 本 テーマ

「創造都市横浜からの発信」を明確に捉え

「ニューアート展 NEXT」としてリニューアルし

ます。 

● 独特の感性と色彩感を持ち横浜市の「文化

芸術創造都市」政策によりサポートした、現

在内外で活躍する若手の女性 3 作家を取

り上げます。 

● 「横浜トリエンナーレ 2011」と同時期に開催

することで広報等の連携を図り、周辺会場

も含め会場間の回遊性を高め、双方の事

業周知や入場者増等に寄与します。 

■ 入場予定者数:4,000 名 

■ 開催時期（予定）： 

9 月 30 日～10 月 19 日（20 日間） 

■ 協賛金と助成金の目標獲得額:1,000,000 円

■ アンケート：回収率 5%、顧客満足度 4.0 以上

■ ボランティアの参加：のべ 50 名。作家の制

作段階と展覧会運営の双方での参加 

■ 関連事業：複数回行い、各回とも 30 名以

上の参加 

■ 横浜トリエンナーレ 2011 との連携：広報連

携、入場者増への相互寄与 
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（2）コレクション活用事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● コレクション展 

・ 調査・研究にもとづき、キュレーションの力で

収 蔵 作 品 をより魅 力 的 に紹 介 していきま

す。 

・ H23 年度は時代を超えて見る者を引きつけ

てやまない顔の表現に着目し、「コレクショ

ン展 2012-THE フェイス（仮称）」とし、事前

に広報し、市民が選ぶ“顔”を紹介します。 

・ ボランティアによるキュレーション活動を積

極的に推進します。 

● 収蔵作品の保全および活用事業 

・ 日常点検、定期点検を実施します。 

・ 前年度に実施した収蔵庫環境調査に基づ

き、市民局と相談しながら、第 2 期指定管

理の 5 年間で計画的に庫内環境を改善す

るとともに、作品棚卸・修復を進めます。 

・ 各所からの作品および資料貸出希望があ

る場 合 は、状 態を勘 案 しつつ積 極 的に協

力していきます。 

■ コレクション展 

・ 入場予定者数:3,000 名 

・ 開催時期（予定）： 

2 月下旬～3 月中旬（20 日間） 

・ 協賛金の目標獲得額:50,000 円 

・ アンケート： 回収率 5%、 

 顧客満足度 4.0 以上 

・ ボランティアの参加：のべ 50 名 

事前の作品選定や開催期間中の「鑑賞サ

ポーター」といったキュレーション活動への

参加 

・ 関連事業：複数回行い、各回とも 30 名以

上の参加 

■ 収蔵作品の保全および活用事業 

・ 原則毎日学芸員が目視点検を行います 

・ 専門業者による空調設備点検の実施： 

2 回/年 

・ H22 年度庫内調査に基づく改善計画の策

定及び実施 

・作品および資料貸出要求に基づき貸出、 

提供の手続きを的確に行い、その記録を残

します。 
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（3）横浜市こどもの美術展について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 市内在住・在学の 12 歳以下の幼児・児童

を対象とした無審査の全館を使用した公募

展。 

● 23 年度は従来の平面に加え立体作品を募

集するとともに、会場内に親子で参加できる

ワークショップや、子どもの造形をテーマとし

た講演会を実施し、子どもの創造活動の多

様性を応援します。 

● 夏休みに開催することで、家族との来場を

促し、親子の語らいの場としても機能してい

きます。 

● 来館者数に占める子どもの数が多くアンケ

ート執筆者である親および引率の先生が少

ないため、他の自主事業に比べ回収率は

低くなりがちですが、呼びかけ等により、回

収率アップの工夫を図っていきます。 

■ 入場予定者数:8,000 名 

■ 出品点数:3,000 点 

■ 開催時期（予定）： 

7 月 30 日～8 月 4 日（6 日間） 

■ 助成金と協賛金の目標獲得額:250,000 円

■ アンケート：回収率 2%、顧客満足度 4.0 以上

■ ボランティアの参加：のべ 30 名。 

職業体験として中学・高校生ボランティアの

参加も呼び掛け、本事業を通して幅広い世

代間交流を目指します。 

■ ワークショップ参加者数 300 名 

 

（4）ハマキッズ・アートクラブについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 小学生以下の子どもを対象とした造形講座

を開催します。 

● 年間テーマを昨年度に続き「多文化共生

Part2」とし、多文化を積極的に受け入れて

きた横浜ならではのプログラムで子どもの造

形力を育みます。 

● 必要に応じて、横浜美術館・あざみ野市民

ギャラリーほかの機関や組織とも協力し内

容の充実を図ります。 

■ 実施回数： 

7 回（6～1 月の期間で月 1 回の合計 7 回）

■ 参加者数：7 回で 210 名 

■ 助成金の目標獲得額：50,000 円 

■ アンケート： 回収率 50%（対面方式による）

 顧客満足度 4.0 以上 
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（5）絵画教室について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 33 年間続く在住・在勤の市民のための絵

画教室です。従来の運営・内容を抜本的に

見直し、その存在を知らなかった方を含め

多くの方の参加を募集します。 

● レギュラーコースに、全くの初心者が入りや

すいようベーシック（入門）というコースを設

けました。 

● 単科コースを新設し、気軽にトライできる・

集中的に学びたいという参加者にも対応す

るため、間口を広げます。 

● レギュラーコース終了後、卒業制作展を展

示室にて実施します。 

■ 間口を広げバラエティーに富んだコース設定

・ レギュラーコース：全 17 回が 10 コース 

・ 単科コース：10 コース 

全 7 回 4 コース、全 3 回 2 コース、 

全 1 回 4 コース 

全 20 コース 

■ 参加者人数：全 20 コース（208 回）で 770 名

■ 受講料収入の目標額：11,830,000 円 

■ アンケート： 回収率 20%、 

 顧客満足度 4.0 以上 

■ 卒業制作展の実施 
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（6）その他について 

[取組み内容] [達成指標] 

● ハマゼミ 

新規事業で、文化芸術の奥深い世界をわ

かりやすく解説するおとなのためのレクチャ

ーシリーズの実施に向けて検討します。 

● ヨコハマ日曜画家展 

市内在住・在勤・在学の 16 歳以上の方な

ら誰 でも出 品 できる無 審 査 の展 覧 会 の実

施。 

● 横浜市芸術文化教育プラットフォームへの

参加 

横浜市・財団が実施しているアウトリーチ事

業に、学校からの希望内容を勘案し実施し

ます。 

● 市民ボランティアとの協働 

補助的な活動参加にとどまらず、より自発

的な活動を担っていただけるよう研修等を

実施し館のサポーターとしての育成に努め

ます。 

また、市民の美術活動に活用可能なライブ

ラリー（仮称）の整備について共に検討しま

す。 

● ネットワークの形成 

市民ギャラリーがコアになって様々なネット

ワークを展開・強化していきます。市民ギャ

ラリーの長い運営の中で繋がってきた【民

間 ギャラリー】【利 用 団 体 】【ボランティア】

【学校】【アーティスト】といった組織体・個人

と、より具体的・積極的な協力・協働を目指

し、交流会などの集いや連携事業を仕掛け

ていきます。 

■ ハマゼミ 

年度後半での実施を目指します 

■ ヨコハマ日曜画家展 

第 35 回(H23 年度)： 

入場者数 6,000 名、出品点数 200 点、 

開催時期（予定）：6 月 20 日～26 日（7 日間）

※第 36 回(H24 年度)に向け、内容・運営に

ついてのさらなる充実を図るべく、共催団

体＝NPO 法人横浜美術友の会と調整に

入ります。 

■ 横浜市芸術文化教育プラットフォーム 

2 校程度の実施 

■ 市民ボランティアとの協働 

各事業への協働参加に加え、指定管理第

2 期の新規事業として市民ギャラリーが所蔵

する過去の図録や開館当初からの美術冊

子などを整理し、市民に活用いただくライブ

ラリー(仮称)設置について検討していきま

す。 

■ ネットワークの形成 

・ 民間ギャラリーを紹介の中心とした市内ア

ートマップの制作 

・ ギャラリーネットワークの立上げ、交流会の

実施 

・ 「先生のための展覧会」（仮称）実施に向け

ての調整 
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3 施設の運営に関する事業計画 

（1）開館日数や利用時間等について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 利用者、鑑賞者の要望に対応する施設環

境や利用条件を整えるために、教育文化セ

ンター（市民ギャラリーの管理運営者）と調

整し、開館日数と利用時間を設定します。 

■ 利用時間 10:00～18:00、開館日数 340 日

を達成します。 

■ 遺漏なく円滑な開館運営を行います。 

■ 管理運営者である教育委員会事務局と連

絡調整に努めます。 

 

 

（2）利用（貸施設・料金）について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 展示室の利用 

市民の美術の創造発表の場を提供するとと

もに、市民が気軽に作品を鑑賞できるギャ

ラリーとしての役割を果たします。 

● アトリエの利用 

講座系自主事業の会場としての利用を中

心に、整理整頓を心掛け、事業時に遺漏な

く作業できるようにします。 

● 保管室の利用 

保管環境として点検・整理整頓を心掛け、

自主事業の準備、コレクション活用事業、

団 体 展 への貸 出 を中 心 に利 用 していきま

す。 

 

■ 展示室の利用 

・ 貸館利用者と十分な事前調整を行い、安

心して開催日を迎えられ、展覧会終了後作

品が無事手元に戻るまできめ細かいアドバ

イス・サポートに徹します 

・ 新たな幅広い世代の利用者層等の開拓 

・ 利用率 100％を目指します 

・ 利用料金収入:11,850,000 円 

・ 来館者が快適・安全に鑑賞できるように配

慮し、日常点検を欠かさず行います 

■ アトリエの利用 

全利用で 75％の利用率を目指します 

・ 自主事業(絵画教室、ハマキッズ等)の利用

・ ライブラリー（仮称、アトリエの一部）設置準備

・ 団体展の搬入保管・審査会場としての利用

■ 保管室の利用 

・ 自主事業の補助的（準備等）利用 

・ 所蔵作品の整理・点検・貸出作業としての

利用 

・ 団体展の搬入保管・審査会場としての利用
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（3）広報等について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 情報誌「アートヨコハマ」について 

前年度のリニューアルに基づき、館の事業

（自主・貸館とも）を広報していくレギュラー

版と民間ギャラリーを中心に基本データとマ

ップを落しこんだ年間版を発行し、手元に

届く広報に努めます。 

● ホームページによる広報について 

ホームページの将来的な強化を念頭に、民

間ギャラリーとのネットワークを活用し、スピ

ーディーで分かりやすい広報に努めるととも

に、ホームページ自体の宣伝普及に努めま

す。 

● インフォメーションカウンターの運営 

お客様との窓口であるインフォメーションカ

ウンターを日々整え、親切丁寧な対応に心

掛け、明日の市民ギャラリーの利用につな

げるとともに、芸術文化への関心を高めて

頂ける工夫をしていきます。 

■ 情報誌「アートヨコハマ」 

・ 発行：レギュラー版 3 回 

年間アートマップ 1 回 

・ 部数： レギュラー版各 10,000 部、 

 年間版 12,000 部 

・ 配布先：1,100 か所以上 

・ 広告料の目標獲得額：500,000 円 

■ ホームページ 

・ 週１回更新し最新の情報提供を心掛けます

・ アクセス件数：50,000 アクセス/年 

・ 端末を事務室受付に設置し HP の周知に

努めます 

■ インフォメーションカウンター 

・ カウンター利用者 1,000 人/年 

・ 全国から寄せられる展覧会やギャラリー情

報のチラシ等を配架して市民が情報を入手

しやすい工夫をし、対面でも丁寧な対応を

心掛けます 

・ 端末を設置し、市民ギャラリーのホームペー

ジおよび芸術文化全般のデジタル情報をチ

ラシ同様手元に届く情報として提供します 

 

 

4 施設の管理に関する事業計画 

（1）修繕・保守計画について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 施設の老朽化が髄所に顕在化しています

が、教育委員会事務局と調整し、安全面や

利用し易さに配慮して適切な処置をとって

いきます。 

● 昇降式バトン照明設備保守点検 

● 蛍光灯交換および器具清掃 

● その他 

■ 昇降式バトン照明設備保守点検 

2 回/年 

■ 蛍光灯交換および器具清掃 

1 回/年 

■ その他 

横浜市・財団本部との調査・調整により修

繕が決定したもの、および年度途中で緊急

性が高いと判断した案件について、教育委

員会事務局と調整しながら適切に対応して

いきます 
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（2）安全管理計画について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 市 民ギャラリー独 自 の新 防災 計 画を基軸

に、教育委員会事務局との連携により、適

切な安全管理計画を策定します。 

● 避難訓練 

● 危機管理マニュアルおよび消防計画 

● 貸館利用者への対応 

● NPO 横 浜 美 術 友 の会 （絵 画 教 室 の委 託

先）との協力 

● 教育委員会事務局主催の共同防火管理

協議会 

■ 避難訓練 

市民ギャラリーの独自の避難誘導訓練を 2

回、教育文化センター実施の訓練を 1 回、

合計 3 回実施します 

■ 危機管理マニュアルおよび消防計画の策

定時代とともに変わるあらゆる危機・消防対

応を織り込み年度更新を図ります 

■ 貸館利用者への対応 

事前説明、展覧会初日、会期中の毎日の

三段階で説明し、避難路等の周知を徹底

します 

■ NPO 法人横浜美術友の会との協力 

年間 20 コース（全 208 回）の絵画教室の委

託運営者である同 NPO と十分な調整と協

力のもと、受講生の安全に努めます 

■ 共同防火管理協議会 

担当職員が会議に出席し、教育委員会事

務局の号令のもと施設全体の把握と協力

体制に努めます 

 

（3）その他について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 日々の点検、定期点検を通し迅速かつ適

切な処理を実施していきます。 

● 展示室、アトリエ、保管室の環境維持管理 

● 貸出備品類の管理 

● 廃棄物の管理、排出 

 

■ 展示室、アトリエ、保管室の環境維持管理 

経年による老朽化はありますが、施設の使い

勝手や清潔さなどの快適性においても常に

心掛け満足度アップの工夫をしていきます 

■ 貸出備品類の管理 

・ 担当職員による毎日の目視点検 

・ 事前の説明を徹底し、破損・紛失等を未然

に防ぎます 

・ 修復および買い替えが必要なものは適切な

予算管理のもと適宜対応していきます 

■ 廃棄物の管理 

・ 教育委員会事務局と調整し、毎日のゴミを 

分別廃棄します 

・ 産業廃棄物は専門業者に委託し適切に処

理します 
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5 その他の計画 

（1）顧客満足度の把握と自己評価の運用について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 自主事業以外の施設アンケートは、リピータ

ー利用が高く・施設老朽化による限界があ

るため、回収率が低く(0.02％前後)、施設

ハード面での評価アップは難しいですが、

人的サポートによるソフト面での向上および

回収率そのものを上げる工夫をし、回答で

上がってきた意見にも可能な限り対応して

いきます。 

● 市民ニーズの把握 

● 自己評価、PDCA サイクルの導入 

● 事業計画、事業報告の公開 

■ 市民ニーズの把握 

来館者・貸館利用団体のアンケートの回収

率を上げるための効果的な方法を検討し実

施します 

・ 来館者：回収率 0.1%、 

満足度・ソフト面 4.0 以上、ハード面 3.5 以上

・ 貸館利用団体：回収率 70%、 

満足度・ソフト面 4.0 以上、ハード面 3.5 以上

■ 自己評価、PDCA サイクルの導入 

半期振返り、期末振返りでの自己評価を行

い、次年度の事業計画に織り込みます。 

■ 事業計画、事業報告の公開 

情報誌「アートヨコハマ」やホームページ等

で公開します 

 

6 収支について 

（1）収入・支出について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 外部資金の導入に努める一方、受益者負

担の考えから、適切な受講料、参加料を徴

収していきます。 

● 外部資金の導入 

各事業では助成金・協賛金の獲得を目指

します。情報誌「アートヨコハマ」では広告料

の獲得を目指します。 

● 受益者負担の設定 

「ハマキッズ・アートクラブ」「ハマゼミ」は、総

経費から取得した助成金・協賛金を差し引

き、適切な金額設定をしていきます。 

● 受付設置の端末情報の打出し希望につい

てのみ有料受付（その他の目的でのコピー

は引受けません）し、過去の展覧会図録の

購入希望等についても必要経費を徴収し

ます。 

 

■ 外部資金の導入 

協賛金目標獲得額 

・ ニューアート展 NEXT：100,000 円 

・ 横浜市こどもの美術展：250,000 円 

・ コレクション展：50,000 円 

・ アートヨコハマ：500,000 円 

■ 受益者負担の設定 

・ ハマキッズ・アートクラブ： 

講座料収入 315,000 円 

・ 絵画教室：講座料収入 11,830,000 円 

・ ハマゼミ： 1 回 1 人 1,000 円程度 

・ 端末情報の印字サービス代： 

モノクロ 10 円/枚、カラー50 円/枚 

・ 展覧会図録の販売：図録代＋郵送代 
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【横浜市民ギャラリー事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術創造・発信）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
9月
｜

10月
ニューアート展NEXT 2011-SparklingDays 展示室3階全室

「今日の作家展」（1964－2005）、「ニュー
アート展」（2006－2010）を継承しつつ、「創
造都市横浜からの発信」という観点を加え
「ニューアート展NEXT」として開催。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
7月
｜
8月

第47回「横浜市こどもの美術展」 全展示室

開館の翌年1965(S40)年から続く、夏の子ども
のための無審査の展覧会。平成23年度は立体作
品も募集し、12歳以下の市内在住・在学の子ど
もの作品を約3,000点展示する。

2
6月
｜
1月

ハマキッズ・アートクラブ
（4歳～小学生までを対象としたワーク
ショップ）

アトリエ

子どもの創造力を育み、集中力を養うことを目
的とし実施するワークショップ。2011年度の年
間テーマは、「多文化共生」とし、「世界のみ
んなとつながろう」というキャッチフレーズを
掲げる。

3
10月
｜
3月

新規
ハマゼミ
（16歳以上対象のおとなのための講座）

アトリエ

文化芸術の奥深い世界をわかりやすく解説す
る、おとなのための講座。市民ギャラリーの特
性にあった内容で、平日夜間に実施。状況判断
によって年度後半での実施を検討する。

4 通年 横浜市民ギャラリー絵画教室 アトリエ

ＮＰＯ法人横浜美術友の会に運営委託し、16歳
以上の横浜市内在住・在勤の市民を対象にした
初心者、中級者のための絵画教室を開催する。
レギュラーコースに加え、単科コース（新規）
を設定し、市民の創作活動の支援ならびに絵画
人口の普及に寄与する。

5 6月 第35回 ヨコハマ日曜画家展 展示室1階、2階、3階Ａ室

ＮＰＯ法人横浜美術友の会と共催で実施。アマ
チュア画家の生き生きとした表現を尊重し、日
頃大型の会場での発表の機会が少ない日曜画家
を対象とした無審査方式の展覧会。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年
新規
アウトリーチ・市民協働

アトリエ

①アウトリーチ事業として「横浜市芸術文化教
育プラットフォーム」へ積極的参加。
②ネットワーク形成事業として、「学校」「市
民ボランテイア」「利用団体」「民間ギャラ
リー」「アーティスト」との交流連携を図る。
③H25年度に予定している「せんせいの美術
展」(仮称）の開催の計画・調整を教育委員会
と進める。
④「市民ボランティア」は、従来の事業への補
助的活動に加え、H23年度の開室を目指すライ
ブラリー（仮称）運営への計画参加や、コレク
ション研究等を通じて、職員との協働作業を進
める。

■芸術文化資源の収集、保存及び活用

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 3月 コレクション展2012「ＴＨＥフェイス」 展示室1、2階

1,300点におよぶコレクションにテーマやス
トーリー性を持たせ紹介する。
2011年度は、「顔」の表現に着目し、事前に開
催を広報し、市民が選ぶ「顔」を紹介する。
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横浜市民ギャラリーあざみ野 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

「アートで元気になろう」というコンセプトで、アートを積極的に生活に取り入れ、こころ豊かに暮ら

す市民といっしょに地域に働きかけ、横浜を元気にすることを目指します。 

・ 市民と協働し、創造活動を行います。 

・ いろいろな活動をしている人たちが知り合い、協力しあい、新しい活動が生まれる体制をつく

り、ネットワークで地域が広がることを目指します。 

・ 年齢、性別、人種、障がいの有無などすべての人に開かれた運営を男女共同参画センター横

浜北とともに行い、すべての人を受け入れ、施設のにぎわいを作り出します。 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

企画展、通年で行っているアトリエ講座等の内容を充実させ、市民が美術に触れる機会（鑑賞・

参加）を数多く提供します。また、男女共同参画センター北との連携を強め、複合施設の特性を

生かした多彩なプログラムを実施します。アートサポーターをはじめとする市民協働や参加型事業

の展開を通して、市民がアートと出会う機会を増やし、“街づくりアート”を充実させます。 

平成 23 年度は横浜トリエンナーレの開催年でもあり、市北部における同展の広報や集客のサ

ポートにつながる活動をします。また、横浜市所蔵カメラ・写真コレクションの収蔵館として、「フォ

ト・ヨコハマ」への協力・連携を推進します。 

 

【運営の方針】 

貸館利用者のサービス向上、バリアフリーの推進等、センター横浜北と共同で今後も利用者の

居心地のよい施設運営に努めます。利用者の目線に立って希望を受け止め、芸術文化活動の

成果が最大限発揮できるよう、専門的なサポートを行います。また、横浜市所蔵カメラ・写真コレク

ションの整理・保存・活用を一層推進します。 

 

【管理の方針】 

設備や備品の適切な保守管理に努めます。アートフォーラムあざみ野全体で、環境に配慮する

とともに、安心で明るく使いやすい施設管理に取り組みます。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）文化芸術に直接出会える場について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 展覧会事業 

文化芸術に直接出会える場として、横浜に

ある芸術文化資源を生かした企画（「横浜

wo 発掘 suru 展」）、子どもから大人まで楽し

める参加型の企画（「あざみ野こどもぎゃらり

ぃ」）、カメラ・写真の企画（「横浜市所蔵カメ

ラ・写真コレクション＋写真展」）、コンテンポ

ラリーの企画（「あざみ野コンテンポラリー」）

など、多彩な展覧会を実施します。 

 

■ 4 回の展覧会で、関連事業を含め入場者

数 12,000 人以上。 

■ アンケートを実施し、企画展 4 回の平均満

足度 4.5 以上。 

 

 

（2）市民やアーティストの創造活動の支援の場について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 市民のためのワークショップ 

美術創作の基礎基本の習得を目的とした

講座や、アーティストが行うレクチャーを中

心とした講座等を行います。 

● 創造活動支援 

ホワイエに設置した展示ケースで、アーティ

ストの小品展「ショーケースギャラリー」を行

います。 

● 市民協働企画 

アートの領域を広げ、生活の中にあるさまざ

まなことを学ぶ場・「あざみ野カレッジ」を実

施します。 

コンテンポラリーの企画展等においてサポ

ーターに運営に関わっていただき、新進ア

ーティストを紹介します。 

 

■ 市民のための講座・ワークショップを年間 8

講座以上実施。 

■ 講座・ワークショップ参加者延べ 800 人以

上。 

■ ショーケースギャラリーで新進アーティストに

よる展示を 3 回実施。その他様々な側面か

らサポートします。 

■ あざみ野カレッジは、5 年間で学生数 1,000

名を目指します。 
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（3）次代を担う子どもの創造性教育の場について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 子どものためのプログラム 

創造活動の場として、幼児・児童・個別支

援学級や特別支援学校に通う親子を対象

にしたワークショップや、親子が粘土、紙、

えのぐで遊べる造形ひろばを開催します。

また、音楽に親しむ事業として「ジュニアコ

ーラス」を行います。 

● 学校教育との連携 

鑑賞事業として展覧会を活用してもらうため

の連携事業を開催するほか、教師を対象に

鑑賞・実技のワークショップを開催します。

また、中学や高校美術の先生とのプロジェ

クトをつくり、事業への参加を促します（ティ

ーチャーズあざみ野プロジェクト）。 

● アウトリーチ 

「横浜市芸術文化教育プログラム」に協力

し、コンテンポラリーアートに親しむプログラ

ムを実施します。 

■ 子どものためのワークショップを年間 10 講

座以上実施。 

■ 親子のフリーゾーンを含め、子どものための

プログラムへの参加者延べ 8,000 人以上。 

■ 学校教育との連携を推進し、アウトリーチ事

業を 5 回以上実施します。また、展示鑑賞

や創作の場を提供します。 

 

 

（4）創造活動と社会、市民活動を結びつける場について 

[取組み内容] [達成指標] 

● サポートコーディネイトをします。 

・ 北部 4 区美術公募展 

実行委員会と共催し、市民の創作活動の

発表の場を提供します。 

・ 青葉区民芸術祭 

絵画・書道・写真・茶道・文芸など、施設全

体を総合的な芸術活動による市民交流の

場とします。 

● 街なかアートプロジェクト 

アート・ルート・あざみ野プロジェクトを発展

させ、地域のさまざまな市民活動と結びつ

き、出張事業を行います。 

■ 北部公募展の拡がりと定着を反映し、展示

室全面を利用して展覧会を開催します。応

募総数 250 点以上。 

■ 青葉区民芸術祭は前・後期で入場者数 

5,000 人以上。 

■ アート屋台などを活用し、街なかアートプロ

ジェクトは 5 年間で 15 事業実施。（23 年度

は 3 事業） 
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（5）創造活動を介した人々の関わり合いの場について 

[取組み内容] [達成指標] 

● フェローアートギャラリー 

障がいのあるなしにかかわらず認め合え

る豊かな関係を築くことを目指し、作品

展示を通して特別支援学校や作業所での

創造活動を支援します。 

● アーティストと市民の交流 

市民協働で運営するアートカフェ、アートガ

ーデン、アートワゴンを通じ、市民とアーティ

ストが知り合う場、アーティストや障がいのあ

る人たちのアート作品を発表・販売する場

を創出します。 

● あざみ野ナイト 

建物の壁面や窓ガラスを使って映像作品を

映し出すイベントを行い、アートを生かした

親しみやすく賑わいのある場をつくります。 

 

■ フェローアートギャラリーにおいて 2 組以上

の展示発表を実施。 

■ アートカフェ・アートワゴン・あざみ野ナイトを

同時開催含め５回以上実施し、相乗効果

で来館者を増やし来館者の芸術文化体験

を充実させます。 

■ あざみ野ナイト開催日の来館者数 2,000 人

以上。 

 

3 施設の運営に関する事業計画 

（1）市民の利用を促進することについて 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 引き続きアトリエの平日夜間料金を半額と

し、新 規 利 用 者 開 拓 と利 用 促 進 を図 りま

す。 

● H22 年度からほぼ 100％利用となった展示

室については、遺漏のない貸し出し業務に

努めます。 

● 利用団体の展覧会情報を HP で紹介し、広

報協力をします。 

● 利用者の意図が最大限発揮できるよう具体

的なアドバイスやお手伝いをします。 

■ アトリエの目標利用率：5 年間で 70％（23 年

度は 63％） 

■ アトリエの夜間の 23 年度目標利用率：25％

（22 年度は 22％） 

■ アンケートの集 計 による利 用 者 の満 足 度

4.5 以上を目指します。 

 

 

（2）施設運営における市民参画を促進することについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「あざみ野アートサポーター」との協働を推

進し、展覧会、ワークショップおよび広報事

業にご協力いただきます。 

■ アートサポーターは 5 年間で 150 名登録を

目指します。（23 年度は 60 名） 

■ アートサポーターに企画展や広報事業で活

動していただきます。 
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（3）積極的な広報を展開することについて  

[取組み内容] [達成指標] 

● 情報誌「アートあざみ野」で、貸館利用者の

情報のほか、当館の事業活動の PR をしま

す。 

● メルマガの登録者（「あざみ野メンバーズ」）

を増やすとともに、ボランティア活動等の連

絡体制をつくります。 

● 「あざみ野アートネットワーク」として、ホーム

ページを活用し、横浜のアート情報にアプ

ローチしやすくするとともにネット広報事業

を推進します。 

● 施設の活動が的確に多くの市民に伝わるよ

う、様々な媒体を通じて広報を行い、来館

者増につなげます。 

 

■ ホームページアクセス件数が年間 10 万件

以上を目指します。 

■ あざみ野メンバーズは、目標登録者数を 5

年間で 10,000 名とします。 

■ メールマガジンやホームページでのアート情

報発信を推進します。 

■ 広 報 する内 容によって有 効 な媒 体を選 択

し、コストパフォーマンスを高めます。 

 

 

（4）市民ニーズ、市民満足度等の把握と対応について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 顧客満足度調査（アンケート）を実施し、分

析結果を管理運営に反映していきます。 

 

■ 利用者サービスの向上を図るため、クレー

ムや意見について職員の情報共有と検討

を行い、迅速な運営改善につなげます。 
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（5）カメラ・写真コレクションの適切な収蔵、保管、調査、研究、発表、展示について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 収蔵庫管理 

適切な収蔵庫管理を行います。 

● 管理・保存 

・ 資料の映像記録やデータベースを整備しま

す。 

・ 日常的に状態を確認し、必要な修復等を

行い、適切な保存に努めます。 

●調査・研究・発表 

・ 主 要 な機 関 と連 携 して調 査 研 究 を進 めま

す。 

・ 市民のためのワークショップにおいて、資料

を活用します。 

・ ショーケースギャラリーにおいて小展示を行

います。 

●活用 

・ 貸出、熟覧に柔軟に対応します。 

・ 横浜市の写真関連事業への協力を行いま

す。 

■ 年間を通じて温度は 20℃±2℃、湿度 50％

±2％とします。24 時間温湿度・空気集中シ

ステムと、3 基の自記式温湿度記録計にて常

時監視し、管理は電気式パッケージエアコン

で行います。 

■ pH 値を定期的に測定し、測定結果に応じ

たケミカルフィルターを設置します。 

■ 定 期的 に文 化財 喰 害 虫生 息 調 査を実 施

し、結果をもとに適正管理を行います。 

■ 管理・保存、調査・研究については東京都

写真美術館、日本カメラ博物館、横浜美術

館などの専門機関の協力をあおぎながら進

めます。 

■ 講座実施や資料活用については、内部の

専門職を中心に、外部の専門家を講師とし

て招いて行います。 

■ ショーケースギャラリーでは資料を有効に活

用しながら、様々な切り口で企画展示を年

2 回以上行います。 

 

4 施設の管理に関する事業計画 

（1）市民ギャラリーあざみ野専有部分における建物・設備・備品の適切な保守管理及び予防保全 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 設備業者とともに建物・設備の保守管理を

確実に行います。展示室の壁面の補修や

備品のメンテナンスなど、良好な状態を保

ちます。 

● 法定点検を遺漏なく実施します。 

● 展示室やアトリエの空気調和や清掃を適切

に行い、快適な環境維持に努めます。 

■ 年間無事故を目指します。 

■ 修繕必要箇所に迅速に対応します。 

■ 展示室壁面を年１回メンテナンス(塗り直し)

します。 

■ クレームの無い、快適な環境維持を目指し

ます。 

 

（2）環境問題への配慮について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 職員や利用者の廃棄物については、適切

な管理、搬出を行います。 

● 光熱水費の削減に努めます。 

● 電気や空調を無駄に使用しないよう心がけ

ます。 

■ 常にゴミの分別、削減に努めます。 

■ 利用者にはゴミの持ち帰りの原則を徹底し、

必要な場合はゴミ袋を有料で販売します。 
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5 その他の計画 

（1）危機管理対策の充実について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 危機の未然防止に努めるとともに緊急対応

体制を整備し、事故発生時には市へ迅速

に報告します。 

■ 緊急対応体制、危機管理マニュアルを明

確化し、危機の際には全員が一致して取り

組みます。 

■ 合同防災訓練を年間 2 回実施します。 

 

（2）保険及び損害賠償の適切な取り扱い、個人情報の保護への適切な措置、情報公開への積極

的取り組みについて 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 保険及び損害賠償について適切に取り扱

います。 

● 個人情報保護、情報公開に適正に対応し

ます。 

● ホームページを活用し、必要な情報を開示

します。 

■ 賠償責任保険、レジャーサービス保険、動

産保険に加入し、事故の発生に備えます。

■ 常に個人情報保護意識を持ち、集めた個人

情報は規程に基づき適切に取り扱います。 

■ 施設利用者向けの必要な情報は、施設ホ

ームページにおいて速やかに公開します。 

 

（3）男女共同参画センター横浜北との連携について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 事業面での協働 

・ 企画段階から共同し、複合施設の相乗効

果を高めるとともに、双方の特色を活かした

事業を行います。 

● 運営面での協働 

・ 日常業務や定例の打ち合わせにおいて情

報や意見の交換をし、「アートフォーラムあ

ざみ野」の施設職員としての意識を高め、

効果的な運営に取り組みます。 

・ アートフォーラムあざみ野 全 体 としての広

報、施設の環境整備に対して引き続き協力

して取り組みます。 

● 維持管理面での協働 

・ 委託会社を交えた定例の打ち合わせを確実

に実施し、施設全体の適正な維持管理に共

同で取り組みます。 

委託会社にもそれぞれの財団のミッションや

役割、事業内容、利用者の特性などについ

て伝え、有効な環境整備を推進します。 

■ ロビーコンサートを月 2 回程度、通年で実

施。 

■ アートフォーラムフェスティバルを年１回実

施。 

■ 女性と芸術文化をテーマにした「あざみ野

サロン」とワークショップを共同の企画で実

施。 

■ 週１回の管理合同ミーティングを実施（ギャ

ラリー、センター、委託会社）。 

■ 月１回の職員合同ミーティングを実施。 
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（4）横浜アーティストデータバンクの構築と運用について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 横浜におけるコンテンポラリーアートの展開

と発展のために実施します。 

■ アーティストや作品のアーカイブやデータベ

ース共有化を図ります。 

■ 新進アーティストを継続して支援していくこ

とを重要なミッションとして位置づけており、

積極的に取り組んでいきます。 

 

6 収支について 

（1）コスト削減への努力について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 適正な予算執行と業務の効率化による節

減に努めます。 

■ 施設管理・事務事業にかかる経費を精査

し、男女共同参画センターとも協力して一

層の効率的な予算執行に努めます。 

 

（2）収入向上及び外部資金導入の努力について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 利 用 料 金 収 入 の安 定 的 な確 保 に努 めま

す。 

● 自主事業等において、助成金・協賛金を獲

得します。 

■ 利用料金収入年間 1,200 万円以上を維

持。 

■ 助成金を 2 件申請し、獲得目標 300 万円。

協賛金・広告料獲得目標 10 万円以上。 
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【横浜市民ギャラリーあざみ野事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
6月
｜
7月

横浜wo発掘suru展　vol.2 展示室１
横浜の優れた人材、芸術文化資源を発掘・展示
する展覧会。

2
7月
｜
8月

横浜北部美術公募展2011 展示室1、2
横浜市北部4区から公募した絵画を審査のうえ
展示する。

3 8月 あざみ野こどもぎゃらりぃ2011
展示室１，２

アトリエ
子どもから大人まで楽しめる内容の展覧会。自
由参加型のワークショップもあり。

4
10月
｜

11月

横浜市所蔵カメラ・写真コレクション＋写
真展2011

展示室１，２
当館で収蔵するコレクションを活用し、さまざ
まな切り口で紹介する展覧会。写真の企画展と
あわせて行う。

5 11月 青葉区民芸術祭[前期] 展示室１、2
青葉区の芸術祭の開催。書道、写真、華道の展
示。茶会も開催される。
区民の日頃の文化活動の成果発表の場の提供。

6
11月
｜

12月

センター横浜北共同事業
ジュニアコーラス

アトリエ、音楽室
エントランスロ

ビー

小学生対象の合唱。ワークショップ９回と本番
（ロビーコンサート出演）１回。

7 1月 青葉区民芸術祭[後期] 展示室１、2
青葉区の芸術祭の開催。絵画、文芸、美術工芸
の展示。
区民の日頃の文化活動の成果発表の場の提供。

8 2月 あざみ野コンテンポラリー2011
展示室１，２

アトリエ　ほか
さまざまなアーティストが現在行っている表現
活動に目を向けた展覧会。

9 通年

センター横浜北共同事業
Welcomeロビーコンサート
（ジュニアコーラス除く・通年事業24回程
度）

エントランスロ
ビー

市民広間演奏会のメンバーを中心に、多彩な
ジャンルの音楽やジュニアコーラスなど、昼の
ひとときを楽しんでいただくミニコンサート。

10 通年
センター横浜北共同事業
「あざみ野サロン」ほか舞台芸術系事業

レクチャールー
ム

194席のレクチャールームを会場に、講演会や
コンサートなど、女性と芸術文化をテーマにし
たイベントを開催。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
6月
｜
8月

センター横浜北共同事業
「こころとからだを考えるワークショッ
プ」
ほか

アトリエ
素材、身体、音、リズムなどをテーマにした講
座。

2 10月
センター横浜北共同事業
アートフォーラムフェスティバル

アトリエ、レク
チャールーム他

アートフォーラムあざみ野の開館を記念して毎
年10月に全館あげて実施するフェスティバル。

3 通年
子どものアトリエフレンズ
「親子のフリーゾーン」

アトリエ
子どもと保護者が自由に、粘土、絵の具、紙工
作による造形遊びを楽しむ時間。（年間36回程
度開催予定）

4 通年
子どものためのプログラム
①わくわくワークショップ
②親子で造形ピクニック

アトリエ

①子ども（4～12歳）を対象とした美術系の
ワークショップ。有料。②個別支援学級や特別
支援学校に通う親子を対象とした造形を楽しむ
ワークショップ。有料。

5 通年

学校連携事業
①教師のためのワークショップ
②ティーチャーズあざみ野プロジェクト
③アウトリーチ

アトリエ

①小・中学校の先生を対象とした鑑賞や実技に
ついてのワークショップ。②中高生の美術体験
の機会を増やすプロジェクト。③横浜市が進め
る「横浜市芸術文化教育事業」と連携し、コン
テンポラリーアートを楽しむ事業。
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6 通年 市民のためのワークショップ アトリエ

技術や材料、また道具や機材の扱いについての
基礎基本の習得を目的としたものや、アーティ
ストからレクチャーを受け、自らの表現に生か
すワークショップなど。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年

市民協働事業
①あざみ野カレッジ
②アーティスト「今年の顔」
③街なかアートプロジェクト

アトリエ

①生活の中にあるアートの領域を広げ、さまざ
まなことを学ぶ場を市民協働で運営。②アート
サポーターと協働し、新進アーティストを紹
介。③地域の市民活動と協力し、アートの持つ
活力で街を元気にする出張事業。

2 通年

市民協働事業
男女共同参画センター横浜北　共同事業
①アートカフェ②アートワゴン③ショー
ケースギャラリー④あざみ野ナイト⑤エイ
ブルアートギャラリー「フェローアート
ギャラリー」⑥アートガーデン

エントランスロ
ビー

アートプラザ
ほか

①アーティストと市民が語る交流の場。②アー
ティストや障がいのある人のアート作品を販売
するショップ。③ロビーに設置した展示ケース
で小品展を実施。④建物を使った映像作品上映
など、夜に行うイベント。⑤障がいのある人た
ちのアート作品を共有スペースに展示。⑥アー
トプラザに設置した交流の場。

■芸術文化に関する情報の収集及び提供

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年
横浜市所蔵カメラ・写真コレクションの保
存と活用

エントランスロ
ビー

収蔵庫

データベース整備、適切な保存業務。コレク
ションの魅力を広く紹介するための貸出、公
開。

2 通年
情報誌『アートあざみの』、HPによる情報
提供事業

当館主催事業のほか貸館の展覧会情報などの広
報のため活用。

3 通年
ネット広報事業
あざみ野メンバーズ/あざみ野ネットワー
ク

メルマガ登録者を増やし、ホームぺージを活用
して横浜のアート情報にアプローチしやすい体
制を作る。
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横浜みなとみらいホール 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

指定管理者公募提案書に掲げた 3 つのコンセプト「『文化芸術創造都市・横浜』を推進する拠

点」、「音楽創造の基盤整備」、「市民協働による音楽文化の創造」と、2 つのシステム「公共ホー

ルの新たな運営モデルの実現」「目標管理と評価制度の確立」の実現を念頭に、提案内容を実

行します。 

5 年間にわたる指定管理期間の総仕上げを行なうと同時に、横浜芸術アクション事業の実施や

都心部専門文化施設との連携を通してより高い専門性を発揮し、次期指定管理期間へと繋いで

いきます。 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

指定管理期間の最後の年度を迎え、提案事業の成果を示して参ります。過年度の事業を振り

返りながら、改めて方向性を確認し、事業を進めてまいります。23 年度は、ホール・オリジナル企画

を発展させ、横浜からの発信に力を入れていきます。また、アートマネージメント学生のインキュベ

ーションについて強化していく方針です。提案書でも掲げている「開かれたホール」を目指して、音

楽愛好者層の拡大を意識した、子ども事業や一般向けの音楽講座を継続・発展させ、芸術性の

高い鑑賞公演を加え、より多くの人々がホールに集まり親しんで貰える主催事業を創り上げていき

ます。 

 

【運営の方針】 

民間事業者による鑑賞公演数の維持・増加を目指し、ホールへの誘致に努めます。従来の来

館者や利用者サービスを維持発展させることに加え、広報・販促活動等により民間事業者による

公演を集客面でも支援し、民間事業者からの施設利用料収入を獲得することで、ホール経営のさ

らなる強化を目指します。 

 

【管理の方針】 

安心・安全を最優先とする管理業務に努めます。利用者や来場者、市民に豊かな音楽体験を

提供するため、コンサートホールの快適環境の保持に万全を尽くします。 

今期指定管理期間中に対応できる小規模な修繕等は、安全を念頭に優先度の高いものから実

施しつつ、次期指定管理期間を視野に入れた中長期の施設修繕全般について提案を行ないます。

 

80

横浜みなとみらいホール



 

 

2 自主事業に関する事業計画 

（1） 音楽事業の展開 

1)「創造発信プログラム」について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● ホール発のミニオペラ「小ホール・オペラシリ

ーズ」の定着化 ； 新たな表現の探求 

● パイプオルガン演奏と無声映画とコラボレー

ションを、独自の企画として制作、発信 

；ホール機能を活用したオルガン・オリジナ

ル企画「シネマ×パイプオルガン」 

● 神奈川フィルの人気アーティストと連携して

企画を制作し、ジャンルを超えた公演「トリ

オ・リベルタ」を実施 

● 室内楽やパイプオルガン曲を中心とした新

曲を委嘱 ； 新たな表現の探求/ホール機

能を活用したオルガン・オリジナル企画 

「Just Composed in Yokohama 2012」ほか 

● 横浜みなとみらいホールの専門文化施設と

してのポテンシャルを最大限に発揮するた

め、特徴的な企画を実施する。 

「横浜芸術アクション事業（仮称）」 

■ 小ホール・オペラシリーズの実施 

4 公演、参加者 1,200 人 

■ オルガンと無声映画のコラボレーション公演

の実施 

顧客満足度 平均 4.0 点 

■ 他ホールへの上記企画の発信（石川県立

音楽堂と宮崎県立芸術劇場の 2 館で採用

予定） 

■ ククラシックとジャズが融合した公演の実施 

アンケートを実施。目標 70 件の回収 

顧客満足度 平均 4.0 点 

■ 新曲の委嘱と普及のための再演を図る 

新曲 2 曲 

過去の委嘱作品の再演 2 曲 

■ 23 年度は準備期間として、次年度実施に

向けての制作業務やプレ事業を実施する

（詳細横浜市と協議中）。 

 

2）「若手芸術家サポートプログラム」について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 若手演奏家を発掘し、練習場所の提供や

事業への起用などを通じて支援、発信する 

； 若手アーティストを横浜から世界へ発信 

【インプレッシブ・シリーズⅢ】第 30 回横浜

市招待国際ピアノ演奏会＆出演者と子ども

たちとの交流イベント 

● 若手歌手を主催事業の中で育成 

； 若手アーティストのインキュベーション 

池辺晋一郎プロデュース「オペラの音符た

ちⅡ」レオンカヴァッロ作曲歌劇「道化師」 

● 若手作曲家への新作委嘱 

； 若手アーティストを横浜から世界へ発信 

オルガンリサイタル 29、他 

■ 若手演奏家を起用した事業を実施 

5 事業への起用 

■ 若手歌手の育成を目的とした、演奏会形式

オペラの上演 

1 公演 

顧客満足度 平均 4.0 点 

■ 若手作曲家への新曲委嘱 

3 人に作品を委嘱 
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3）「鑑賞人口拡大プログラム」について  

[取組み内容] [達成指標] 

● お客様のニーズを捉えた公演の実施；多様

な市民ニーズへの対応 

「10 人のミラクルトランペッター」、「みなとみ

らいクラシック・クルーズ」 

● 邦人演奏家を起用した公演の充実；多様

な市民ニーズへの対応 

【海の上の音楽会】神奈川フィルの名手た

ちⅠ～Ⅲ、NHK 交響楽団 2011 横浜定期

演奏会 

● 横浜に馴染みの深い、世界的な演奏者に

よる公演の実施；芸術の高い公演の充実 

「エフゲニー・キーシン ピアノリサイタル」、

「パーヴォ・ヤルヴィ指揮パリ管弦楽団＆パ

ーヴォ・ヤルヴィ トークイベント」 

「子ども芸術体験プログラム」と連動した鑑

賞人口の拡大 

；横浜の環境を活用した事業展開 

【子ども未来ミュージック・プログラム】全般 

■ 低料金の大ホール平日ソワレ公演を実施 

入場料 4,000 円以下公演 2 公演 

■ 主催・共催公演を通じ、多くの邦人演奏家

を起用します。 

① 地元神奈川フィルを中心とした、国内オ

ケのメンバーを起用した国内オケ奏者に

よる質の高い室内楽公演を実施 6 公演

② 在京オケの定期公演を誘致 

日本フィル、読響、神奈フィルほか、オ

ーケストラ公演を 29 公演実施 

■ エフゲニー・キーシン、パーヴォ・ヤルヴィの

横浜公演を行う。 

各 1 公演実施 

顧客満足度 平均 4.0 点 

■ 夏休み期間により多くの家族を取り込むフ

ェスティバルとして『夏 休 み みなとみらい

わくわく遊音地』を実施 

 

4）「子ども芸術体験プログラム」について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 地元企業の協賛を得、子どもが音楽体験

を通じて夢や感性を育むような事業を実施 

● 子ども対象公演の充実；ホールでのオーケ

ストラ音楽体験 

横浜みなとみらい「こどもの日」コンサート、 

0 歳からのオルガンコンサート、他 

● 親子で参加できるワークショップ等の実施 

；多様なワークショップによる音楽体験 

「オルガンわくわく大作戦」、他 

● 演奏家団体と協働制作するワークショップ

の実施 

；多様なワークショップによる音楽体験 

【海の上の音楽会】ハマのジャックのワーク

ショップ＆コンサート、こどもオペラワークショ

ップ 

● 市内小学校へのアウトリーチ事業の実施 

■ 「横浜銀行 Presents こども未来ミュージッ

ク・プログラム」の実施 

■ 子どもを対象とした公演の実施 

5 公演 

前年度比 5％の入場者増 

顧客満足度 平均 4.0 点 

■ 子ども対象ワークショップの実施 

5 講座 

参加者数昨年度比 5％増 

■ 演奏家 NPO との連携によるワークショップ 

2 企画（2 団体） 

■ 「横浜みなとみらいアウトリーチ プログラム」

の実施 5 公演/講座 
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5）「市民活動展開プログラム」について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 市 民 が音 楽 事 業 に関 わっていくための講

座を開設；音楽と市民をつなぐ人材育成 

「Music Studio 街の音楽院」 

● 音楽を楽しむための要素となる、音楽雑学

的講座の開設；市民音楽活動の支援 

「Music Studio 街の音楽院」 

● 市民団体やＮＰＯ法人と協働での企画実

施 ；市民協働の推進 

第 32 回コーラル・フェスト（共催）、ヤングア

メリカンズ・ジャパンツアー2011 夏 in 横浜 

 

■ 過年度に実施した「市民プロデューサー講

座」修了生の実践の場として、主催事業へ

の参画を実現する 

5 企画 

■ 音楽教養講座の実施 

参加者：200 人 

アンケート実施。目標 200 件の回収 

顧客満足度 4.0 点 

市民協働で運営する企画の実施 

3 事業/3 団体 

 

（2）情報事業の展開 

1)ミュージックインフォメーションセンターとしての活動について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 公演情報の収集・蓄積、提供を行います。 

● ホールアーカイブスの構築を進めます。 

■ 公演情報の発信・提供を行います。 

コンサートカレンダー発行 4 回 

平成 22 年度リニューアルしたホームページ

のトピックスで、ホールで開催される公演や

関連情報を公開、蓄積していきます。 

トピックス公開件数 50 件以上 

 

2）相談、案内、情報提供の充実について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 市民コンシェルジェによる情報提供 

● 情報コーナーやフリースペースの提供 

● インターネットを使った情報提供 

■ 市民コンシェルジェをロビーコンサートで活

用します。 

ロビーコンサート 3 回 

■ ホームページの充実化によりアクセス方法を

多角化、改良するとともに、ホールの特徴や

姿勢をより強く示す編集を目指します。 

総ページアクセス数 月間 12 万件 

関連音楽団体、主要コンサートホールとのリ

ンクの充実 目標 40 件 

■ メールマガジンでの情報提供に対し、利用者

からのフィードバックを受けられるようにするこ

とで、より効果的な宣伝・告知を行います。 

新規登録 200 件 
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3）アートマネージメント・インターンシップ制度の充実について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 音楽大学を中心としたアートマネージメント

を志す学生を対象としたインターンシップを

受け入れます。 

● アートマネージメント学科を有する大学との

連携関係を維持発展させます。 

● ホームページに、ステージワークに関する新

規コンテンツを作成します。 

 

■ インターン受け入れ 2 名以上 

■ アートマネージメント学生が制作に参画する

公演実施 2 公演 

※ステージスタッフ会議の事務局機能サポ

ート及びホームページでのステージ関連

情報を発信 

■ 新規コンテンツ 2 件 

 

(3)音楽環境整備事業の展開 

1)アーティスト・インキュベーションへの取り組みについて 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 年間事業の中で、積極的に若手アーティス

トの発掘と支援に取り組みます。 

■ 練習場所の提供や主催事業への起用 

■ インキュベーションマネージャー(ホール職

員)による若手演奏家への助言 

■ 10 人への支援 

 

(4)事業企画推進体制の改善 

1)事業プロセスの PDCA サイクルの確立について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 企画委員会を開催します。 

● 外部評価委員会を開催します。 

● 評価から改善へのプロセスを確立します。 

■ 企画委員会を開催し、専門的な意見を事

業企画立案に反映・活用します。 

年 2 回以上開催 

■ 外 部 評 価 委 員 会 を開 催 し、事 業 ・業 務 報

告に対する評価を受け、以降の事業立案

や運営に活用します。 

年１回以上開催 

■ 企画委員会、外部評価委員会、事業実施

時のアンケートをはじめとするお客様の声、

事業ごとの自己評価などを随時、事業運営

に反映させます。 
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2)市民公募企画など新たな企画体制の充実について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 市民プロデューサー講座における、市民企

画の提案募集、企画公募など協働体制へ

の取組み 

● アートマネージメントを専攻する学生と共同

での企画制作・運営 

企画公募など協働体制への取組み 

● 市民団体と共同での企画制作 

企画公募など協働体制への取組み 

 

■ 講座受講生による企画提案 年 1 回 

■ アートマネージメント学生が企画・制作に関

わる事業の実施 2 公演 

■ 市民 NPO 団体との共同制作事業を実施 

2 公演 

 

(5)来館促進策の推進 

1)広報戦略の積極的展開について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 広報リリースの他、各メディア担当者を定期

的に訪問します。 

● アンケート調査により、事業内容別の広報

展開を工夫します。 

● 近 隣 施 設 と連 携 した広 報 展 開 を実 施 しま

す。 

 

■ 広報リリースのほか、定期的な個別訪問に

よる、積極的な広報を展開 

掲載数 対前年度比 5％増 

■ お客様の沿線調査（公演アンケート）等によ

る効果的な広報強化 

主催事業入場者 前年度比 5％増 

■ みなとみらい地区の広報委員会との情報交

換で近隣マンションの管理組合と密な関係

を構築 

広報委員会への出席 

 

 

2）来館促進制度の充実について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 会員に対するオリジナルイベントを継 続して

実施し、会員制度を充実します。 

● Miraist Club 入会キャンペーンを実施します。

● 主催以外の公演も対象とした会員特典の

充実に努め、会員の満足度向上を目指し

ます。 

● 広報コンテンツの充実によって、ホールに

対する幅広い関心の喚起に努めます。 

 

■ 会員向けイベント 年 2 回以上実施 

■ Miraist Club 入会キャンペーンによる年間新

規入会者 400 名 

■ メールマガジンを 22 年度に引続き、月 2 回

以上発行 

■ ホームページの総ページアクセス数 

月間 12 万件 
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3）チケット販売戦略の充実について 

[取組み内容] [達成指標] 

● メディア露出による事業周知などにより販売

を促進します。 

● お客様が来場しやすいチケット制度を設定

します。 

 

■ 各メディア担当者とのパイプを生かした広報

活動の実践 

掲載数 対前年度比 5％増 

■ 学生向けチケット・ハーフタイムチケットの設

定 5 公演 

■ ハーフタイムチケットの設定 2 公演 

 

3 施設の運営に関する事業計画 

（1）常に快適で安全なコンサートホール空間の提供について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● お客様の声の反映と顧客満足の継続的向

上を図ります。 

● 事故発生ゼロを継続します。 

 

 

■ アンケートを通年実施するほか、日々の業

務記録(開館日数分)の確認を行って常に

お客様の動向の変化に気を配り、業務改

善および改善提案を行います。 

■ 施設・スタッフに対する顧客満足度 4.0 点

■ 各種研修や防災訓練を行います。 

新採用者に対する個人情報・AED 研修 

年１回以上 

消防・防災訓練 年 2 回以上 

 

（2）利用者と一緒にコンサートを作り上げる体制について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 相談、事前打合せの充実を図ります。 

● リピート利用者については履歴を収集整理

し、簡易かつ的確な打合せを実現していき

ます。 

● すべてのスタッフの舞台運営の知識を向上

させます。 

● 公演運営のアドバイス、相談機能を充実し

ます。 

● 施設や運営についての知識を共同事業体

間・職員相互で活用し、密な情報交換を行

い、よりよい運営のためのノウハウ向上を目

指します。 

● 利用者に限らず一般的な相談や質問に応

じる体制を作ります。特にステージ運営に関

する相談機能の充実を図ります。 

■ 相談、事前打合せ 年約 550 件 

来館での公演打合せ 350 件 

電話・ＦＡＸなどでの打合せ 200 件 

■ 新規利用者に対し下見・施設説明を効果

的に行い、スムースな公演実施に結び付け

ます。 

新規利用対応、下見等 60 件 

■ 企画運営会議 原則週 1 回 

部署ミーティング 原則月 2 回 

環境整備委員会 2 回以上 

■ ホームページに関連コンテンツを作成 

一般からの質問コーナー 年 1 回実施 
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（3）施設の最大限の有効活用について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 営業強化等により利用率向上を目指し、目

標稼働率を達成します。 

● リハーサル室、レセプションルームなどの貸

出をより拡大し、施設を多面的に活用しま

す。 

● ロビー開放デーとして演奏会開催時以外

にエントランスロビーを開放し、ロビーコンサ

ート、情報コーナー、ショップ営業、休憩ス

ペース設置などを行います。 

 

■ 利用率目標 

大ホール：90％ 

小ホール：98％ 

リハーサル室：40％ 

レセプションルーム：12％ 

音楽練習室（6 室平均）：80％ 

■ ロビー開放 年間 14 回 

 

（4）市民との協働、連携によるホール運営の推進について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 市民ボランティアや学生インターンが公演

運営に参加し、NPO やボランティアとの参

画体制を実現します。 

● 周 辺 施 設 と連 携 し街 の賑 わいを創 出 しま

す。 

■ 市民ボランティアや学生インターンが運営

に参加する事業 20 公演/企画 

■ 街の賑わいを目的とした、専門施設や近隣

商業施設との連携イベント 年 2 回 

 

（5）明確な責任体制による運営について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 企画・広報に専門性の高い人材を配置し、

体制を構築します。 

● オルガン運営に対する体制を整備します。 

● 舞台技術における専門体制を整備します。

● 管理運営の専門体制を整備します。 

● スタッフを外 部 の研 修 等 に積 極 的 に派 遣

し、広い視野とホールの運営、事業企画に

関する実務の習熟に努めます。 

● ホール案内業務担当スタッフ(レセプショニ

スト)に対し、新人研修やスキルアップ研修

を、ホール内部に蓄積されたノウハウで実

施します。 

 

■ 音楽芸術分野の第一人者を館長として配

置するとともに、舞台芸術産業従事経験者

を要所に配置します。 

■ 「オルガン委員会」を年１回開催し、専門的

な意 見 をオルガン事 業 の立 案 に活 用 しま

す。 

■ 舞台業務に実績のある、東京舞台照明の

職員が常駐して公演の対応にあたります。 

1 公演あたり 3 名体制 

■ 施設管理に高い専門性を有する東急コミュ

ニティーの職員が常駐します。 

ホール事務室 開館時間常駐体制 

ホール管理センター 24 時間常駐体制 

■ 外部研修参加 2 回以上 

■ 案内業務研修 3 回以上実施 
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（6）「街の中の音楽院」運営について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 目的別の講座を開設し、広く参加者を募り

ます。 

； ミュージックスタジオの設置と運営体制の

 構築 

● 講座に参加した市民がホール事業に参画

する仕組みを作ります。 

； 講座等の効果的な展開 

 

■ 「市民活動展開プログラム」参照 

「街の中の音楽院」 参加者：300 人 

■ 講座参加者が主導し制作するホール事業

の実施を指導・支援します。 

2 公演/講座 

 

（7）ホール広報の展開について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 各事業におけるホール広報を徹底します。 

； メディア連携の強化と戦略広報展開 

● 周辺地区の広報会議やマンション自治会

へ参加します。 

； みなとみらい地区商業施設等との協力関

 係の深化 

 

■ 事業 PR・ホール PR を兼ねた効率的な広報

物の制作。 

■ 情報提供や広報連携を目的とした、みなと

みらい地区会議への出席 12 回予定 

広報連絡会への参加 12 回予定 

 

（8）ニーズに基づくサービス向上について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 昨 年度 同 様、利 用者 懇 談会 を開 催 し、ニ

ーズ・課題の把握解決を図ります。 

● 事業来場者に加え、施設利用者へのアン

ケートを通年実施し、ニーズ把握の多角化

を実現します。 

● レセプショニストを中心に全スタッフが障が

い者や高齢者へのよりよい対応を含む研修

を実施し、対応の迅速化を図ります。 

● チケットセンターやミューズショップのサービ

ス向上を図ります。 

 

■ 利用者懇談会 1 回実施 

■ 大小ホール利用者へのアンケート 

目標回答数 20 件以上 

■ マネージャーミーティング 10 回 

レセプショニスト研修 3 回 

■ インターネット経由での、チケット購入率 5％

■ 新規商品開発 3 件（友の会含む） 
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4 施設の管理に関する事業計画 

（1）安全、安心プラス快適な施設の維持管理について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 過失事故発生のない安全、安心の維持 ■ 設備・備品の定期点検・予防補修を実施し

て、事故を未然に防ぎます。 

過失事故目標 0 件 

■ 60 万円以上の改修案件については速やか

に横浜市に報告し、資料をまとめて改修提

案を行います。 

 

（2）環境への負荷の軽減について 

[取組み内容] [達成指標] 

● グリーン商品・リサイクル品を積極的に導入

します。 

● ごみ削減をさらに進めます。 

● 適切な環境維持管理とより良い施設運営を

目的とした情報・技術交換のため、共同事

業体 3 社による環境保全委員会を開催しま

す。 

 

■ 消耗品での購入割合 20％ 

■ 利用者についてはゴミの持ち帰りを原則と

し、業者回収をすすめ、ごみ削減に努めま

す。 

■ マニフェストに準じたゴミの分別収集を実施

します。 

■ 環境保全委員会 年 2 回以上開催 

 

（3）適切な環境維持管理について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 定期環境測定を実施するほか、必要に応

じた検査対策を行います。 

● 毎日のお客様情報を常駐各社が共有し、

お客様目線の環境維持を図ります。 

 

■ 業務仕様に基づく、測定の実施 

■ 週間スケジュール・各種業務報告による、

情報共有 常時 

 

（4）施設予防保全への取り組みについて 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 日常メンテナンス・定期保守点検の実施 

● 中期的維持管理・修繕計画の作成と運用 

● 将来の改修計画策定に役立てていただく

ため、指定管理期間にとらわれず、現状に

即した中長期修繕計画や段階的改修案を

横浜市に提供します。 

 

■ 業務仕様に基づく、定期点検等の実施 

■ 横浜市の求めに応じた、資料作成 

■ クイーンズスクエア横浜管理組合が作成し

たホール街区の中長期修繕計画からの進

捗管理を横浜市とともに行います。 

■ 管理組合事務局会議参加など、横浜市の

求めに応じた情報共有  常時 

■ 修繕計画の進捗管理 
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5 その他の計画 

（1）危機管理対策の充実について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 危機管理マニュアルの運用と最適化 

● 非常時対応の運用 

 

■ QSY 共同防火管理協議会に参加し、地域

の情報を共有。「危機管理マニュアル」を必

要に応じて再整備し、最適化して運用しま

す。 

■ 天 災 、人 災 を問 わず、危 機 の際 に迅 速 に

行動できるよう、研修ほか情報の共有を行

い、利 用 者 ・スタッフの安 全 確 保 を図 りま

す。 

■ 消防/防災訓練 2 回（うち 1 回は実際の公

演とともに実施する「避難訓練コンサート」） 

 

（2） 自己評価、PDCA サイクルの導入と確実な運用について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 業務記録の分析、保管 

● 自主事業評価シートによる事前、事後評価

の実施と業務分析 

● 企画委員会、外部評価委員会の開催 

■ 日常業務を記録蓄積し、それらを元にモニ

タリング等にも対応します。 

業務日誌の作成 常時 

■ すべての主催事業について自己評価と分

析を行います。 

■ 有 識 者等 による委 員 会を開 催 し、主 催事

業、日常業務に対する評価を受け、業務に

反映させます。 

企画委員会 2 回 

外部評価委員会 1 回 

 

 

（3）サービス評価、市民認知度等の把握と対応について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 利用者サービス評価の把握と反映 

 

■ 利用者懇談会を実施し、利用者のニーズを

集め、課題の把握と解決を図ります。 

利用者懇談会 １回 

■ 事業来場者や施設利用者へのアンケートを

通年実施し、評価の把握を行ないます。 
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（4）情報公開、説明責任の的確な実施について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 「情報公開に関する規程」等に基づく情報

公開を行い、適切な制度維持に努めます。

■ 事業計画・事業報告等を、横浜市や代表

団体のホームページ上で公開します 

■ 年 2 回以上更新 

 

6 収支について 

（1）コスト削減について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 次期指定管理にむけ、恒常的な管理費削

減のために取り組みます。 

● 光熱水費については、地球温暖化によるエ

ネルギー消費量拡大および機器老朽化に

伴うエネルギー効率低下のなかで費用削

減を行うため、引き続き統計をとり、劣化の

予兆を把握して、上下水道や電気使用器

具の省エネ型への交換・改善の提案を横

浜市に行います。 

 

■ 5 年間で 4,000 千円の管理費削減は既に

達成していますが、引き続き経費の見直し

を行います。 

■ 指定管理期間中のエネルギー消費量推移

表 作成 

 

（2）収入向上への努力について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 稼働率の向上による利用料金収入の増 

● 入場者数の向上による事業収入の増 

■ リハーサル利用の積極的受入れ・多角的な

施設利用の提案などにより、利用料金収入

増を目指します。 

■ 広報・販促活動等により民間事業者の公演

を集客面でも支援し、施設利用増による施

設利用料金収入増を目指します。 

■ 広報強化等により入場者数の向上を図り、

事業収入増を目指します。 

 

 

（3）外部資金導入、広告等獲得の拡大について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 財務顧問の助言に基づき、企業協賛金の

獲得を図ります。 

● 事業内容に即した効果的な助成金の獲得

を行います。 

■ 企業協賛金獲得目標 9,094 千円 

■ 助成金獲得目標 13,030 千円 
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【横浜みなとみらいホール事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術創造・発信）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 4月 トリオ・リベルタ 大ホール

神奈川フィルのコンサートマスターの石田泰尚
を中心とし、サックスとピアノのクラシック奏
者で結成された変則的編成のトリオ・アンサン
ブル。ピアソラの作品を中心に、映画音楽やポ
ピュラー音楽も演奏。

2
7月
｜
1月

【海の上の音楽会】
神奈川フィルの名手たちⅠ～Ⅲ

小ホール

神奈川フィルの楽団員による室内楽コンサー
ト。神奈川フィルの高いレベルの演奏を市民へ
紹介するとともに、高度なアンサンブルが要求
される室内楽を取り上げることで、楽団員の演
奏レベルの向上を図る。

3 9月
【海の上の音楽会】
ヴェーラ弦楽四重奏団

小ホール

レジデンスカルテット的な存在であるヴェーラ
弦楽四重奏団によるコンサート。２００７年に
当ホールでの結成コンサート以来、ベートー
ヴェンの弦楽四重奏曲の全曲演奏を目指す。

4 9月 ＮＨＫ交響楽団２０１1横浜定期演奏会 大ホール

年に１回、ＮＨＫ交響楽団の定期演奏会を横浜
で開催する。2011年度は、ヘルベルト・ブロム
シュテットの指揮でブルックナーの交響曲を演
奏。

5 9月 シネマ×パイプオルガン 大ホール
09年、10年と大好評であった、サイレントシネ
マとパイプオルガン演奏のコラボレーション。
2011年度も、同企画を他ホールで開催予定。

6 11月 エフゲニー・キーシン ピアノリサイタル 大ホール
横浜ではおなじみの、エフゲニー・キーシンの
演奏会。デビュー３０周年の来日で、意欲的な
プログラムを予定。

7 11月
【インプレッシブ・シリーズⅣ】
パーヴォ・ヤルヴィ指揮パリ管弦楽団＆
パーヴォ・ヤルヴィ トークイベント

大ホール

当ホールと関わりの深いアーティストの一人で
あるパーヴォ・ヤルヴィが、パリ管弦楽団を率
いて来日。横浜ではデュカスの「魔法使いの弟
子」やベルリオーズの幻想交響曲を演奏予定。
別日程で、青少年を中心とした市民とのトー
ク・イベントも計画。

8 12月 10人のミラクルトランぺッター 大ホール

10人の世界的トランぺッターが一緒に演奏する
ユニークなアンサンブル。ジャンルにとらわれ
ない、幅広いレパートリーを持ち、楽しいス
テージを繰り広げる。

9 12月 クリスマス・パイプオルガン コンサート 大ホール

12月は１ドルコンサートの代わりにパイプオル
ガンを使ったクリスマスコンサートを開催。な
じみのクリスマス曲を中心に、オルガン音楽の
普及も図る。

10 12月
【インプレッシブ・シリーズⅤ】
宮本益光と加藤昌則による歌曲コンサート
「二本の木～夫婦がん日記」

小ホール

癌に冒された夫婦が、お互いに励まし合いなが
ら残された時間を生きていく「夫婦愛」を綴っ
た手記を、バリトン歌手宮本益光と作曲家加藤
昌則が歌曲にする。

11 12月
横浜みなとみらいホール
ジルヴェスターコンサート2011-2012

大ホール

毎年恒例のコンサート。大晦日に、この日のた
めに結成されたオーケストラと一流のソリスト
を迎えてガラ・コンサートを開催。出演者、来
場者、会場一体となり新年の変わり目を楽し
む。

12 2月
聖トーマス教会合唱団＆ゲヴァントハウス
管弦楽団「マタイ受難曲」

大ホール
バッハと縁の深いライプチッヒの聖トーマス教
会合唱団とゲヴァントハウス管弦楽団による
「マタイ受難曲」の演奏会。

13 3月 オルガンリサイタル２９ 大ホール
当ホールのオルガン事業の核となるオルガン・
リサイタル。パイプオルガンの十分に活かした
曲を紹介。
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14 未定
【海の上の音楽会】
小ホール・オペラシリーズⅠ～Ⅳ

小ホール

気軽にオペラに親しんでもらう、をコンセプト
に舞台美術・道具を簡略化して低料金の入場価
格を設定した、小ホールオペラ・シリーズ。邦
人作品、子供向け、名作など４公演実施予定。

15 未定 Just Composed in Yokohama 2012 小ホール

新進作曲家に新作を委嘱、次世代に繋ぐ音楽を
作っていく事業。その年の演奏者を加えた選定
委員により、若手作曲家を選定、小ホールにて
作品発表をする。また同時に過去同事業での委
嘱作品も再演。関連事業として選定委員白石美
雪氏によるプレ・レクチャーを別日程で開催。

16 未定 小ホール邦楽コンサート 小ホール
企画委員三橋貴風氏のプロデュースによる、小
ホール邦楽コンサート。

17 通年 横浜芸術アクション事業 大ホール・小ホール、他

平成23年度から3年間かけて行う、専門施設の
ポテンシャルを発揮するプログラム。ホールの
特性を活かし市民と音楽を繋ぐ事業を実施。平
成23年度は準備期間として、企画立案やプレ事
業ほか、基盤作りを行う。

■芸術文化の創造及び発信（新進芸術家発掘）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
5月
｜
8月

かながわ音楽コンクール入賞者記念演奏会
クリスタルコンサート

小ホール
神奈川の音楽家の登竜門、「かながわ音楽コン
クール」のフルート部門・ヴァイオリン部門の
予選、および入賞者記念コンサート。

2 7月

池辺晋一郎プロデュース
「オペラの音符たちⅡ」
レオンカヴァッロ作曲歌劇「道化師」（演
奏会形式）

大ホール

前年度好評だった演奏会形式オペラ「カヴァレ
リア・ルスティカーナ」に続くき、同じくヴェ
リズモ・オペラの代表作の「道化師」を上演。
前半は厳選された序曲集を館長他のトークとと
もにお届けする。オペラ部分は三鷹市芸術文化
センターとの共同制作。

3 8月

～サマー・ミュージック・ウィーク～（仮
題）
【クラシック・クルーズ　スペシャルコン
サート】
金の卵を探せ！

大ホール

地元在住の音楽家達によるＮＰＯ法人との共同
企画。ピアノやヴァイオリンを勉強している子
供達を公募し、オーディションで選抜。一流奏
者達の伴奏で協奏曲を演奏。

4 10月
第40回インターナショナル・ジュニア・オ
リジナル・コンサート

大ホール

全世界のヤマハ音楽教室で学ぶ15歳以下の子供
たちが感じたことを曲として表現し、自ら演奏
を行うコンサート。各地域でのコンサート開催
を経て集まった優秀者の披露演奏会として行わ
れる。

5 11月
【インプレッシブ・シリーズⅢ】
第30回横浜市招待国際ピアノ演奏会＆出演
者と子供達との交流イベント

小ホール

世界的なピアノコンクールの入賞者から若手ピ
アニストを４人選出し、いち早く横浜で紹介。
演奏会だけではなく、ピアノを勉強している、
或いはピアノに興味を持っている子供達と出演
者との交流イベントも企画予定。

6 12月
第６３回全日本学生音楽コンクール／
クラシックヨコハマ「生きる」

大・小ホール

日本音楽コンクールの学生版でもある歴史ある
コンクール。全国の予選を通過してきたレベル
の高い演奏が、横浜みなとみらいホールで競わ
れる。優秀者は大ホールでの「生きる」コン
サートのほか、横浜みなとみらいホールの主催
公演にも起用。

7 － ホールオルガニスト・インターンプログラム
ホールオルガニストを育成するプログラム。１
年間に渡る主催事業を経て、ホールオルガニス
トとなるための経験を積む。
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■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 4月
出逢える音季シリーズ「バロック音楽」
（仮）

小ホール
小ホール・室内楽シリーズの一環として、響き
の良さを生かした演目を展開。バロックヴァイ
オリンとチェンバロの共演を予定。

2 5月
【こども未来ミュージック・プログラム】
横浜みなとみらい「こどもの日」コンサー
ト

大ホール

毎年「こどもの日」に行う、子ども対象オーケ
ストラコンサート。テーマを決め、関連した曲
を神奈川フィルが演奏。０歳から誰でも入れる
公演と、就学児以上を対象にした公演１日２公
演を実施。

3 6月
【インプレッシブ・シリーズⅠ】
エヴェリン・グレニー　パーカッション
リサイタル

大ホール

聴覚のハンディを乗り越え、２度のグラミー賞
を獲得したスコットランド出身のパーカショニ
ストによるコンサート。コンサートには補聴シ
ステム（ボディソニック等）を備えた席を設
置、聴覚障がい者を招待するほか、本人と障が
いのある子供達やその家族との交流企画を予
定。

4 7月 第20回よこはまマリンコンサート 大ホール

横浜在住の音楽家による、声楽、ピアノ、弦楽
合奏等によるバラエティに富んだ内容の演奏
会。毎年海の日にちなんで開催し、夏の風物詩
として定着した公演。横浜を拠点とする音楽の
専門家による団体との協働により実施。

5 7月 日本フィル・夏休みコンサート 大ホール
小学生を中心とした世代が親子で楽しめる、
オーケストラ演奏に司会や参加型の曲を交えた
コンサート。

6 7月
フランス月間コンサート
ボルドー音楽祭

小ホール

フランス月間のこの期間に、フランスからの
アーティストがコンサートとワークショップを
開催。横浜みなとみらいホールでは、ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ
のﾌｨﾅｰﾚとしての室内楽コンサートが小ﾎｰﾙで開
催される。

7 8月

～サマー・ミュージック・ウィーク～（仮
題）
【インプレッシブ・シリーズⅡ】
モナコ少年合唱団

大ホール

可愛らしい「モナコの親善大使」としての役割
を担って、世界各国でのツアーを行っているモ
ナコ少年合唱団によるコンサート。クラシック
からポピュラーの名曲を演奏。地元のジュニア
合唱団との国際交流も予定。

8 8月

～サマー・ミュージック・ウィーク～（仮
題）
【海の上の音楽会】
ハマのジャックのワークショップ＆コン
サート

小ホール

地元在住の音楽家達によるＮＰＯ法人との共同
企画。ファミリーで楽しめる内容の室内楽公演
を開催。公演の前には、弦楽器や管楽器のワー
クショップを実施。

9 8月
池辺晋一郎プロデュース
「いのちの音符たち」

小ホール
６人の女優が、原爆体験をした子供達の手記や
詩を朗読、原爆の悲劇を館長・池辺晋一郎の音
楽と合わせて語り継ぐ。

10 9月
【こども未来ミュージック・プログラム】
０歳からのオルガンコンサート

大ホール

０歳児から入場可のオルガンコンサート。オル
ガンだけではなく、歌も入り一緒に会場内での
合唱もある。乳幼児とお母さんが一緒に音楽を
聴くことの出来る数少ないコンサート。

11 9月
ヴィルトゥオーゾ横浜
第１０回演奏会

小ホール

横浜を拠点とする音楽家による常設の弦楽合奏
団と協働で実施する定期公演。弦楽合奏のため
の名曲の他、作曲家への委嘱により、横浜から
新作を発信。

12
9月
｜

10月
心の教育ふれあいコンサート 大ホール

横浜市内の小学校、聾学校、養護学校、盲学校
の４、５、６年生を対象とした地元神奈川フィ
ルの演奏によるオーケストラコンサート。10日
間20公演に亘り、約33,000人の小学生が横浜み
なとみらいホールで生のオーケストラ・サウン
ドを体感。
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13 10月 栗友会コロ・フェスタ 大・小ホール

合唱指揮で第一人者である栗山文昭の傘下の合
唱団が、一堂に会する合唱フェスティバル。全
国を巡回して行われているものを横浜で、小
ホール・大ホールと2日間にわたって開催。

14 11月
シエナ・ウインド・オーケストラ定期演奏
会

大ホール

国内トップクラスのプロ吹奏楽団であるシエ
ナ・ウインド・オーケストラの定期演奏会を、
一時期のブランクを経て横浜に再誘致。吹奏楽
がさかんな横浜を機軸のひとつとして活動して
もらい、吹奏楽の浸透・発展に寄与していく。

16 通年 オルガン・１ドルコンサート 大ホール

パイプオルガン音楽の普及のためのコンサー
ト。毎月１回、ランチタイムに４０分間という
長さで開催。当日１ドルか１００円を支払って
入場してもらうという、気軽に入れるスタイル
を取っている。

17 通年 みなとみらいクラシック・クルーズ 大ホール

毎月開催のランチタイム・コンサート。１日に
別内容で２回公演。低料金、短時間、分かり易
い内容で、クラシック音楽の周知を図る。８月
は「金の卵を探せ！」で別事業で開催。

18 通年
日本フィルハーモニー交響楽団
横浜定期演奏会

大ホール
在京オーケストラのひとつである日本フィル
ハーモニー交響楽団の横浜定期演奏会。年末に
は「特別第九」演奏会を開催。

19 通年
神奈川フィルハーモニー管弦楽団
定期演奏会

大ホール
地元神奈川フィルによる定期演奏会。常任指揮
者金聖響のもと、意欲的なプログラムを演奏。

20 通年
読売日本交響楽団
みなとみらいホリデー名曲コンサート

大ホール
在京オーケストラの一つである読売交響楽団
は、当ホールでは名曲コンサートを開催、オー
ケストラ音楽愛好層の拡大を図る。

21 通年
貸館鑑賞公演支援
みなとみらいアフタヌーンコンサートほか

大ホール

平日の大ホールなど、貸館として利用しにくい
時間帯に演奏会開催を促進し、併せて質の高い
鑑賞型事業を誘致する。平日については比較的
入場料が低めの名曲コンサートが中心。休日に
は、広い地域からのクラシック・ファンが横浜
に来場するような企画誘致を目指す。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 7月
【こども未来ミュージック・プログラム】
ＮＨＫ交響楽団演奏者による吹奏楽コン
クール課題曲クリニック

大ホール
中高生の吹奏楽部員を大ホールに集め、夏休み
時期に、一流演奏家の指導によるコンクール課
題曲クリニックを実施。

2 8月

～サマー・ミュージック・ウィーク～（仮
題）
【こども未来ミュージック・プログラム】
こどもオペラワークショップ

大ホール

親子で楽しめる、オペラのおもしろさをわかっ
てもらうワークショップ。地元のオペラ団体と
連携しながらの事業。大ホールの特徴を活かし
た利用で、「開かれたホール」を目指す。

3 8月

～サマー・ミュージック・ウィーク～（仮
題）
【こども未来ミュージック・プログラム】
オルガンわくわく大作戦

大ホール

夏休みの行事として定着している子供対象のオ
ルガン事業。ワークショップからコンサート、
オルガン実演体験まで、年齢層により様々な企
画を用意。

4 11月 全日本高等学校吹奏楽大会 大ホール

2009年まで主にパシフィコ横浜で開催されてい
たが、音響の優れたコンサートホールでの開催
を2010年度より支援。演奏ﾚﾍﾞﾙの高い高校が全
国から集まって交流をする、市民活動支援のみ
ならずシティセールスにも大きく貢献するイベ
ント。

5 2月
みなとみらい
アマチュア室内楽フェスティバル

小ホール

日本全国各地からの公募、選考により集まった
クラシックから邦楽他、様々なジャンルのアマ
チュアグループによる音楽フェスティバル。選
考基準は演奏レベルだけではなく、応募書類の
個性も重視するというユニークなもの。
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6 未定
【インプレッシブ・シリーズⅥ】
盲特別支援学校パイプオルガンワーク
ショップ

大ホール

視覚障がいのある盲支援学校の生徒を対象とし
たワークショップ。オルガンの迫力ある音を聴
かせたり、実際にパイプに触れたり、楽器を演
奏させたり、パイプオルガンのイメージを膨ら
ませてもらう。

7 未定
【こども未来ミュージック・プログラム】
横浜みなとみらいアウトリーチ プログラ
ム

市内小学校

市内小・中学校へのアウトリーチ事業。オペラ
歌手や一流の演奏家の本物の音楽を子供達に聴
いてもらう。また、吹奏楽部への楽器クリニッ
クも実施予定。

8 未定 Music Studio 街の音楽院 ６Ｆスペース
６Ｆスペースを利用した、市民対象の音楽講
座。鑑賞公演だけでは得難い知識を持ち、新し
い音楽の楽しみ方を提案。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 4月 国際シニア合唱祭ゴールデンウェーブ 大ホール

全国から約80団体、3,000人のシニア合唱団が
横浜に集結し、２日間にわたり横浜みなとみら
いホールで演奏。ホスピタリティー溢れる合唱
祭典と各団体の交流の場として横浜の魅力をア
ピール。

2 8月
ヤングアメリカンズ・ジャパンツアー2011
夏in横浜

大ホール

約50人からなるアメリカから来たヤングアメリ
カンズが、30人の子供達に歌や踊りなどのパ
フォーマンスを指導。最終日は、子供達とヤン
グアメリカンズとのショーを開催。

3 2月 第32回コーラル・フェスト 大・小ホール
横浜市内の合唱団が参加する合唱祭。運営・制
作など、各合唱団から集まった実行委員会が行
う。市民協働事業。

4 未定 屋上庭園コンサート ６Ｆ中庭

普段小ホール公演時の休憩スペースとなる６階
中庭を有効活用したコンサート。若手演奏家を
起用し、廉価の入場料設定で音楽層の拡大と若
手育成事業を兼ねる。

5 未定 レセプションルーム・コンサート レセプションルーム

６階のレセプションルームを有効活用したコン
サート。「屋上庭園」と同じく、音楽層の拡大
と若手育成を兼ね、レセプションルームのロ
ケーションを活かしたコンサートを実施。

■芸術文化活動拠点の開発及び運営

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 未定 ロビー・コンサート エントランス
１階エントランスで若手演奏家を起用したミニ
コンサートを実施。ホールへお客様を呼び込
み、若手演奏家の活動支援を目的とする。

2 未定 避難訓練コンサート 大ホール

もし公演の最中に地震が起こったら、火災が発
生したら・・・、公演中の災害を設定したコン
サート。演奏中に警報をならし、実際に避難す
る。消防音楽隊との協力事業。

■芸術文化に関する情報の収集及び提供

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 広報宣伝事業
横浜みなとみらいホールの施設や事業を包括的
に周知・宣伝する。
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横浜能楽堂 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

「文化芸術創造都市・横浜」の実現のため、横浜能楽堂は「古典芸能の総合的な受・発信基

地」としての役割を果たします。指定管理 1 期目も最終年の 5 年目を迎え、「敷居の低い能楽堂」

をさらに充実させ、より魅力的な「行ってみたい能楽堂」を実現します。それを支えるための人材の

育成を図りながら、指定管理 2 期目へ向け準備の 1 年としていきます。 

 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

開館 15 周年を迎える 23 年度も、開館以来継承している「敷居の低い能楽堂」をコンセプトとし

て、引き続き様々な人たちに一度は足を運んでもらえるような「古典芸能普及のための事業」、芸

術祭にも参加し、発信性が高く全国から足を運んでもらえるような「芸術創造のための事業」に堅

実に取り組みます。 

 

【運営の方針】 

能舞台は 600 年の歴史ある能の専門舞台として世界に類を見ない伝統と格式を誇ります。この

伝統と格式ゆえに利用においては制約があります。施設のこの制約こそが逆に高い付加価値を生

む源でもあります。この付加価値を損なわないように留意しながら、より快適な施設を目指します。 

 

【管理の方針】 

施設利用者、公演来場者、見学者という横浜能楽堂を訪れる全ての人にとって「安心」「安全」

「快適」を提供できるよう維持・管理に努めます。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）能楽等古典芸能のすそ野拡大について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 親子で能楽に親しめる公演を実施します。 

● 気軽に能楽堂に足を運んでいただける公

演を実施します。 

 

■ 「夏休み夢舞台」をリニューアルし、普及公

演「夏休み親子能楽ワンダーランド」を実施

します。 

■ 「横浜狂言堂」年間を通じて毎月実施し、

券売率 65％を目指します。 

■ アンケートを実施し、満足度 4.5（5 点満点）

以上を目指します。 

 

 

（2）能楽鑑賞者をひきつける公演等の取り組みについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 開館 15 周年を寿ぐ公演を実施します。 

● 全国から足を運んでもらえるような企画性の

高い公演を実施します。 

● 鑑賞経験が豊富な方にも満足いただけるよ

うな公演を実施します。 

 

■ 開館 15 周年記念企画公演「祝いの型  

江戸と首里」を開催します。 

■ 特別企画公演「平成版 浄瑠璃姫物語」を

実施し、芸術祭に参加します。 

■ 「特別公演」を実施します。 

■ 各公演とも券売率 65％を目指します。 

■ アンケートを実施し、満足度 4.5（5 点満点）

以上を目指します。 

 

 

（3）障がいのある人への鑑賞機会の拡大について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 障がいのある人へのさまざまなサポート体制

を整えた公演を実施します。 

 

■ 「バリアフリー能」を実施します。 

■ アンケートを実施し、満足度 4.5（5 点満点）

以上を目指します。 

 

 

（4）子どもへの体験講座やワークショップの展開について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 子どもたちが能楽等の初歩を気軽に本格

的に体験できる講座やワークショップを実

施します。 

 

■ 「こども狂言ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ～入門編」、「初めて

の能楽教室」、こども狂言ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ～卒業

編」、「横浜こども狂言会」を実施します。 

■ 「こども狂言ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ～入門編」、「初めて

の能楽教室」において定員の 80％の受講

を目標とします。 
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（5）横浜の資源の活用について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 横浜能楽連盟と協働しながら公演を実施し

ます。 

■ 「横浜能」を横浜ゆかりの曲や出演者により

実施します。 

 

（6）能楽等の理解促進のための取り組みについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● さまざまな古典芸能の魅力にアプローチす

る講座を実施します。 

 

■ 「この人百話一芸」を年 4 回実施します。 

■ 入場率 60％を目指します。 

■ 満足度 4.0 以上を目指します。 

 

 

（7）展示事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 能面や能装束などの展示を通じ、能・狂言

の基本的な知識を学ぶ「常設展」、テーマ

を設けて貴重な資料を借用し展示する「特

別展」を開催します。 

 

■ 「常設展」を常時開催します。 

■ 開館 15 周年記念特別展「祝いの色と文

様」を開催します。 

 

 

（8）来館者、一般市民への古典芸能の情報・映像提供について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「ＮＨＫ能楽鑑賞会」を実施します。 

● 日加先住民族による共同制作の成果を提

供します。 

■ 全国放送で年 1 回放送します。 

■ シンポジウム「現代社会における伝統芸能

の保存と創造 ～Susuriwka を例として」を

開催します 

 

 

（9）その他について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 西区に協力して公演を実施します。 

 

■ 「横浜かもんやま能」を実施します。 
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3 施設の運営に関する事業計画 

（1）伝統空間の維持とホスピタリティの向上 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 文化財としての建物を維持し、その価値を

広く知っていただくために有料の催しがな

いときに見学ができるようにします。 

 

■ ガイド付き見学を年間 12 回開催します。 

 

（2）貸し館利用の促進の工夫について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 利用率向上のため、可能な限り受付期間

にとらわれない施設の貸出を実施します。 

■ 目標利用率： 

本舞台（日）30％、第二舞台（コマ）35％、 

研修室（コマ）25％、楽屋（コマ）25％ 

 

 

（3）広報について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 無料で展開できる媒体を中心に効果的・効

率的に広報を実施します。 

■ 新聞・雑誌への記事掲載：年間 24 回（平均

月 2 回ペース） 

■ NHK の全国放送で年 1 回放送 

 

 

（4）専門対応力とサービスの質の向上について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● スタッフのスキルアップを図り、質の高い運

営を目指します。 

■ スタッフ向けの研修を実施します。 

■ アンケートによる満足度 4 点以上（5 点満

点）を目指します 

 

 

（5）多角的ニーズの把握。分析について 

[取組み内容] [達成指標] 

● アンケートを実施します。 ■ 見学者・自主事業参加者・友の会会員に

対してアンケートを実施します。 
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（6）サービス開発、提供について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 施設利用予約システムのリニューアル 

● ホームページのリニューアル 

 

■ 不安定な動作環境にある現システムを改善

します。 

■ 利用者の方が使いやすいホームページに

改めます。 

 

 

（7）適切な運営組織・人材の確保について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 適切な運営組織・人材の確保に努めます。 ■ 古典芸能の知識・文化施設運営の経験豊

富な人材を確保します。 

 

 

4 施設の管理に関する事業計画 

（1）修繕・保守計画について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 耐用年数切れの設備が多く、日々施設トラ

ブルに見舞われています。予算が厳しい中

修繕の優先順位付けに留意しつつ、不具

合の早期発見を行います。 

■ 専門的技術スタッフによる設備機器類のき

め細やかな点検を実施します。 

年間定期保守点検の実施 

■ 不具合の早期発見を行い、事故を未然に

防ぎます。 

設備機器の運転停止事故 ゼロ 

 

 

（2）安全管理計画について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「危機管理マニュアル」に基づき、災害時に

観客を安全に誘導できるようスタッフ訓練を

行います。 

 

■ 消防訓練を 2 回実施します。 

■ 消防設備機器の取り扱いを再学習し、さら

に最新の防災の知識を獲得します。 

 

（3）利用者、来館者からの快適評価の獲得について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 事業実施時のアンケートをはじめとし、日常

業務から得られたお客様の声を事業運営

に反映します。 

■ アンケートによる施設の快適評価 4 以上を

獲得します。 
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5 その他の計画 

（1）業務記録について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 業務記録の分析、保管を行い、モニタリン

グへの対応体制の整備をします。 

 

■ 業務日誌、警備日誌、清掃日誌等を作成

し記録します。 常時 

■ 上記資料をもとに、モニタリング時に適切に

対応します。 

 

（2）情報公開について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 財団のガイドラインに基づき情報公開を行

い、適正な制度維持を行います。 

■ 事業計画や記者発表資料などを財団ホー

ムページにて公開します。 

 

 

（3）個人情報の取り扱いについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 財団のガイドラインに基づき適正に管理・保

護に努めます。 

■ 財団のガイドラインに基づき適正に管理・保

護に努めます。 

 

 

6 収支について 

（1）コスト削減について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● コスト削減の努力をします。 

 

■ 日々の業務遂行上、常に高い意識で無駄

の無い運営を心がけます。 
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【横浜能楽堂事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術創造・発信）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 6月 横浜能楽堂開館15周年記念公演 横浜能楽堂本舞台

第１日「翁」観世喜之
能「江野島-道者」観世喜正

第2日「花売の縁」親泊久玄

2 10月
横浜能楽堂特別企画公演
「平成版 浄瑠璃姫物語」

横浜能楽堂本舞台
「平成版 浄瑠璃姫物語」
桐竹勘十郎　上原まり

3 未定 開館15周年記念特別展 横浜能楽堂展示廊
「開館１５周年記念公演」に併せ能装束と琉球
舞踊の衣裳を展示

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
4月
｜
1月

横浜能楽堂講座「この人百話一芸」 横浜能楽堂本舞台
古典芸能界からゲストを招き、前半はそのひと
が歩んで来た道、後半はとっておきの一芸を披
露してもらい芸談を聞く。

2 7月
横浜能楽堂普及公演「夏休み親子能楽ワン
ダーランド」

横浜能楽堂本舞台 ほか
夏休みに親子で能楽に親しめる鑑賞型と体験型
を組み合わせた公演を実施。

3 8月 横浜能楽堂特別公演 横浜能楽堂本舞台
狂言「無布施経」野村萬
能「野宮」塩津哲生

4 11月 第28回横浜かもんやま能 横浜能楽堂本舞台 西区ふるさと協議会と共同主催による公演。

5 12月 横浜能楽堂特別公演 横浜能楽堂本舞台
狂言「寝音曲」山本則俊
狂言「楽阿弥」山本泰太郎
狂言「祇園」山本東次郎

6 1月 NHK能楽鑑賞会 横浜能楽堂本舞台 NHK能楽鑑賞会

7 3月 横浜能楽堂普及公演「バリアフリー能」 横浜能楽堂本舞台

さまざまな障がいを持つ人が気兼ねなく能・狂
言を楽しむことができるよう、介助者１名まで
無料、点字解説、手話解説等の条件整備をした
公演。

8 通年 横浜能楽堂普及公演「横浜狂言堂」 横浜能楽堂本舞台
気軽に能楽堂へ足をはこんでいただけるよう、
毎月第２日曜日を「狂言の日」とした。解説付
きで狂言２曲が２０００円の低料金の公演。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 4月 「横浜こども狂言会」 横浜能楽堂本舞台

こども狂言ワークショップ-卒業編-の修了生と
そのOB組織である「いろはの会」のメンバー
が、本舞台で、本物の装束を付け、狂言を上演
する。

2 8月 こども狂言ワークショップ～入門編～ 横浜能楽堂第二舞台

子どもたちに、気軽に狂言に触れてもらうた
め、３回にわたり扇の使い方、足の運び、小謡
など基礎的な稽古をした後、３日目には狂言の
一部を演じる。受講生は、併せて「夏休み夢舞
台」も鑑賞。
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3
10月
｜
1月

横浜能楽堂ワークショップ
「初めての能楽教室シリーズ」

横浜能楽堂・楽
屋

研修室・第二舞
台

本舞台

初心者（未経験者）を対象に、初めての教室シ
リーズとして「謡　仕舞」「能管」「太鼓」の
３教室を開講する。１０回のお稽古の後、３教
室合同発表会を行う。能楽の裾野の拡大を目指
し、平日夜間に開講。

4
1月
｜
3月

「こども狂言ワークショップ～卒業編～」 横浜能楽堂本舞台
夏休み期間中に開かれる「子ども狂言ワーク
ショップ-入門編」参加者を対象に「卒業編」
を実施。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 6月 第59回横浜能 横浜能楽堂本舞台

能楽愛好者の集まりである横浜能楽連盟との共
同主催による公演。横浜ゆかりの出演者、曲を
中心に愛好者団体と協力しながら普及のために
実施。

■芸術文化振興に関する調査研究及び政策提言

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 未定
シンポジウム「現代社会における伝統芸能
の保存と創造　～Susuriwkaを例として」

早稲田大学
｢現代社会における伝統芸能の保存と創造」を
テーマにしたシンポジウムを早稲田大学と共同
で開催。
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横浜にぎわい座 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

平成 23 年度は、第二期指定管理期間における初年度となります。開館以来、様々な創意工夫

により確立してきた横浜にぎわい座ならではの運営手法を「継承」しつつも、時代の変化やニーズ

を考慮し、更なる「発展」を目指し、各種運営機能（自主事業・施設運営・施設管理）の充実を図り

ます。 

特に自主事業については、新たな取組として横浜市の成長戦略にも挙げられている、「教育・

福祉・医療」といった芸術文化とは異なる分野との“協働事業の実施”に加え“地域へのアウトリー

チ事業”等にも着手し、大衆芸能による都市の「魅力・活力の創出」を担います。 

施設運営については、大衆芸能専門館ならではの特性を活かした利用法の開発やこれまでの

課題改善に努め、貸館利用率の底上げを図ることにより収入向上を実現します。 

施設管理については、引き続き「安全・安心・快適」な施設を利用者に提供できるよう、計画的

かつ効率的な維持管理を行っていきます。 

これらの積極的な取り組みを足掛かりに、「大衆芸能による横浜ならではの未来創造」を施設全

体で多角的に推し進め、横浜市が目指す「文化芸術創造都市・横浜」の形成に寄与していきま

す。 
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（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

平成 22 年度 1 月より開催期間の変更を行った寄席公演「横浜にぎわい座有名会」について

は、その周知・定着を進めるとともに、新規の割引制度や更なる団体客の誘致など集客へのテコ

入れによる活性化を図ります。企画公演は、引き続きバラエティに富んだ内容の提供を心掛け、に

ぎわい座ならではの事業を実施します。 

新たな取り組みとして、近隣学校と実施している「寄席体験プログラム」を拡充した学校関連機

関へのアウトリーチ、その他医療や福祉といった芸術文化とは異分野の協働事業を展開します。 

また、施設間連携として「坂あがりスカラシップ」の継続実施や、財団他施設とのネットワークを活

かした、連携による大衆芸能の可能性を広げる新たな事業を構築します。 

加えて、「横浜トリエンナーレ」や「横濱 JAZZ PROMENADE」などの財団を挙げて取り組む事業

についての協力体制を整えます。 

 

【運営の方針】 

平成 23 年度は、引き続き利用者の満足度向上に向けた取組みを積極的に行います。 

大衆芸能専門施設として、落語会開催のためのノウハウの提供や大衆芸能の公演情報の収集・

提供を行い、誰でも気軽に大衆芸能に触れることのできる施設を目指します。 

また、利用促進に向け昨年度までにあがった施設の課題改善に努め、長期公演や稽古にも最

適な施設環境づくりを進めます。 

 

近隣文化施設とのネットワークづくりも引き続き推進し、利用者のやりたいことに対して多面的な

アプローチが可能となる体制を整えていきます。 

■目標利用率： 芸能ホール 80%、小ホール 55%、練習室 75%、制作室 35％、 

  利用料金収入：19,500 千円 

 

【管理の方針】 

高齢者・身体障がい者の方のご来館が多いという当館の特性を十分に認識し、平成 23 年度も

引き続き、ハード面・ソフト面ともに施設のすみずみに渡る細かな気配りを心掛けます。また、自主

事業公演時に配布のアンケートや館内設置のアンケートボックスに投函されたお客様の“生の声”

を有効に反映出来る体制を維持します。今後は、施設の老朽化により発生が見込まれる修繕に

おいてはコストパフォーマンスを十分意識して、迅速かつスピーディーに対処していきます。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）市民ニーズに応える演目構成について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 大御所から今まさに旬の噺家、これから活

躍の期待される若手まで、マニアから初心

者まで幅広くご来場いただける公演を提供

します。 

● 好評の独演会、シリーズ公演の継続と、記

念公演・真打昇進披露など、タイムリーな興

行をバランスよく実施します。 

 

■ 基幹シリーズ公演の常時大入り（300 名以 

上）を達成します。 

■ 拡 充 を図 った「有 名 会 」の平 日 平 均 150

名、土日 200 名の入場者数を目指します。

 

（2）子どもの創造性育成について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 次世代の落語・演芸ファン育成という目的と

ともに、子どもの感性や創造性を高めるた

め、本物を鑑賞する機会・体験する機会・

学ぶ機会、を柱に子どもを対象とした事業

を実施します。 

■ 近 隣 小 学 校 を対 象 に「寄 席 体 験 プログラ

ム」への参加者数合計 1,000 名以上を達成

します。 

■ 子ども、親子を対象とした「こども寄席」を開

催します。 

■ 落語を通じての表現の講座、奇術・紙切り

などの体験ワークショップを開催します。 

 

 

（3）若手実演者等人材育成への取り組みについて  

[取組み内容] [達成指標] 

● 若手実演者を芸能ホール公演へ積極的に

起用し、小ホールで開催されている若手育

成公演の発展・活性化をめざします。 

● 小ホール育成事業で出演している実演者

の芸能ホール公演起用のほか、若い実演

者に焦点をあてた企画公演を実施していき

ます。 

■ 若手実演者を中心とした企画公演「新風落

語会」を年間 3 回以上開催します。 

■ 小ホールで育 成 事 業を開 催 している若手

実演者を、芸能ホールで年間延べ 10 回以

上起用します。 
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（4）市民協働による事業や運営の展開について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 大衆芸能の可能性を模索する試みとして、

教育・福祉・医療分野等の関連団体との協

働事業を行います。 

● 特に、落語に代表される大衆芸能の持つ、

「笑い」や「機微」の効用を念頭に業務遂行

に努めます。 

■ 取り組みの初年度として、教育・福祉・医療

の 3 分野における、協働の相手方に関して

の情報収集及び協働手法を検討するととも

に、最低 2 事業以上を立ち上げます。 

 

 

（5）街のにぎわいづくりへの寄与について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 引き続き、地元地域の代表団体である「野

毛地区街づくり会」との連携を中心に街の

にぎわいづくりに努めます。 

● また、「みなとみらい地区」に在住・在勤の

人たちをターゲットとした人の流れの演出に

ついても取り組みます。 

■ 来場者が地元の飲食店等に流れるような相

互割引制度（例：チケット半券⇔飲食店レシ

ート）の設立を実現します。 

■ 「みなとみらい地区」在住・在勤者に対して

の販売促進のシステムを構築します。 

 

（6）都市戦略との連携について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 横浜市の都市戦略を推し進めるために、大

衆芸能専門施設として、「地域へのアウトリ

ーチ・教育普及事業」、「専門分野に関す

る支援・相談事業」、「国際交流への対応」

などに取り組みます。 

■ 新規展開への初年度として、アウトリーチ事

業（教育普及目的）を 2 事業以上実施しま

す。 

■ 相談窓口機能の拡充、HP・広報物におけ

る 外 国 語 表 記 の 検 討 及 び 実 施 を 行 いま

す。 
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（7）他施設との連携について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 急な坂スタジオ、ST スポットとの連携事業

「坂あがりスカラシップ」を継続実施します。 

● 事業全体の見直しを行い、公演発表を主

目的とせず、のげシャーレや近隣文化施設

を使い、横浜でじっくりと作品制作に取組め

るプログラムにしていきます。 

● 財団が運営する専門施設間の意見交換、

情 報 共 有 を進 めていき、相 互 の専 門 性 を

生かした連携事業実施や共通機能を集め

た効果的な事業実施を検討していきます。

＝「専門施設連絡会（仮称）」 

● 財団を挙げて取り組む、「横浜トリエンナー

レ」や「横濱 JAZZ プロムナード」についての

協力体制を整えます。 

 

■ 他施設との連携を深め、若手舞台芸術家

が作品制作をする上でのベストな環境を整

えます。 

■ 支援対象者 2 名以上選出 

■ のげシャーレを使用して作品制作過程公開

やアーティストトーク開催 

■ 財団内専門施設間で定期的にミーティング

を開催 

■ 「横浜トリエンナーレ」のテーマと連動した、

自主事業の検討。 

■ 「横濱 JAZZ プロムナード」会場としての運営

協力。 

 

（8）連携による大衆芸能振興の展開について 

[取組み内容] [達成指標] 

● これまで行ってきた横浜商科大学・野毛地

区街づくり会との連携事業「野毛まちなかキ

ャンパス」に加え、新たな取り組みとして、近

隣（みなとみらい地区）のカルチャーセンタ

ーとの連携等による「大衆芸能関連講座」

の開催にも着手します。 

● 従来の野毛で行われる学生中心の講座か

ら、近隣地区で行われる一般向け講座へ

と、受講対象者と開催地の幅を広げ、大衆

芸能の更なる振興を図ります。 

 

■ 平成 23 年度も「野毛まちなかキャンパス」に

参画し、体験型講座と講義形式の講座の 2

講座を提供します。 

■ みなとみらい地区にあるカルチャーセンター

（NHK 文化センター）と連携し、寄席の初心

者 を対 象 とした大 衆 芸 能 講 座 を開 催 しま

す。 
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（9）大衆芸能情報センターとしての情報拠点化について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 平成 23 年度も横浜にぎわい座で実施する

自主事業内容を「電子大福帳」上に管理

し、定期的にデータ分析を行い、お客様に

向け情報提供していきます。 

● また 2 階情報コーナーにおいて、様々な角

度からの大衆芸能資料を「企画展」という形

で展示し、気軽に大衆芸能に触れていただ

ける情報提供環境を整えます。 

 

■ 年 2 回刊行の季刊誌の誌面上にて、各回と

も電子大福帳データを読み物として楽しめ

る形で提供していきます。 

■ 2 階情報コーナーにて、常設展に加え年 4

回の「企画展」を開催します。 

 

3 施設の運営に関する事業計画 

（1）大衆芸能専門館としての顧客満足度の高い運営について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 大衆芸能専門館として自主事業や過去の

貸館利用の例など、蓄積されたノウハウをも

とに、落語会を開催したい利用者へわかり

やすく解説（舞台の作り方等）できるようサ

ービスの向上に努めます。 

● 近隣の大衆芸能の催しを横浜にぎわい座

で提供できるよう整備をすすめていきます。 

 

■ 落語会を開催したい利用者のためのガイド

を作成します。 

■ 横浜近隣での大衆芸能の催しを周知する

コーナーを設置します。 

 

 

（2）施設の利用促進・利用開発による利用率向上について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 昨年度リサーチした施設の改善点を参考に

し、利用環境の整備を積極的に推進してい

きます。 

● 横浜にぎわい座の施設だけではなく、近隣

の施設情報を収集し、相互の利用促進が

はかれるような仕組みを作っていきます。 

■ 各室場とも対前年度増の利用率を目指しま

す。 

■ 目標利用率 

芸能ホール 80%、小ホール 55%、 

練習室 75%、制作室 35％ 

■ リハーサル割 引 の拡 充 を検 討 ・実 施 しま

す。 

■ 施設の利用規約を改善します。 

■ 利用の手引きを改訂します。 

■ 地下室場のインターネット環境を整備しま

す。 

■ 近 隣 施 設 の情 報 提 供 及 び交 流 促 進 しま

す。 
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（3）ニーズに基づくサービスの向上について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 従来の公演アンケートに加え、横浜にぎわ

い座・演芸一般へ自由に意見をいただける

季刊誌のアンケートを継続します。 

● 川柳などの遊びの形もとりいれ、不満・好評

様々な意見を吸い上げやすくするよう心が

けます。また、その内容を季刊誌に掲載し

ていきます。 

 

■ 季刊誌を年 2 回刊行し、お客様の声も掲載

します。 

■ 年 1 種以上の新規グッズ開発あるいは改良

を実施します。 

 

4 施設の管理に関する事業計画 

（1）安全・安心・快適な施設の維持管理について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 大衆芸能専門館として、あらゆる面から安

全確保に努めます。また、お客様アンケート

の 施 設 評 価 の 満 足 度 の 向 上 を 目 指 しま

す。 

● 高齢者及び身体障がい者にも思いやりあ

ふれる体制づくりを推進します。 

 

■ 施設ハード面での人身事故『ゼロ』の実現 

■ アンケートの“快適評価”4.5 点達成 

■ サービス介助士 2 級取得者 1 名以上獲得

 

（2）施設予防保全への取り組みについて 

[取組み内容] [達成指標] 

● 全館各個所の日々整備点検実施を目指し

ます。 

● 施設管理業者との定例ミーティング実施。 

（舞台装置・照明・吊物・エレベータ・空調

他）マンション理事会との調整・連携強化。 

■ 職員レベルで対応可能な修繕は即実行。 

（⇒10 日以内に作業完了） 

■ 危険予知（KY の徹底と共に事前管理の徹

底で）発生費用の抑止効果を図ります。 

■ 毎月１回の理事会に参加し、3 者共通情報

の一元化を目指します。 
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5 収支について 

（1）経費削減や効率的運営の努力について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 年 々増 加 傾 向 にある修 繕 費 については、

引き続き中期的計画を策定し、効率的な資

源活用に努めます。 

● 環境への配慮と長期的視野に立った管理

費削減（おもに光熱水費・消耗品費）を推

進するため、LED 電球導入計画を立て、順

次導入します。 

■ 平成 23 年度版「5 カ年の修繕計画」を策

定。緊急度と予算執行状況を勘案しつつ、

効率的な経費執行に努めます。（平成 23

年度修繕費予算：3,000 千円内での執行

遵守。） 

■ 中期の「LED 導入計画」を策定し、平成 23

年度より、消耗品費の中に当該年度の購

入予定分を予算計上します。 

 

 

（2）外部資金導入等指定管理料のみに依存しない収入構造について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 入 場 料 収 入 、利 用 料 金 収 入 、企 業 協 賛

金、助成金、グッズ販売などを、ケースに応

じた対応で積極的に獲得していく事により、

運営原資において「指定管理料」のみに依

存しない経営体制を構築します。 

■ 今年度も引き続き、主な収入源としては、経

常事業における、「入場料収入」を念頭に

運営を進めます。これに伴い、集客力のあ

る事業実施のみならず、「団体営業」「割引

制度拡充」「サービス向上」などの努力や工

夫による有料来場者の増加を目指します。 

■ また、撮 影 協力 費や企業タイアップによる

外部資金の導入についても、収入増を目

指します。 

■ 平成 23 年度事業料収入： 

155,500 千円の達成 

平成 23 年度その他収入： 

3,000 千円の達成 
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【横浜にぎわい座事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（新進芸術家発掘）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
通年

毎月2回程
度

若手実演者育成支援公演 小ホール
小ホールで開催する若手実演者による勉強会や
お笑いライブ公演。

2 12月～3月 坂あがりスカラシップ 小ホール

「創造の場」として近隣に位置する他施設（急
な坂スタジオ・ＳＴスポット横浜）とのネット
ワークにより、若手アーティストの作品制作及
び発表を継続的に支援する事業。

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
通年

毎月1日
～7日

常打ち公演：「横浜にぎわい座　有名会
（寄席公演）」

芸能ホール

毎月1～7日に行われる寄席形式でじっくり落語
を堪能できる企画。横浜にぎわい座ならではの
（社）落語芸術協会・（社）落語協会の所属実
演者による合同公演。

2
通年
毎月

第一土曜日

常打ち公演：「横浜にぎわい座　名作落語
の夕べ」

芸能ホール
毎月第一土曜日に開催。（社）落語芸術協会、
（社）落語協会所属の真打4名が古典落語を
たっぷり聞かせる公演。

3
通年

毎月8日
～15日

常打ち公演：「横浜にぎわい座　企画公演
（演芸バラエティ）」

芸能ホール

毎月8～15日に行われ、落語・漫才・コント・
講談・浪曲・奇術から喜劇や軽演劇等幅広くバ
ラエティに富んだ内容を日替わりで提供する公
演。

4
7月・9月・

11月
にぎわい座寄席体験プログラム 芸能ホール

西区・中区の小学校４～６年生を対象に有名会
開催時の午前中に行う【寄席文化】を体験する
公演。

5
年間2回程

度
大衆芸能関連講座 ―

市民が大衆芸能に対し理解を深めることができ
るよう開設する一般向けの講座。

6
年間2回程

度
「学校寄席」アウトリーチ版 ―

「寄席体験プログラム」に来場の無い西区・中
区以外の学校などを対象にした、にぎわい座よ
り出向いての体験、鑑賞等を実施するアウト
リーチ版「学校寄席」。

7 年間2回 「野毛まちなかキャンパス」への参画
芸能ホール
小ホール

野毛地区街づくり会と横浜商科大学の共催によ
り開催される正規の大学の授業を野毛の街を舞
台に開催。講義は社会人にも開放されている。
当館は当該企画の運営実行委員会としてメン
バーに加わり、全体への参画と講座内容の2回
分を提供。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
不定期

年間16公演
「野毛地区街づくり会」共催事業

芸能ホール
小ホール

野毛地区街づくり会との共催により、地元市民
の行うイベント開催への会場提供を行う。大衆
芸能のみならず、音楽・演劇等多種多様なジャ
ンルにおける公演を地元民の手で行うことによ
り、施設の地元還元及び外部からの来館者誘致
に伴う地域活性化を目指す事業。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
年間1～2回

実施
市民協働事業 ―

大衆芸能の可能性を模索する試みとして、医
療・福祉・教育分野等の関連団体との協働事業
を行う。
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■芸術文化資源の収集、保存及び活用

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 「電子大福帳」運営 ―
横浜にぎわい座の公演基礎情報としての情報管
理。

■芸術文化に関する情報の収集及び提供

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 年間4回 大衆芸能関連展示 情報コーナー
情報コーナーにおいて、常設展とは別にテーマ
性を持った企画展。

2 年間2回 「季刊誌」の発刊 ―
横浜にぎわい座を楽しむためのフリーペーパー
発刊事業。
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横浜赤レンガ倉庫１号館 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

2011 年から 2013 年は横浜赤レンガ倉庫にとって記念すべき 3 か年となります（平成 23 年度 2

号館創建 100 周年、平成 24 年度リニューアルオープン 10 周年、平成 25 年度 1 号館創建 100

周年）。当館では、平成 23 年度～25 年度を、平成 14 年度開館以来の運営方針「芸術文化の創

造発信」と「賑わいの創出」の総決算と位置付け、「専門文化施設」としての創造発信力を高めます。

「コンテンポラリー・ダンス」と「コンテンポラリー・アート（美術系）」を中心とした現代アートにおけ

る創造発信事業を中核に、3 年に一度開催される現代美術の祭典「横浜トリエンナーレ 2011」と連

携してコンテンポラリー・ダンス公演を開催するほか、美術系若手作家の支援イベントなどを NPO

や民間団体と連携して開催します。 

また、「創造都市」政策のさらなる発展に向け、財団他施設をはじめ、近隣文化施設と積極的な

連携を図り、「ダンス」「美術」「古典芸能」「映像」「ジャズ」などのジャンルを超えて多様な協働体

制で取り組み、幅広い年齢層に芸術文化に親しむ機会を提供します。 

「賑わいの創出」については、季節ごとの風物詩として定着した催しを中心に、創建 100 周年を祝

う大型イベントを（株）横浜赤レンガと共同で企画運営し、赤レンガ倉庫の集客力強化を図ります。 
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（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

(1)芸術文化の創造発信 

・ 「横浜ダンスコレクション EX」を中心に発信性を高めます。多様な身体表現を紹介する

「Yokohama Red Brick Warehouse ダンスプロジェクト」では、ダンス公演に加えて、市民に向

けたワークショップ等を財団内ネットワークにより実施します。 

・ 「横浜ダンスコレクション EX」を核にこれまで培ってきた国内外ネットワークを活かし、特に韓

国、中国、フィリピン、シンガポール等アジア諸国との交流・連携を強化し、国際交流の促進

に努めます。 

・ コンペティションを通じて、若手アーティストの発掘、作品発表の場の提供等年間を通した支

援を行い、彼らの活躍とともに「横浜」の発信力の強化を目指します。 

・ 横浜日仏学院等外部機関・団体との連携により事業を実施し、横浜赤レンガ倉庫ならでは

の多彩な文化発信を図ります。 

・ 自主事業、共催事業を通して他施設や当館利用団体と連携し、現代社会で芸術に求めら

れている「教育」、「こども」等の視点を取り入れたコンテンポラリー・アートのワークショップ等

を行います。 

 

(2)賑わいの創出 

・ 四季を通じた大型イベント「フラワーガーデン」（春）、「ふんすいビーチ」（夏）、「オクトーバー

フェスト」（秋）、「アートリンク/クリスマスマーケット」（冬）を商業施設である２号館と連携して

屋外広場で実施します。 

・ 横浜赤レンガ倉庫 2 号館と共に創建 100 周年記念イベントを開催し、地域の賑わいを創出

します。 

 

【運営の方針】 

・ 利用者のニーズに合わせた柔軟な対応を実践し、利用率・入館者数の維持向上を図ります。

・ 2 階、3 階の施設利用料および附帯設備利用料金の改定を行います。 

・ 1 階 2 ブロックについて新たに施設利用料および附帯設備利用料を設定し、1 階スペースの

有効活用を図ります。パブリックスペースである 1 階を多様な事業展開の場とすることにより、

賑わいを創出し、2 階、3 階の催しへ来館者を誘導するツールとします。 

 

【管理の方針】 

・ 「賑わいの創出」、「100 周年イベント」などに伴う多くのお客様の来館に備え、一層の安全確

保に努めます。 

・ 安全確保と長寿命化のための早めの修繕に努めます。 

・ 業務の合理化、効率化を図ります。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）芸術文化の創造及び発信(1)-ⅰ芸術創造・発信 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 「横浜ダンスコレクションＥＸ」「日本－フィン

ラ ン ド 共 同 制 作 プ ロ ジ ェ ク ト 」 「 Yokohama 

Red Brick Warehouse ダンスプロジェクト」を

通じ下記に取り組みます。 

・ 横 浜 オリジナルの創 造 性の高 い事 業の

実施 

・ 当館および横浜の発信性の強化 

 

● 「日仏ヴィデオアート展」「横浜トリエンナー

レ」等を通じ下記に取り組みます。 

・ 市民が現代アートに触れる機会の創出 

・ 「共催事業」を通じたアーティスト等支援 

 

■ 「横浜ダンスコレクション EX」等を通じたフラ

ンス、スペイン等への振付家派遣 2 カ国以

上。海外派遣公演 3 公演以上。 

■ 平成 19～21 年度の第一期を経て新展開を

図る「日本-フィンランド共同制作プロジェク

ト」の実施。 

■ 「日仏ヴィデオアート展」実施。入場者数 

3,000 人以上。 

■ 「横浜トリエンナーレ」関連企画実施。 

トリエンナーレの PR 会場等として連携 

■ NPO やアーティスト集団との共催事業実施

1 件以上。 

 

（2）芸術文化の創造及び発信(1)-ⅱ新進芸術家発掘 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「横浜ダンスコレクション EX」「卒業制作展

支援事業」等を通じ新進芸術家の発掘・支

援に取り組みます。 

■ 「横浜ダンスコレクション EX」でのコンペティ

ション、受賞者公演実施。コンペティション

応募組数合計 100 組。 

■ コンペティションⅡ受賞者新作品制作支援。 

■ 卒業制作展支援事業（DAWN PROJECT）

の実施。参加 5 団体以上。 

 

  

（3）芸術文化の創造及び発信(1)-ⅲ芸術文化へのアクセス拡大 

[取組み内容] [達成指標] 

● 当館で事業を実施する若手アーティストや

振付家、NPO と連携し、市民が芸術文化に

親しむきっかけを提供します。 

■ 現代アートに関するワークショップの実施。 

■ アートリンクでの子どもスケート教室開催。 

 

（4）芸術文化活動の支援及び協働(2)-ⅱ市民協働推進 

[取組み内容] [達成指標] 

● 横浜を拠点としている NPO 法人やアーティ

スト、及び市外団体等による横浜を題材と

した文化活動を支援・協働し、芸術文化を

通じて市民の力が発揮される機会を創出し

ます。 

■ 「横浜ローザ」の実施。 

■ 「横浜フォトフェスティバル」の実施。 
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（5）芸術文化振興のための国内外との交流 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「横浜ダンスコレクション」を中心に培ってき

た国内外のネットワークを活用し交流を図り

ます。 

■ 「横浜ダンスコレクション EX」等を通じたアジ

アのアーティストとの交流。1 組以上。 

■ 海外フェスティバルへ職員派遣。実地調査

およびネットワーク拡大。 

 

（6）賑わいの創出 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「イベント広場」で集客力の高いコンテンツ

を展開するシーズン事業を実施します。ま

た創建 100 周年記念事業を実施し、さらな

る賑わいの創出を図ります。 

■ フラワーガーデン、ふんすいビーチ、横浜オ

クトーバーフェスト、アートリンクの実施。 

来場者数合計 110 万人以上。 

■ 創建 100 周年記念事業を 2 号館と連携して

実施。 

 

3 施設の運営に関する事業計画 

（1）利用率について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 閑散期の平日利用促進のため、割引料金

を設定 

● 利用者への柔軟な対応 

・ 「ノー」と言わない運営スタイルの徹底 

・ 利用キャンセルの迅速な対応 

■ 年間利用率 90 パーセント以上。 

■ キャンセルが発生した場合は、営業活動に

より速やかに他の利用を誘致。 

土日利用率 100 パーセント維持。 

 

（2）入館者数について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 創建 100 周年のロゴマークを様々なイベント

で掲出・周知 

● 集客性のあるイベント誘致 

■ 赤レンガ倉庫全体で前年度比 10 パーセン

ト増。（平成 22 年度来館者数 460 万人） 

 

（3）利用料金改定について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 2 階、3 階施設利用料、附帯設備利用料の

改訂（23 年度は新料金への移行期間とし、

柔軟に対応） 

● 1 階 2 ブロックに新たに利用料金を設定 

■ 利用率、顧客を維持し、新料金への順調な

移行。 

■ 1 階 2 ブロック利用率 60％。 

1 階の利用料収入 300 万円以上。 
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4 施設の管理に関する事業計画 

（1）１階設備・備品について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 1 階スペース貸出に伴う設備・備品整備 ■ 自主財源による設備・備品の充実。 

 

（2）修繕について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 修繕箇所のスムーズな処置 

● 適切なタイミングでの備品・消耗品交換 

■ 修理に伴う閉館なき運営。 

 

（3）業務の合理化について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 業務の合理化と適切な人員配置による時

間外勤務縮減 

■ 超勤時間の 10 パーセントカット。 

 

5 その他の計画 

（1）スポンサーについて 

［取組み内容］ [達成指標] 

● オフィシャルスポンサー制度見直しと新たな

スポンサー開拓 

■ オフィシャルスポンサー候補に関する情報

収集、候補選定。 
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【横浜赤レンガ倉庫１号館事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術創造・発信）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
4月
｜
5月

横浜ファッションウィーク エントランスホール

横浜市内のファッション産業の振興、さらには
生活文化産業の発展に寄与することを目的に事
業展開を図る。

2
4月
｜
2月

外イベントアート化プロジェクト
フラワーガーデン、ふんすいビーチ、
オクトーバーフェスト

赤レンガ倉庫
イベント広場

屋外イベント広場で年間を通じて開催される大
型イベントに「アート」の要素を加えること
で、横浜独自の文化を発信すると共に、より多
くの市民が芸術文化に触れることが機会を創出
する。

3 5月 横浜パレード
赤レンガ倉庫
イベント広場

横浜を代表する国際仮装行列を誘致、賑わい創
出を目的とする。

4 6月
横浜フランス月間
日本×フランス　ダンスクロス

ホール
フランス人振付家及び日本人振付家の作品を上
演する。WSも開催予定。

5
6月
｜
7月

横浜フランス月間
横浜×フランス　ヴィデオコレクション

スペース
ヴィデオアート界でも先端をいく、フランスビ
デオアートの先端を紹介。

6
7月7日

12月24日
2月14日

キャンドルイベント
(七夕、サンクス、ヴァレンタイン）

赤レンガ倉庫
イベント広場

屋外イベント広場で年3回行われる。
多くの市民が参加し芸術文化に触れることの
機会を創出する。

7 9月
Yokohama Red Brick Warehouse
 ダンスプロジェクト
きたまり公演

ホール

横浜ダンスコレクションR2010「未来へはばた
く横浜賞」受賞者による単独公演を開催。
受賞振付家に対し、新作創作機会及びホール・
機材等の提供し、振付家と協働で公演を制作。

8 9月 若手アーティスト音楽活動支援事業 ホール
次代を担うジャズミュージシャンの発掘・育成
を目的としてイベントを開催。

9 10月
Yokohama Red Brick Warehouse
 ダンスプロジェクト
笠井瑞丈公演

ホール

横浜ダンスコレクションR2010「審査員特別
賞」受賞者による単独公演を開催。
受賞振付家に対し、新作創作機会及びホール・
機材等の提供し、振付家と協働で公演を制作。

10 1月 日本-韓国ダンス交流事業 ホール
横浜ダンスコレクション受賞者と韓国のダンス
フェスティバル受賞者との共演。

11
12月
｜
2月

アートリンク
赤レンガ倉庫
イベント広場

屋外イベント広場で年間を通じて開催される大
型イベントの一貫。賑わいの創出を目的とする
アートリンクをアートと組み合わせる事によ
り、より多くの市民が芸術文化に触れることが
機会を創出する。

12 2月 東京芸術見本市　TPAM　（予定） スペース
舞台芸術に関する各種ミーティング、ショー
ケース等を実施予定。

13 3月

Yokohama Red Brick Warehouse
 ダンスプロジェクト
田畑真希公演

ホール

横浜ダンスコレクションR2009「未来へはばた
く横浜賞」受賞者による単独公演を開催。
受賞振付家に対し、新作創作機会及びホール・
機材等の提供し、振付家と協働で公演を制作。

14 通年 赤レンガ１００周年記念イベント
赤レンガ倉庫
イベント広場

横浜赤レンガ倉庫建造100周年を記念したイベ
ントを2号館（株式会社横浜赤レンガ）と連携
して実施。話題性のある大型イベントや市民参
加のイベントなど多彩な内容を展開すること
で、100周年を機会に当館の知名度を高める。

15 通年 赤レンガ１００周年記念ビデオダンス
赤レンガ倉庫
イベント広場

ホール

赤レンガ100周年を祝い、映像作品を制作。
館内・屋外問わず、ダンス等で演出。
一般市民も参加。並行して映像記録WSも実施。
学生や社会人を中心に参加者を募り、舞台芸術
公演撮影を行う。
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16 通年
横浜ダンスコレクションEX
受賞振付家サポート事業

ホール

横浜ダンスコレクションEX　コンペティション
Ⅱにて「最優秀新人賞」を受賞した振付家を年
間通して、レジデンス会場の提供など新作創作
の機会を全面サポートを行う。
新作は、翌年横浜ダンスコレクションEX期間内
で上演を予定。

17 通年
通年アート展
アートチャレンジ（仮称）

エントランスホールなど

卒業制作展支援事業等で当館で開催される各学
校の卒業展示から選出された作品や若手アー
ティストを対象に発表のスペースを提供。市民
がアートに触れられる場、アーティストと鑑賞
者およびアーティスト同士の交流の場を創出す
る。

18 通年 通年音楽ライブ
赤レンガ倉庫
イベント広場

若手アーティストを対象に、当館を発表のス
ペースとして提供。

■芸術文化の創造及び発信（新進芸術家発掘）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 4月
coba
「Bellows Lovers Night」

ホール

日本を代表するアコーディオン奏者･Cobaによ
る、蛇腹楽器誕生200周年に向けたカウントダ
ウンプロジェクト。若手アーティストの演奏機
会の創出、蛇腹楽器の歴史をふまえ新ムーブメ
ントの創出を目指す。

2 1月
京都府福知山市
佐藤太清賞公募作品展

スペース
京都市福知山市と連携し、芸術を志す若者から
応募された絵画の中から優秀作品を展示。他都
市との連携、若手育成を目的としている。

3 2月 横浜ダンスコレクションEX　2012
ホール

スペース
イベント広場等

若手振付家の発掘・発信をメインプログラムと
し、国内外におけるダンスネットワークの確立
(HUB化）、受賞者への公演機会の創出及びコン
テンポラリーダンスの普及を目的に開催。

4
2月
｜
3月

卒業制作展支援事業
ホール

スペース

若手アーティストの育成、支援による芸術文化
の発信と共に、若者を多数集めることにより賑
わいの創出を図る。
出品者：美術系大学・大学建築系学部・専門学
校数校

5 通年 日本－フィンランド共同制作プロジェクト
ホール

他 レジデンス施
設

横浜とフィンランド、相互にレジデンス・公演
をサポートする事による、若手振付家・ダン
サー達の発掘・育成、国内外への発信を目的と
する。

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
5月
｜
6月

100周年記念事業
無言館　特別展示（仮称）

ホール
長野県にある、戦没画学生の作品のみからなる
慰霊美術館「無言館」所蔵の遺作、遺品約300
点を一挙公開する。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 8月 横浜ローザ　2011 ホール

横浜出身の女優による横浜を題材にした演劇。
当館が力を入れるアートやダンスとは異なる客
層を取り込むことができるため、引き続き協力
を行う。

2
12月
｜
1月

U-35･500人小作品公募展 EXHIBITION スペース

アートNPOとの協働事業。公募による35才以下
のアーティストの作品展。若手アーティストの
育成とアートNPOをの連携を推進することを目
的とする。
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3 1月
Yokohama Photo Festival
Pre-Event 2011

スペース

フォトアートの現在とこれｋらを問い、伝えて
いくための横浜から世界へむけた国際的なフォ
トフェスティバル。媒体・芸術・技術など多角
的な側面を持つ「写真」を総合的に取り扱う。

■芸術文化資源の収集、保存及び活用

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年
海外劇場･フェスティバル調査
（パフォーミングアーツ）

横浜ダンスコレクションEXを通じた、作品・
ディレクターの招聘や、海外発信を目的に、劇
場やフェスティバルとの提携をすすめるため、
調査を行う。

■芸術文化振興のための国内外との交流

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年
若手アーティスト海外派遣
（コンテンポラリーダンス）

海外

ダンスコレクションEX参加者が海外の劇場･
フェスティバルから招聘された際に、振付家の
発信･サポートを目的に渡航費等の補助を行
う。
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磯子区民文化センター 杉田劇場 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

「いそごの文化がまちを育む－磯子の地域力・区民力を活かし、文化力で地域や人をつない

で、住み続けたくなるまちづくりに貢献する区民文化センター」という第 2 期指定管理期間のコンセ

プトに基づき、第 1 期指定管理期間に築いた地域・区民とのつながりをさらに強いものとし、区民と

ともに循環型運営「つどう」「そだつ」「ささえる」「つながる」「ひろがる」施設運営を目指します。 

第 2 期指定管理 2 年目は、「公益財団法人横浜市芸術文化振興財団」、「有限会社アイコニク

ス」、「株式会社東急コミュニティー」3 者共同事業体間の連携をさらに深めるとともに、「杉劇こんし

ぇるじゅ」、「地域文化コーディネーター」という杉田劇場の顔となるスタッフによって、よりよい施設

運営を行っていきます。さらに、「杉田劇場と歩む区民の会」との連携を進め、地域・区民とのつな

がりをいっそう深め、区民が主体的に活躍していけるような循環型運営への仕組みづくりを重点的

に行います。 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

参加･鑑賞する自主事業によって、区民が創造活動や文化活動をするきっかけをつくります。主

体的に活動を始めた区民の貸館利用を支援することで、区民の自主的な活動を広めます。 

第 2 期指定管理 2 年目は、「つどう～そだつ」から「そだつ～ささえる」へ重点を移し、地域コミュ

ニティーや地域の文化活動の支援などを通じ、人材育成活動、地域活動・芸術文化支援のほ

か、3 年目以降に向けたネットワーク形成事業を重点的に行うことで、区民とともに歩む地域の文

化拠点としてよりいっそう機能していくことを目指します。 

 

【運営の方針】 

受付業務を行う「杉劇こんしぇるじゅ」、地域と施設をつなぐ「地域文化コーディネーター」が中心

となり、利用者・地域ニーズを反映し、アドバイスを含めた区民をもてなす貸館対応と、利用者が安

全で安心、利用しやすい施設運営に努めます。 

さらに、学校連携や地域企業・団体と連携し、新たな利用者を増やす利用促進活動を拡充しま

す。 

 

【管理の方針】 

開館 7 年目を越えた建物の修繕・保守を徹底し、利用者が安心して利用できる施設管理と長

寿命化できる施設管理に努めます。 

災害や緊急時にスムーズに対応できるよう、館内組織だけでなく、地域と連携した危機管理体

制を強化し、施設の管理面においても地域の人々とのつながりを強化していきます。 

スタッフや来館者の省エネや環境コスト削減への意識をより高め、環境に配慮した施設管理を

促進します。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）こどもからお年寄りまで区民が集う拠点づくり 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 「ひよこコンサート」、「ロビーパフォーマン

ス」、「フレンドシップコンサート」など、幅広い

世代を対象に、新たな観客や人材を積極的

に呼び込む仕組みづくりをします。 

● 「杉劇リコーダーず」、「開館 7 周年記念事

業」を始めとし、こどもからお年寄りまで幅広

い世 代 を対 象 に参 加 型 「事 業 を開 催 しま

す。 

■ 子育て世代やこども世代を対象とした事業

を年間 8 回以上実施。 

■ 参加型事業の区民参加人数 450 人以上 

（昨年度目標 400 人）。 

 

（2）人材育成事業 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「杉劇＠助っ人隊」など、参加者から主体

的に活動を行う地域の担い手へと段階を経

た人材育成事業を運営します。「地域文化

コーディネーター」がファシリテーターとなり

区民が次の段階へとステップアップするよう

に常に意識しながら、人材育成事業を運営

します。 

● 杉劇に集まるこどもたちとの対話を大事に

し、こどもたちの自主的な活動を育て、こど

もたち目線での施設運営や事業に活かして

いきます。 

● 地域での仕事や、アートマネジメントに対す

る理解を深められるよう、小・中学校、高校、

大学から一般の方まで、積極的にインター

ンや職業体験を受け入れます。また、「舞台

技術ワークショップ」なども行い、施設運営

全般における人材の育成も進めます。 

 

■ 区民との協働事業、区民が提案し企画運

営を行う事業を年間 5 回以上実施します。

■ こどもたちの発案による自主的活動を年間

3 回以上開催。 

■ 区内の小中学校の職業体験と大学生イン

ターンシップ受け入れ人数 10 名以上。 

■ 地域のアーティストをデーターベース化し、

地域での活動への紹介や派遣を行うなど、

アーティストの活動を支援します。 
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（3）地域活動・芸術文化の支援 

[取組み内容] [達成指標] 

● アウトリーチ事業「杉劇たまて箱」や職員の

専門性を生かした、地域の芸術文化相談・

サポート事業「文化 de おじゃまし隊」により、

地域へ出て行き、ニーズにあった事業実施

や、コーディネートを行います。 

● 過去に「いそご文化資源発掘隊」で発掘さ

れた寺院、商店街など地域の文化資源を

自主事業やアウトリーチ事業に活用できる

よう整理・調整します。 

● 「イマージュ ISOGO」など地域で活動する

団体が行う事業に協力し、地域を一緒に盛

り上げていきます。 

● 芸術文化だけにとらわれず、福祉（「ノーマ

ライゼーション事業」）、子育て支援、高齢

者支援など異なる分野へのアプローチも積

極的に行います。 

 

■ 地域の活動支援、地域の文化資源を活か

した施設外でのアウトリーチ事業を年間 5 回

以上実施。 

■ 「いそご文化資源発掘隊」パンフレットの作

成。文化資源発掘、及び活用事業を年間 5

回以上実施。 

 

（4）市民ネットワーク形成・まちづくり 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「杉劇×せんせいミーティング」、「フレンドシ

ップコンサート」を通し、学校連携を深めま

す。「杉劇×せんせいミーティング」では、直

接現場の先生方と交流し、地域の情報交

換を行うと共に、学校と杉田劇場の関係を

強化します。 

● 磯子区区民利用施設連絡会を通して図書

館やスポーツセンターなど、今まで連携の

なかった区内の施設と連携・協働事業を行

います。 

● 杉田劇場と地域とのつながり、「杉劇リコー

ダーず」から派生した区外とのつながりを継

続します。そのつながりや活動を区内外に

発信します。 

● 「なつまつり」や「ふゆまつり」など、地域の

様々な人々、団体が出会う場を通し、コミュ

ニティーの形成や活性化を促進します。 

 

■ 「杉劇×せんせいミーティング」による事業

実施 年 3 回以上。また、現場の声を次の

事業へ活かせるよう情報を収集していきま

す。 

■ 区内他施設との連携事業を年間 1 回以上

施。 

■ 区民との協働事業、区民が提案し企画運

営を行う事業を年間 5 回以上実施。 

■ 地域協働事業や区外との連携事業をホー

ムページ、通信、館内掲示にて発信。 
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3 施設の運営に関する事業計画 

（1）開館営業 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 開館日・休館日 

施設の安全維持と衛生管理のため、年間

20 日間ほどの施設点検を実施し休館日と

します。それ以外は、開館営業日とします。

● 利用時間 

午前 9 時から午後 10 時を基本開館時間と

し、それ以外の時間の施設利用希望があっ

た場合、柔軟に対応します。 

■ 開館日数 346 日 

■ 稼働率 ホール 75％（日） 

   65％（コマ） 

 ギャラリー 95％ 

 リハーサル室 80％ 

 会議室 60％ 

 練習室 95％ 

■ 利用料金収入 目標額 21,800 千円 

 

 

（2）来館者・利用者ニーズの把握 

[取組み内容] [達成指標] 

● スタッフ間での情報交換・情報共有を強化

し、利用者、来館者の生の声を把握し、施

設運営にフィードバックします。 

● 「杉劇の声 BOX（ご要望箱）」を設置しお客

様のご要望の声をあつめ、現場対応から生

まれた意見とともに、業務改善策を検討・分

析します。また、お客様への回答方法も検

討し、適切に回答していきます。 

 

■ 「杉劇の声 BOX(ご要望箱)」の設置。 

■ 「杉劇こんしぇるじゅ」と「地域文化コーディ

ネーター」との情報交換。スタッフ内の「目

安箱」設置。 

 

（3）区民をもてなす接客 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「地域文化コーディネーター」、「杉劇こんし

ぇるじゅ」等、職員のお客様との対応につい

て、迅速で丁寧な対応が行なえるよう、各

種研修を実施します。 

 

■ 防災訓練 年 2 回実施。 

■ 接遇研修 年間 2 回以上実施。 

■ 新マニュアルの作成・運用。 
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（4）新利用料金の設定について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 22 年度の検討を基に、練習室の料金改定

を行 い、施 設 の仕 様 にあった利 用 の促 進

と、実態にあった料金徴収を行えるようにし

ます。 

● 利用内容の検討を基に、利用者がより利用

しやすい、ホール附帯設備セット料金の種

類を増やします。 

● 利用者の要望に合わせ、附帯設備利用料

の新設定を行います。 

 

■ 所 管 の磯 子 区 地 域 振 興 課 に利 用 料 金 改

定の相談、申請を行います。 

 

（5）情報コーナーの活用について 

[取組み内容] [達成指標] 

● ギャラリーの壁面に展示できない立体的な

作品や個人の制作物で展示したいという区

民ニーズを受け「杉劇一坪ギャラリー」を開

始し、地域の人々の活動支援や、情報コー

ナーのにぎわいにつなげます。 

● 杉田劇場の情報、磯子区内施設連携の情

報コーナー「いそっぴらっく」、スポンサー企

業コーナーなど、情報発信コーナーの整備

を行います。 

 

■ 区民のニーズを反映した「杉劇一坪ギャラリ

ー」の運営マニュアル作成、ギャラリーの開

始。 

■ 杉劇コーナー(年 12 回の情報更新) 

■ 地域の情報発信コーナー「いそっぴらっく」 

(年 12 回の情報更新) 

 

4 施設の管理に関する事業計画 

（1）保守・修繕について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 開館 7 年目を迎え、直近の中小規模の修

繕に着手し、22 年度中に計画した、中長期

の修繕計画に基づき、修繕・保守等を実施

します。 

● 予防保全に基づく保守点検の実施。 

 

■ 設備機器の中長期修繕計画の更新。 

■ 予防保全に基づく保守点検の実施。 

・ 年間保守計画の作成 （年 1 回） 

・ 月間業務計画の立案 （年 12 回） 

・ 建物管理専門スタッフによる巡回設備点検

 （年 12 回） 

・ 月次報告書の作成 （年 12 回） 

■ 清掃インスペクション（検査）の実施 

 （年 4 回） 
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（2）運営組織について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 館長、副館長を中心に、受付業務・チケット

センター業務・広報業務・環境改善業務を

行う「杉劇こんしぇるじゅ」、事業運営・地域

ネットワーク窓口「地域文化コーディネータ

ー」それぞれが、連携をはかりながら個々に

自覚を持って役割を果たします。 

● 共同事業体の舞台技術を行う「有限会社ア

イコニクス」設備管理を行う「株式会社東急

コミュニティー」と情報を共有しながら業務

改善に努めます。 

 

■ 情報共有のための連絡会を毎週実施。うち

月 1 回を業務改善や事業検討の場とする。

■ 3 社による業務改善会議の実施。 

 

（3）管理組合等とのネットワーク構築 

[取組み内容] [達成指標] 

●●  相互案内や危機管理体制が出来るように、

らびすた新杉田管理組合や近隣商店街、

近隣地域施設などと連携します。 

■ らびすた新杉田店長会議」への出席 

(年 12 回)

■ 「区民利用施設館長会議」への出席 

（不定期）

■ 「杉劇×せんせい☆ミーティング」 

（不定期）

■ 地元消防署、警察署との連携強化 

 

 

5 その他の計画 

（1）「杉田劇場と歩む区民の会」との連携 

［取組み内容］ [達成指標] 

●●  「杉田劇場と歩む区民の会」（以下「区民の

会」）が行う事業への協力だけでなく、協働

で行う事業などを展開し、連携を深めるとと

もに、さらなるネットワーク拡大に向け、地域

の様々な場面で地域の人々とつながりを拡

大していきます。 

●●  区民とともに歩む施設として、区民の会運

営の方向性をさらに確立していくため、区

民の会での検討を進め、杉田劇場の方向

性について磯子区とも意見交換をしていき

ます。 

 

■ 区民の会との協働事業  3 事業 

■ 区民の会の運営検討会（会議） 月 1 回 

■ 磯子区との意見交換 4 回 
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（2）エコロジーの取り組み 

［取組み内容］ [達成指標] 

●●  横 浜 市 が 今 後 策 定 す る 、 こ れ ま で の

「CO-DO30 横浜市脱温暖化行動方針」を

礎とする新たな計画に基づき、磯子区とも

連携し、エコロジー活動に取り組みます。 

●●  職 員 をはじめ、来 館 者 ・利 用 者 への省 エ

ネ、環境コスト削減への意識改革をはかる

「すぎげきエコ」を行います。 

●●  日常業務で使用する消耗品は、再利用製

品や省資源・低公害製品を積極的に導入

していきます。 

●●  「エネルギー管理士」若しくは「エネルギー

管理員」によるエネルギー使用量の分析を

行い、提案を受け、省エネを実践します。 

■ 「すぎげきエコ」活動の実施。事業でのエコ

キャンペーンの開催（年 2 回） 

■ 省エネ、環境コスト削減への改革提示 

（10 箇所） 

■ 消耗品の再生品、省資源製品、低公害製

品の購入（10 品目） 

■ エネルギー使用量の記録、分析（適宜） 

 

（3）友の会運営 

[取組み内容] [達成指標] 

● 杉田劇場オリジナルの友の会組織「杉田劇

場スマイルクラブ」の継続と会員獲得に努め

ます。 

● 登録会員数の 5％増加。 

（200 名→210 名） 

 

（4）メールマガジン運営 

[取組み内容] [達成指標] 

● 「ひよこメール」（小さいお子様でも楽しめる

催し物情報を配信）、「メルがま」（杉田劇場

の各種芸術文化情報を配信）を運営し、ニ

ーズに合わせて、各メールリストを有効に活

用し、情報の提供とチケットの販売促進に

つなげます。 

 

■ ひよこメール会員：登録会員数 5％増加 

（登録アドレス 320→335） 

■ メルがま会員：登録会員数 5％増加 

（登録アドレス 460→480） 

 

（5）企業協賛 

[取組み内容] [達成指標] 

● 杉田劇場の協賛・支援窓口となる「スマイル

ファンド」を継続し、協賛金だけでなく地域

からのご支援（現物協賛）獲得に努めます。

 

■ スマイルファンド強化 

（協賛金・現物協賛含め 1,000 千円以上） 
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6 収支について 

（1）経営方針について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 収益構造の改善を区民のために再投資す

る循環型経営を目指します。 

■ 利用料金収入の拡大 

施設の稼働率の向上と利用料金収入の拡

大（利用料金収入 21,800 千円） 

■ その他収入の拡大 

助成金・協賛金 

（各種助成金 2,500 千円以上） 

スマイルファンド 

（協賛金・現物協賛含め 1,000 千円以上） 

■ 管理費・事務費の削減 

（0.5 パーセント削減） 
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【磯子区民文化センター（杉田劇場）事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術創造・発信）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 10月
杉田劇場7周年記念
世界とつなぐ杉劇フレンドシップコンサー
ト

ホール

世界の一流アーティストと地域のこどもが同じ
舞台に立ち、音楽を通じて言葉だけではできな
い交流をする。
事前に出演アーティストによるワークショップ
を行う。

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
5月
｜
3月

クラシックコンサート
ホール

リハーサル室

国内外のプロのアーティストの演奏会をおこな
う。
共催での実施として、上質の演奏を地域の人々
に提供する。

2
6月
｜
3月

ひよこ♪コンサート
（６、８、１０、１２、３ の５回計画）
各2公演

ホール
0歳からの子ども向けコンサートをおこなう。
様々なジャンルの若手アーティストを呼び、客
席を巻き込んだ楽しい時間を作る。

3
6月
｜

11月
プレまぱコンサート ホール

もうすぐパパ・ママになる方たちのための、胎
教によいコンサート。隣接する保育園の先生の
お話を交えてお楽しみいただく。

4 通年
ロビーパフォーマンス
月1回

ロビー
ロビーにおいて保育園児や未就学児を対象にパ
フォーマンス、交流の機会を設ける。
若手アーティストの起用。

5 通年 杉劇たまて箱 各所
学校や地域にアーティスト派遣などアウトリー
チ活動を行なう。

6 未定 ママたち賛歌 リハーサル室

未就学児のお子さんをもつママたちは子どもを
つれて外に出る機会、場所が少ない。毎日子育
てを頑張っているママたちが、お子さんと向き
合って一緒に楽しくうたったり手遊びをしたり
と、憩いのひとときを提供する。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 5月 杉劇リコーダーず定期演奏会 ホール
杉劇リコーダーずの日頃の成果を発表する演奏
会。

2 2月 子どものアトリエ in 杉田劇場 未定
なつまつりの1イベントとして、ワークショッ
プを開催。

3 3月 リコーダーフェスティバル ホール

リコーダーずの指導者の吉澤実とフリーアナウ
ンサー朝岡聡を司会に迎え関東近県のリコー
ダーアンサンブル団体を集めたイベント。
毎年数多くの参加団体が集まっている。

4 通年 杉劇リコーダーず２０１１ リハーサル室ほか
こどもとゴールドエイジ（団塊世代）の組み合
わせによるリコーダー集団による活動。いそご
の親善大使として各所での活動も行う。

5 通年 杉劇＠助っ人隊
ホール

リハーサル室等

企画へのボランティア参加。助っ人隊同士の交
流のきっかけづくり。
必要に応じてレセプショニスト研修への参加も
行なう。
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6 未定 舞台技術ワークショップ ホール、リハーサル室

演奏会や芝居などの舞台を効果的に彩る舞台技
術。舞台技術を実践的に学ぶことで、地域の
人々の文化活動の幅が広がることを目的とする
ワークショップ。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 7月 イマージュISOGO ホール
地域の区民が組織する実行委員会による出演・
運営のロックフェスティバル。

2 2月 杉田劇場ふゆまつり２０１２ 全館
杉田劇場全館を使ったオープンデー。
杉田劇場と歩む区民の会との共催で行い、祭り
全体の企画立案・準備・運営を協働で行う。

3 通年 協働事業 ホール
杉田から発信を続ける劇団による公演の広報や
当日運営などを支援。

4 未定 ノーマライゼーション事業 リハーサル室
誰でもわけ隔てなく参加する事ができる事業と
する。

■芸術文化活動拠点の開発及び運営

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 8月 杉田劇場なつまつり２０１１ 全館

杉田劇場全館を使ったオープンデー。
「愛される地域の祭」を目指し、地域や企業の
ブースのほか、企画立案・実現・当日の運営を
杉劇スタッフがフォローする区民企画提案ブー
ス等を設置。区民の杉田劇場へのアクセスアッ
プを狙う。

2 通年 杉田劇場スマイルクラブ ―

年会費制の友の会「スマイルクラブ」運営。
会員向けにDMの発送や自主事業チケットの割
引、ご招待券のプレゼントなど購入の動機とな
る情報の提供など。

■芸術文化資源の収集、保存及び活用

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 いそご文化資源発掘隊 磯子区内各所

磯子区に眠る隠された名所、企業等をめぐる大
人の社会見学隊。
地域の文化資源を再発掘し、その情報を発信し
区民の方々に再認識していただく。

■芸術文化に関する情報の収集及び提供

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 ホームページ運営 ― 杉田劇場の情報を発信する。
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横浜市吉野町市民プラザ 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

場の提供のみならず、鑑賞・創造・育成・アウトリーチなどの普及活動等、文化芸術にかかわる

多様な活動を行います。 

・ 市民が身近に芸術文化に触れることができる親しみやすい施設を目指します。 

・ 地域連携を図り、地域の文化拠点施設として施設が認知され活用されるようにします。 

・ 利用率向上を目指した運営および営業活動を行います。 

・ 文化施設として快適で質の良い環境づくりを実施していきます。 

・ 安心安全な建物・設備の管理を行います。 

・ 働きがいがあり、意欲あふれる職場づくりにつとめます。 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

市民が身近に文化芸術に触れることによる地域文化振興に加え、文化芸術を通じた町づくりや人

材育成なども実現するコミュニティーの核となる地域の拠点施設としての位置づけが、横浜市の文化

施設への提言として出されました。 

当プラザでは平成 21 年度から取り組んだ「大岡川アートプロジェクト」事業により、年々地域ネットワ

ークを拡大し、また地域の文化拠点施設として機能を高めてきました。平成 23 年度はこれまでに培っ

た地域とのネットワーク・連携・協働をさらに推し進めつつ、芸術文化を通じた地域の発展と活性化を

目指します。 

 

【事業の方針】 

・ 町内会・学校・学童保育・福祉施設など地域住民および団体と連携・協働を一層すすめ、町づくり

の活動拠点として施設を活用していきます。また積極的に地域行事に参加し、地域文化の拠点施

設としてのプラザの認知度を上げていきます。 

・ 気軽に立ち寄れ、子供たちの声にあふれる施設をめざし、新たに「アート寺子屋」「町のつながり・

にぎわい計画」を実施します。 

・ 横浜出身の若手芸術家支援や、地域で活動する芸術家等との連携による事業を実施します。 

【運営の方針】 

・ 新規顧客の開拓を図り新たな施設の活用方法を提案する「ウェルカムプラザ」や「ギャラリーホワイ

エ活用事業」などを実施していきます。 

・ 施設利用者及び来館者の満足度の向上を図ります。 

・ スタッフ間の情報共有化と活性化に努め、風通しの良い働きやすい職場をめざします。 

【管理の方針】 

・ 建物および設備の状況を的確に所管局に伝え、修繕・更新をできるかぎり実施し、ご利用のお客

様に不便をかけないよう引き続き細心の注意を払って管理を行っていきます。 

・ 清潔・整頓を心がけ、快適で安全な施設環境を保持します。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）新進芸術家発掘事業について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 横浜にぎわい座と連携し、横浜出身の落語

家、立川志の八の活動を地域の手で支援・

育成していきます。 

『立川志の八落語会』 

■ 『立川志の八落語会』 

・ 年 7 回開催(うち 1 回はこども対象) 

・ 多様な客層を対象とした実施 

・ 入場率 70％以上 

 

 

 

（2）芸術文化へのアクセス拡大事業について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● お客様の需要に応え、気軽に参加できる公

演 や講 座 を、地 域 連 携 のなかで実 施 しま

す。 

● 『桂歌丸落語会』（年二回） 

● 『ギターワークショップ』入門編･初級編 

地域アーティストにより実施し、修了後のグ

ループづくりのサポートをします。 

※受講希望者 20 名以下の場合は中止 

● 『吉野町アート寺子屋(仮称)』 

こどもを対象としたアート WS 及び展示 

※ハマキッズ・アートクラブ in 吉野町改称 

● 『教育プログラム』（南区内小学校） 

小学校への芸術家派遣事業（受託）。 

● 『町のにぎわい・つながり計画(仮)』 

地域・団体・企業との協力連携を強化し、

施設および地域の活性化を図ります。 

 

■ 『桂歌丸落語会』 

入場率 90％以上。 

■ 『ギターワークショップ』 

入門編（全 12 回及びコンサート） 

初級編（全 6 回） 

■ 『吉野町アート寺子屋(仮称)』 

こどもを対象としたアートワークショップ等。 

回数：WS4 回、展示 1 回 

■ 『教育プログラム』 

実施校：3 校以上 

■ 『町のにぎわい・つながり計画(仮)』 

夏祭りへの参加 

地域の人々が気軽に立ち寄れる企画実施 

子どもたちが定期的に集える企画実施 

 

 

（3）市民文化活動支援事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 『WS 修了者フォローアップ』 

（ギター、合唱、朗読の自主グループ） 

地域文化団体の活動の継続、活性化を図

るために、活動への助言・協力を行うととも

に活動実施のためのノウハウやマネージメント

などの助言をおこないます。 

● 『ウェルカムプラザ』 

発表や定期練習活動を支援します。 

■ 『WS 修了者フォローアップ』 

随時 

■ 『ウェルカムプラザ』 

ホール  毎月 2 団体 

練習会場 年間 12 団体 
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（4）市民協働推進事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 地域連携をより推進し、地域文化振興を図

る取り組みを支援します。 

● 『大岡川アートプロジェクト 

  「光のぷろむなぁど」（協力）』 

開催に向けて協力するとともに、南区文化

祭やケアプラザまつりなどに実行委員会と

協力して積極的に参加します。 

● 『ポップスギターを楽しむ会 

  ギターコンサート（共催事業）』

WS 卒業団体のコンサート等に協力します。

 

■ 『大岡川 AP「光のぷろむなぁど」 

 （協力事業）』 

企画運営助言及び協力、WS 会場提供、打

合場所提供、事務補助、本番運営協力等 

■ 『ポップスギターを楽しむ会 

 ギターコンサート(共催)』 

年 1 回 

運営協力 

 

 

（5）芸術文化活動拠点の開発及び運営について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 『ギャラリーホワイエ活用事業』 

内装工事の完成によりきれいに生まれ変わ

ったギャラリーホワイエの空間を生かした事

業を展開します。ギャラリー展示の展示壁

面の追加要望にこたえるとともに、利用者の

新 たな企 画 を呼 び起 こし活 用 いただきま

す。 

 

■ 『ギャラリーホワイエ活用事業』 

年間 12 件 
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（6）芸術文化に関する情報の収集及び提供事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 『発信力向上事業』 

媒体別に対象・内容・頻度を棲み分け、より

効果的な発信を目指します。 

※以下、「媒体名（対象／内容／発行頻度）」

・ ホームページ 

(全国／館の運営・地域の話題／随時） 

館内外の最新情報をお客様に届けます。

・ ぷらざ新聞 

（館周辺／館運営／隔週) 

施設の話題をお届けします。 

・ イベントカレンダー 

（南区内及び周辺区／貸館及びイベント

案内／毎月） 

ご利用状況をお知らせします。 

※館正面のポスタースペースにも拡大掲出。

・ 事業報告マガジン 

（全国／事業報告／四半期） 

自主事業の様子をお伝えします。 

 

● 地域紙のみならず全国紙およびケーブルテ

レビ、各種雑誌、Wｅｂなどへも積極的に情

報発信します。 

 

■ 『発信力向上事業』 

・ ホームページ運営 

スタッフブログの更新（週 2 回） 

ページビューアクセス数目標 8,000 件/月 

・ ぷらざ新聞 

月 2 回発行 

設置および配布場所の拡大 84 箇所増 

・ イベントカレンダー 

毎月発行 

設置および配布場所の拡大 84 箇所増 

・ 事業報告マガジン 

年 5 回発行（増刊号含む） 

紙面発行後に HP にアップし全国発信。 
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3 施設の運営に関する事業計画 

（1）適切な運営について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 使いやすく親しめる施設を目指します。 

● 施設利用に関する広報を拡大・充実します。

● 学校や近隣の地域団体と連携を図り、施設

利用の促進を図ります。 

● 働きがいがあり意欲あふれる職場づくりにつ

とめます。 

 

● 開館日数：344 日 

● 休館日：月 1 回の施設点検日 

＜5 月・8 月・12 月は月 2 回＞ 

● 目標稼働率： 

①日数に対する稼動率 

②利用可能枠数に対する稼働率 

ホール ①90％ ②65％ 

ギャラリー 70％ 

会議室 55％ 

スタジオ A 70％ 

スタジオ B 90％ 

スタジオ C 80％ 

● 全職員（カルチャースタッフ含む）のヒヤリン

グ 年 2 回 

事務室職員会議 年 12 回 

全職員会議  年 2 回 

挨拶の励行、相談の出来る環境づくり。 
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4 施設の管理に関する事業計画 

（1）危機管理・安全管理について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 緊急時における避難誘導や安全の確保を円

滑に行えるよう、防災訓練を実施します。 

● 安全設備の点検を確実に行います。 

● 防犯、防災に努めます。 

 

■ 発災時を想定した防災訓練を年 2 回実施 

します。 

■ 救命・救急の知識を全職員に徹底します。 

 

 

（2）建物・設備の日常保守点検と計画的な修繕について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 快適な利用環境を維持するため、日常の

保守管理を励行します。 

● 故障している設備の更新、および耐用年数

を過ぎている設備について、ひきつづき所

管局の理解を得られるようにつとめるととも

に、中長期的な修繕・更新についても理解

をあおぎ、可能な限り実施します。 

 

 

■ 修繕・更新項目 

（下記の項目について横浜市と協議を進

めます。） 

・ 設備 

空調関係設備の修繕 

非常用照明、館内照明の修繕 

乗用 EV の修繕 

防火シャッターの安全対策工事 

監視装置の更新 

・ ホール 

舞台音響設備の更新 

舞台照明設備の更新 

舞台機構設備の改修 

ロールバックチェアの修繕 

ピアノの更新 

・ スタジオ 

楽器設備の更新 

・ 建物 

天井、床の張替（内装工事の残り）など。 

・ トイレ改善 

バリアフリー対応を含む改善を要望していき

ます。 
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5 収支について 

（1）適切な予算執行とコスト削減について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 事業予算は補助金 0 で実施します。 

● 事務費・管理費の削減に努めます。 

● 自主財源確保に努めます。 

 

■ 事業予算は補助金 0 とし、計画的な事業実

施および運営との連携により超過勤務の削

減に努めます。 

■ 消耗品費など事務費・光熱水費の削減に

努めます。 

■ 修繕は緊急対応のみとし、中長期の予防

保全について、所管局との意思疎通に努

めます。 
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【吉野町市民プラザ事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（新進芸術家発掘）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
5月
｜
3月

立川志の八落語会 ギャラリー

横浜市出身、二つ目の落語家 立川志の八の活
動を支援する事業。7回中1回はこども向け落語
会とする。
■出演：立川志の八
■公演回数：７回

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
6月
｜

11月
桂歌丸　落語会 ホール

桂歌丸落語会
■独演会：6月予定
■二人会：11月予定

2
6月
｜
3月

ﾁｬﾚﾝｼﾞ☆ｻﾞ☆ｷﾞﾀｰ(入門編)
ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟ☆ｻﾞ☆ｷﾞﾀｰ(初級編)
(ギターワークショップ）
※受講生が20名以上集まらない場合は
　開催しない。

講座：スタジオ
Ａ

発表会：ホール

初心者のためのアコースティックギター講座。
■講師：堀井義則
■回数：入門10回、初級6回の講座、年1回の発
表会

3 8月 吉野町アート寺子屋(仮称)
ギャラリー

会議室
こどもを対象としたアートワークショップ等。
■回数：4回

4
10月
｜

12月
芸術文化教育プログラム推進事業 南区内小学校

小中学校へアーティストをコーディネート。
子ども達と一緒に授業を行う中で、子ども達の
創造性や感性を育むプログラム。
■対象：南区内小中学校

5 通年 町のにぎわい・つながり計画(仮)
全館

蒔田公園ほか

地域のつながりを強化し、施設および地域の活
性化を図る。
南区の夏のお祭りに参加する、近隣の商店や施
設と連携してお土産を置くするなど。

6 通年 ワークショップフォローアップ事業
ホール
会議室

スタジオＡ

当館で実施したワークショップから発生した団
体の活動支援

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年

大岡川アートプロジェクト
『「光のぷろむなぁど｣お気に入りマッ
プ』他の事業
※協力事業

ホール
会議室

スタジオ
ギャラリー

大岡川、蒔田公園周辺のライトアップ事業。
実行委員会をサポートする。
　・大岡川沿いの行灯
　・キャンドルナイト　など

■芸術文化活動拠点の開発及び運営

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
4月
｜
3月

地域活力推進事業（ウェルカムプラザ）

ホール
会議室

スタジオＡ
ギャラリー

利用率の向上及び活動団体の利便性を考慮し、
各室場の優先予約をおこなう。
　※利用率の低い日程・時間を設定

2 通年 ギャラリーホワイエ活用事業
ギャラリーホワ

イエ
ギャラリーに隣接するホワイエを展示他の発表
会場として活用いただく事業。

■芸術文化に関する情報の収集及び提供

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 通年 情報提供事業 -
情報発信力を強化し、最新の情報を発信するこ
とにより利用者の利便性・来館者数の向上を目
指す。
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横浜市岩間市民プラザ 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

 

本年度、横浜市岩間市民プラザは、平成 3 年 7 月開館から 20 周年の大きな節目を迎えます。

開館当初より、文化事業と施設運営の一体化による相乗的経営により、芸術文化・社会福祉・

国際交流の三分野にわたる複合施設としての特色を活かすため、「社会就労センター偕恵いわま

ワークス」「NPO 法人保土ヶ谷国際交流の会」の各団体と協力・連携しながら、「多文化・多世代

交流」と「共生社会」実現のための拠点として、地域コミュニティ活性化に寄与してきました。 

 

事業面では、地域資源や歴史を活かした芸術文化振興に取り組んで三年目を迎えますが、こ

れまでの蓄積を通して創造都市横浜の全市展開の一翼を担うべく、地域文化拠点として運営と

事業を連動させ、地域ニーズを重視した提案型事業を展開し、様々な団体とのネットワーク化をさ

らに推進します。 

 

また公共文化施設としての利用サービス提供面においては、市民目線に立脚したホスピタリテ

ィの一層の向上を図り、地域に密着した「総合的文化振興拠点」として、公益財団が直接関与す

る使命を果たすとともに、“新しい公共”として時代が求める“地域文化拠点”のモデルケースとなる

ような事業と運営両面における機能充実をめざします。 
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（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

開港 150 周年を契機に企画され地域特性を活かした発信型事業、アーティストとの信頼から生

まれたオリジナル事業、地域連携やアウトリーチによるコミュニティ活性化をめざした協力共催事

業、長寿化といった現代社会情勢をふまえた視点からの地域密着型シリーズ事業など、以下の五

つの方向性を掲げて、芸術文化面でも充実した事業展開を推進します。 

(1) アーティストと協働したオリジナル事業  

アーティストとの協力関係で企画され、発信性が高く広範な範囲へアピールする事業 

(2) 地域連携／アウトリーチおよび協力共催事業 

福祉団体、青少年育成団体、NPO、企業など地域と連携して、プラザの外側の地域の様々

な空間で行う事業 

(3) 地域密着型/長寿化社会生きがい対応型シリーズ事業 

これまで実施してきた事業の中で、高齢化社会を背景に、地域の方々に支持され定着したシ

リーズの継続 

(4) 地域特性や歴史文化資源（ひと・もの・空間）を活かした特色ある事業  

保土ヶ谷地域の歴史地理的特色と国際交流的視点を重視し、地域特性や文化資源を活か

した企画性の高い事業展開 

(5) 市民参加型の主体的創造体験ワークショップ 

こども世代と熟年世代を対象に、自らが主体となって創造的表現を体験できる講座の開設 

 

【運営の方針】 

・公共文化施設として快適・安全にご利用いただけるようホスピタリティの向上に努めます。 

・「偕恵いわまワークス」「保土ヶ谷国際交流コーナー」と連携した運営に努め、複合施設としての

相乗作用を発揮し、効果的な運営を行います。 

 

【管理の方針】 

・予防保全的観点から日常的な管理・小破修繕を的確に行うとともに、全体的な設備経年劣化

に対応し、特にホール設備（照明・音響・舞台機構）更新に道筋をつけます。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）アーティストと協働したオリジナル事業について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 横浜在住を中心としたアーティストとの協働

や、これまでのプラザとの間で築かれた信頼

関係の中で企画され発信性が高く、オリジ

ナル性の高い事業を開催し、地域を超えて

広範な範囲へプラザの存在をアピールしま

す。 

■ シリーズ 邦楽いろはにほ 

・ 希少価値の高い企画内容の充実 

・ 年 2 回開催のシリーズ化定着 

■ シリーズ大人の時間「朗読と音楽」 

・ アーティストとの協働企画によるオリジナ

ル舞台制作体制の確立 

■ 上原まり筑前琵琶演奏会 

・ 飛鳥・平安・鎌倉を代表する各女性を主

題 とした古典世界の実現 

 

 

（2）地域連携・アウトリーチ型事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 地域の様々な団体との連携と地域コミュニテ

ィの活性化への貢献をめざして、プラザ内外

の様 々な地 域 空 間 で行 う事 業 を開 催 しま

す。 

● 主催事業以外に、様々な団体との共催や

提供・協力事業を行い、多様な形態の文化

事業を提供します。 

■ 音楽の贈り物＠ほどがや（仮称） 

・ 福祉・青少年・企業など地域団体と連携 

・ 様々な空間で音楽に触れる機会の提供

よる生活の豊かさへの寄与 

■ 共催・協力・提供事業 

・ 「秋まつりファミリーコンサート」への企画

提供 

・ 共催、協力事業を３団体と行う 

 

 

（3）地域密着型・長寿化社会生きがい対応型事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 高齢化社会を背景とする社会情勢の変化

の中で、それらに対応する先駆的事業とし

て、地域密着を図りながら実施してきたなか

で、着実に支持され定着したシリーズ事業

をさらに充実して継続します。 

 

■ 岩間シネクラブ“思い出名画館” 

■ シリーズ午前の音楽会 

・ 2 つのシリーズを隔月で交互に各 6 回、年

間 12 回毎月開催、平均入場率 85％の

達成。 

・ プラザに行けば毎月必ず、安価で良質の

楽しみが享受できる機会を保証。 
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（4）地域特性を活かした発信型事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 保土ヶ谷の歴史地理的特色と国際交流的

視点を重視し、地域特性や資源を活かした

事業展開を行います。 

● 水準の高い企画内容の事業を展開するこ

とにより、横浜周縁地域から創造都市横浜

の全市展開の文化芸術形成の一翼を担い

ます。 

 

■ シルクロードの旋律を奏でる  

・ 民族音楽公演を地域特性と関連させて

企画 

・ 創造と伝統を標榜するシリーズとして、現

代に生きる民族音楽を提示する。 

■ ボルドー音楽祭 2011 in 横浜 

・ 国際交流的観点から、市内における多面

的音楽事業の展開の可能性を探る 

・ フランス月間、横浜日仏学院との広報連

携 

■ サイレントシネマ＆活弁ワールド 

・ 映像文化都市を掲げた文化政策の具現

化として、横浜ゆかりの作品選定視点 

・ 映像＋日本の伝統話芸のコラボレーショ

ンによる創造価値の付与 

 

（5）市民参加型の主体的創造体験ワークショップの推進について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● こども世代と熟年世代を対象に、自らが主

体となって創造的表現が体験できる機会を

提供するため、様々なワークショップや講座

を開設します。 

 

■ 文学座俳優による朗読ワークショップ 

・ 熟年世代対象の講座として自己表現の

可能性拡大と生きがいの実現につなげる

・ これまでの受講生との交流機会を設ける 

■ 「みんなで美 しいやまとなでしこになろう」

（仮） 

・ 小学生夏休み体験学習の一助と親子交

流 

・ 日舞 WS を通して伝統文化の理解と礼儀

作法を身につける 

■ こどもデジカメワークショップ 

・ ワークショップの成果と交流の場を設ける

・ 新分野成果を教育プログラムへ還元 
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3 施設の運営に関する事業計画 

（1）公共文化施設としての市民利用サービスの向上について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 2011 年 7 月利用分より、練習系施設（リハ

ーサル室・スタジオ・レクチャー）の利用時

間帯区分が変更されることにともない、より

利用者側のニーズに立ったサービスを提供

し、利用率向上と適切な運営に努めます。 

■ 開館日数 340 日 

■ 目標利用率 

ホール/92％（対利用日） 

ギャラリー/60％ 

リハーサル室/80％ 

レクチャールーム/70％ 

スタジオ/8５％ 

 

（2）ホスピタリティの向上と安全・安心・快適な施設環境の提供について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● スタジオ・リハーサル室・更衣室などの個別

空調設備が一新されることを機会に、安全・

安心・快適な施設環境の提供につとめ、一

層のホスピタリティの向上を目指します。 

■ 空調に関するクレームとトラブルを最小限に

夏場を中心に快適な環境の保持 

■ 館内意見 BOX へ寄せられた要望事項に対

する適切な回答と改善事項への迅速な対

応 

 

（3）施設利用 PR について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 保土ヶ谷に限らず、広く沿線地域にプラザ

の存在を PR し、新規顧客の開拓と認知度

の向上に努めます。 

■ 月間「プラザ催物案内」の発行と配布 

年間 12 回、近隣中心に約 120 箇所配布 

■ プラザブログによる様々な情報の発信 

月 3 回以上の更新 

■ 新利用パンフレットの作成と市内公共施設

等への配布 

 

4 施設の管理に関する事業計画 

（1）建物・設備の適切な維持管理及び修繕対応について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 設置 20 年目の経年劣化に対応した建物設

備の維 持 管 理を行 い、公 共 文 化 施 設とし

て、安全・安心・快適な施設提供に努めま

す。 

■ 冷温水発生機の予防保全的運用 

■ 空調設備の冷暖房切替時における制御機

能の正常動作確認（年 2 回） 

■ ホール設備改修更新へむけての道筋つくり

■ 適切な日常設備修繕への対応 
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（2）防災訓練・危機管理について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 複合施設の統括防災管理者として防災対

策についての情報共有を図り、各々の役割

分担に沿った責任ある行動が取れるように

し、特に川沿いの平坦地という立地上の危

険特性に応じた危機管理体制のもと、非常

時に備えます。 

■ 防災訓練（年 2 回）の実施と安全管理教育

の徹底 

■ 台風等による増水対策のための防水板設

置方法訓練の実施（年 1 回以上） 

■ 館内エレベータ、カーリフトの保守点検 

（毎月１回） 

 

 

5 収支について 

（1）芸術文化事業費について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 「事業展開と文化施設運営が一体」である

利 点を最 大 に活 かし、事 業 収 入 と屋 上 賃

貸収入（毎月 12 ヶ月分）を有効に運用する

なかで、特色ある事業が持続的に展開でき

るような“岩間”型事業費執行モデルを確立

します。 

 

■ 事業目的や趣旨上、経費を投資しても実

施意義があると判断されるもの、収益が見

込める事業など、年間全体でバランスをとり

ながら、収支的平衡化実現（3 年目） 

 

（2）施設運営事業費について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 経常的経費がほとんどのなかで、割合の大

きい建物設備保守管理委託費、清掃費に

ついては予算額範囲で執行し、変動性が

大きい光熱水費・修繕費については、特に

執行管理を厳格に行います。 

■ 建物設備保守委託費と清掃費は、22 年度

同額執行 

■ 修繕費は、年額予算 400 万円以内の範囲

で優先順位を見極め、緊急度の高いものか

ら執行 

■ 光熱水費については、毎月の使用量を把

握し、年間変動幅を予算の 5％内外で収め

られるように極力調整 
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【岩間市民プラザ事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術創造・発信）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 5月

上原まり（筑前琵琶）
　　　時空（とき）を超えた愛の世界
　　　　～飛鳥･平安･鎌倉に生きた女性た
ち

ホール

平成15年より22年までの間、22回にわたり上演
した瀬戸内寂聴訳「瀬戸内源氏を語る」シリー
ズ。「上原琵琶をもう一度」の声に応えて、一
度限りの特別企画によるアンコール公演。

2
6月
｜

11月

遥かなるシルクロードの世界へ！
シリーズ“シルクロードの旋律を奏でる”

ホール

開港を契機に、八王子から横浜港まで絹製品を
運ぶ街道として“絹の道”が栄え、大陸に向け
ての交易とともに本格的な文化交流が始まっ
た。日本と中国・ユーラシア大陸、ふたつのの
“ｼﾙｸﾛｰﾄﾞ”に想いを馳せながら、二胡･琵琶な
ど魅力ある民族楽器による悠久の調べに耳を傾
ける。

3
8月
｜
1月

邦楽いろはにほ～其の八・九 ホール

日本音楽集団ﾒﾝﾊﾞｰで横浜在住の奏者米澤浩
（尺八）、熊沢栄利子（筝）を中心に、毎回
様々な楽器との競演をお楽しみいただく、邦楽
に焦点をあてた生演奏に接する貴重なシリーズ
第8、9弾。

4
10月
｜
3月

シリーズ 大人の時間
朗読と音楽「高橋長英　文芸作品を読む」

ホール

６回目を迎える横浜在住のベテラン個性派俳優
による、文芸作品の朗読とリュート・リコー
ダーなど中世の古楽器のコラボレーションによ
る舞台シリーズ。
朗読：高橋長英　音楽：オマタタツロウ

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
4月
｜
2月

岩間シネクラブ
思い出名画館　第93回～98回

ホール

一般スクリーン上映の機会の少ない1950～60年
代の映画を上映し、シルバー層の青春時代の懐
かしい思い出の秀作･名画鑑賞機会を提供す
る。邦画3本・洋画3本ずつ上映予定。平成23年
度より偶数月の第三木曜日に実施。

2
5月
｜
3月

シリーズ 午前の音楽会　Vol.67～72 ホール

気軽にクラシック音楽を楽しんでいただくこと
を目的として「低料金」「午前の１時間」
「トークつき」「低年齢から入場可」で、神奈
川フィル元コンサートマスターの七澤清貴氏に
よるシリーズ。隔月ごとに多彩なゲストを迎え
て開催。平成23年度より奇数月の毎月20日前後
の日曜日に実施。

3 9月
思い出名画館特別編
サイレントシネマ＆活弁ワールド その3

ホール

「思い出名画館」特別編の第3弾として、弁士
つき語りライブにより、無声映画にあたらな生
命を吹き込む。本年度は、横浜出身の作家長谷
川伸原作「瞼の母」、活動写真弁士は若手俊英
の坂本頼光。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 7月
こどものための日本舞踊ワークショップ
「みんなで美しいやまとなでしこになろ
う」

偕恵いわまﾜｰｸｽ
和室（予定）

夏休みの小学生を対象にした、日本舞踊体験
ワークショップ。日本舞踊の所作体験を通し
て、日本の心を感じることを目標とする。

2
7月
｜
8月

小学生のための
デジタルカメラワークショップ＆展覧会

区内小学校ｷｯｽﾞｸ
ﾗﾌﾞ

ギャラリー

区内小学校放課後キッズクラブの夏休みプログ
ラムの一環として、子どものためのデジカメ講
座を実施。あわせて講座の成果発表の場とし
て、夏休み後半に市民プラザのギャラリーにお
いてキッズ写真展を開催、こども同士や家族交
流の機会を設ける。
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3
12月
｜
2月

文学座俳優による朗読ワークショップ2011 ギャラリー

舞台公演「大人の時間　朗読と音楽」と関連
し、見るだけでなく実際に体験してみる講座。
文芸作品の朗読を通して作品の味わいを深め、
豊かな創造体験を体感する。講師は文学座俳優
を予定。

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 11月
岩間市民プラザ＆偕恵ワークス
“あきまつり”コンサート

ホール

複合施設である岩間市民プラザを、偕恵いわま
ワークスとともに、地域に開かれた施設として
協働して訴求する、親子で楽しめる参加型のコ
ンサートを実施。公演の企画制作をプラザに
て、広報及び集客をワークスが担う。

2 11月 “あきまつり”市民プラザ・偕恵ワークス 岩間市民プラザ全館

地域に開かれた施設として、プラザ構成団体と
ともに実施する文字通りの全館オープンデー。
バザール、飲食に加えて、ホールでは、プラザ
企画提供の来場者全員が楽しめる演奏会を開
催。
偕恵いわまワークスと共催。

3 11月
保土ヶ谷国際交流のつどい
（NPO法人保土ヶ谷国際交流の会へ協力）

全館
（偕恵いわま専
有部分を除く）

地域に開かれた施設として、プラザ構成団体と
ともに実施する多文化共生と交流を目的とす
る。
保土ヶ谷国際交流の会との協力事業とし、会場
手配と広報、当日運営をサポート。

4
12月
｜
2月

地域連携事業
「音楽の贈り物＠ほどがや」(仮）

横浜ビジネス
パーク

区内小学校ｷｯｽﾞｸ
ﾗﾌﾞ

区内ケアプラザ

地域の施設や企業・パブリックスペース関係に
おいて、福祉・こども関係の団体・企業と連携
しながら身近に音楽を楽しむ機会を提供し、ｺ
ﾐｭﾆﾃｨの活性化をめざす。同時に音楽を媒介と
した異分野交流、市民文化団体・新進演奏家な
どへの演奏機会を提供。

■芸術文化振興のための国内外との交流

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 7月
ボルドー音楽祭　in YOKOHAMA
ﾊﾟﾄﾘｯｸ.ｼﾞｸﾞﾏﾉﾌｽｷｰ&池田珠代 ﾋﾟｱﾉ連弾

ホール

横浜に定着しつつある「ボルドー音楽祭」関連
企画。パトリック･ジグマノフスキー、池田珠
代による究極のピアノ連弾コンサート。都心部
だけではなく、郊外の地域の身近な施設で高い
水準の音楽演奏を通じて、交流を図る。
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大佛次郎記念館 

 

1 基本方針 

（1）基本的な方針 

大佛次郎の所蔵していた図書、資料等の保存と公開によって作家の業績を顕彰するとともに、

文芸を中心とした文化の振興を目的として、展示公開、講座、収集、研究等の事業を行います。 

約 70,000 点に及ぶ所蔵品は、自筆原稿や初版本はもとより、一級の絵画・書などの美術品、

世界に誇れる歴史資料など多岐にわたる貴重なコレクションです。これらは市民の貴重な財産で

あり、次世代に継承していくことが重要です。このため、所蔵資料の整理・保存・活用を最重点項

目と位置づけます。 

事業の実施にあたっては、研究者等の組織する大佛次郎研究会や、神奈川近代文学館等の

近隣文化施設と連携していきます。 

また、入館者が先細りしつつある中、次世代の顧客育成を図るとともに、山手地区の立地を活

かすため、文化施設・観光施設としての魅力を発信します。 

あわせて、施設設備の保全にも充分な注意をはらいます。 

 

 

（2）平成 23 年度の位置づけ 

【事業の方針】 

所蔵資料のデータベース化を進め、インターネット上でテスト公開します。 

平成 22 年度に試行した｢スポット展示｣｢ミニ展示｣を｢テーマ展示｣として一本化し、内容を充実

させて所蔵資料を一層活用します。 

また、横浜トリエンナーレの開催時期にあわせて、にぎわいを創出する事業を実施します。 

 

【運営の方針】 

資料の保全を図るため、平成 23 年 7 月 1 日より毎週月曜日を休館とします。広報面では、施設

リーフレットやホームページのリニューアルに着手し、専門情報の発信を行います。 

 

【管理の方針】 

自筆原稿等の資料保全を図るため、温湿度管理や雨漏りなど資料に影響のある不具合への

対策を重点的に行います。 

また、施設の保守点検を着実に行い、故障等に迅速に対応することで、来館者が安全で快適

に過ごせる環境の整備に努めます。 
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2 自主事業に関する事業計画 

（1）所蔵資料の整理・公開・活用について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 財団内部の協力を仰ぎ、データベースの構

築を進めます。 

● 専門的な観点で収蔵資料の整理を進め、

順次公開していきます。 

● 研究者等に的確なレファレンスサービスを

提供し、大佛次郎研究の活性化に寄与し

ます。 

● 所蔵資料の貸出、撮影等の特別利用によ

り、資料の活用を図ります。 

■ これまで蓄積してきた収蔵品データを情報

管理ソフトに移行させて、新たにデータベー

スを稼動させます。 

■ 挿絵など収蔵品データベースの一部をイン

ターネット上でテスト公開します。 

■ 未公開資料や新収蔵資料を展示等の方法

で公開します。 

■ 研究目的に沿った的確なレファレンスサー

ビスを提供します。 

■ 特 別 利 用 を促 進 し、資 料 の活 用 を図 りま

す。 

 

（2）展示事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 所蔵資料を活用したテーマ展示を充実させ

るため、常設展示を模様替えし企画展示室

を新設します。 

● 山手地区の立地を活かすため、観光施設

としての魅力を高める展示を工夫します。 

● ｢横浜トリエンナーレ 2011｣の開催時期にあ

わせて、観光地横浜の回遊性を高める展

示事業を実施します。 

● 次世代の顧客育成を図ります。 

■ 大佛次郎関係資料、フランス史関係資料を

活用したテーマ展示を年 3 回程度実施しま

す。 

■ 大佛次郎の愛猫家としての顔を紹介するコ

ーナーを収蔵品展内に設けます。 

■ 絵画、書、茶道具などの所蔵品に美術資

料としてスポットをあてた｢愛蔵品展｣を、｢横

浜トリエンナーレ 2011｣の開催時期に実施

します。 

■ こどもを主対象とした展示解説パネルを新

設します。 

 

（3）講座・講演事業について  

[取組み内容] [達成指標] 

● ｢読書会｣等の普及事業を開催し、大佛次

郎作品により深く親しむ機会を提供します。

● 講座事業の受講者が継続して行う自主的

な活動を支援します。 

● 文芸文化振興の一環として、｢大佛次郎賞

受賞記念講演会｣を開催します。 

 

■ 大佛次郎作品をテーマにした｢読書会｣等

の普及事業を開催し、定員の 70％以上の

参加を目指します。 

■ ｢読書会｣参加者が継続して行う勉強会に

ついて、会 場 の優 先 予 約 により支 援 しま

す。 

■ ｢大佛次郎賞受賞記念講演会｣の入場者に

ついて、参加者 200 名以上を目標としま

す。 
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（4）調査研究について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 大佛次郎に関する調査研究の成果を、展

示などに反映させます。 

● 論文等の研究成果と活動記録を掲載する

｢おさらぎ選書｣を発行します。 

■ ｢大佛次郎と俳句｣について、テーマ展示及

び｢おさらぎ選書｣に調査研究の成果を反

映させます。 

■ ｢おさらぎ選書｣第 19 号を発行し、文学関係

者に研 究 成 果を広 めます。研 究 員 らの論

文、大佛次郎の俳句、平成 22 年度活動報

告などを掲載します。 

 

（5）連携事業について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 研究者等が組織する大佛次郎研究会の活

動を支援します。 

● 神奈川近代文学館を始め山手地区の文化

施設や市内博物館と連携し、ネットワーク

事業に参加します。 

● 博物館が連携して来館者を誘致する取組

に参加します。 

■ ｢大佛次郎研究会公開発表会｣を年 2 回共

同開催します。 

■ 小中学生を主対象とする｢山手芸術祭ユー

スギャラリー｣や｢ミュージアムクイズラリー横

浜｣に参加し、若年層の来館を促進します。

■ ミュージアムツアー等市内博物館の新規連

携事業の検討会に参加します。 

 

3 施設の運営に関する事業計画 

（1）開館日数及び施設利用について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 資料の保全を図るため、平成 23 年 7 月 1

日より休館日を毎週月曜日に変更します。 

● ｢また来たくなる施設｣を目指し、観光施設と

しての魅力を高める努力をします。 

■ 開館日数は、315 日を目標とします。 

■ 団体入館者に対するレクチャーを行い、次

の利用につなげます。また、レクチャーにつ

いて、ホームページ等で PR します。 

 

 

（2）広報について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 休館日変更についての周知に力を注ぎま

す。 

● 施設リーフレットやホームページのリニュー

アルに着手します。 

● WEB を活用して、記念館の PR や専門情報

の発信を行います。 

 

■ 休館日変更については、6 ヶ月の周知期間

を設け、ホームページや広報紙を活用して

広くゆきわたるよう配慮します。 

■ 施設リーフレットやホームページをリニュー

アルし、来館者の誘致を図ります。 

■ ホームページやブログに、展示等の情報と

あわせて専門情報を掲載します。 
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（3）ショップ事業について  

[取組み内容] [達成指標] 

● 文学専門館として、書籍販売に力を注ぎま

す。 

● オリジナルグッズ等の販売により、観光客の

ニーズに応えます。 

■ 現在取り寄せ可能な大佛次郎作品や、自

主刊行物の内容を紹介する冊子を新たに

作成し、館内の閲覧に供します。 

■ 書籍・グッズ売上は年間 180 万円を目標と

します。 

 

 

（4）専門性の向上について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 文学館に必要とされる博物館機能、図書館

機能を充実させ、文学専門館としての質を

高めます。 

● スタッフを対象とした研修を実施し、サービ

スの向上を図ります。 

■ 文学専門館として司書、学芸員の専門性を

発揮できる環境を整え、研究者や来館者の

ニーズに応えられる態勢を整えます。 

■ 専門知識を含めたスタッフ研修を実施しま

す。 

 

 

4 施設の管理に関する事業計画 

（1）所蔵品の管理について 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 貴 重 な 資 料 の 管 理 や 保 護 に 力 を 注 ぎ ま

す。 

● 所蔵資料や美術品の劣化状況を調査しま

す。 

 

■ 休館日を利用して、収蔵庫、書庫、閲覧室

の点検や小規模な展示替えを実施します。

■ データベース稼動にともなう所蔵品再調査

の際に劣化状況を把握し、修復の優先順

位を決定します。 

 

 

（2）施設設備保守・修繕について 

[取組み内容] [達成指標] 

●自筆原稿等貴重な資料の保全に、細心の注

意をはらいます。 

●危険箇所の未施工修繕について、実施に向

けた働きかけを継続します。 

 

■ 空調機、加除湿器の日常点検を行い、不

具合には迅速に対応します。 

■ 収蔵庫、書庫の環境維持に留意し、中性

紙箱に収める等の方法で資料の保全を図

ります。 

■ 危険箇所である屋根の修繕については、早

急な実施を横浜市に働きかけます。 
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（3）安全管理について 

[取組み内容] [達成指標] 

● 日々の館内巡回により、危険箇所の早期

発見に努め、事故を未然に防ぎます。 

● 防災訓練を実施し、非常時に対応できる体

制を整えます。 

 

■ 日常館内巡回を実施します。 

■ 防災訓練を年 2 回実施し、危機管理意識

を共有します。 

 

5 収支について 

（1）収入向上の取り組みについて 

［取組み内容］ [達成指標] 

● 収入向上のため、協賛等の獲得努力をしま

す。 

■｢おさらぎ選書｣への広告について、2 件を目

標とします。 
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【大佛次郎記念館事業一覧】

■芸術文化の創造及び発信（芸術文化へのアクセス拡大）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
7月
｜
8月

ミュージアムクイズラリーよこはま 県立歴史博物館ほか
主に小中学生を対象とした市内博物館、美術館
のクイズラリー

2 3月 大佛次郎賞受賞記念講演会 開港記念会館 大佛次郎賞受賞者による講演会

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民文化活動支援）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
7月
｜
8月

大佛次郎記念館読書会（仮） 会議室
大佛次郎作品に理解を深めるための読書会等の
普及事業

■芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供（市民協働推進）

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
5月
｜

10月
大佛次郎研究会公開発表会 神奈川近代文学館

研究者らが組織する大佛次郎研究会の活動を支
援

2
2月
｜
3月

横浜山手芸術祭 山手西洋館ほか
山手地区の施設、学校、市民団体が連携して開
催する綜合芸術祭。記念館内に学生の作品を展
示

■芸術文化に関する情報の収集及び提供

開催時期 事業名 会場 事業内容

1 10月
愛蔵品展
｢大佛次郎 趣味の世界（仮）｣

和室 大佛次郎愛用の茶道具や収蔵美術品を展示

2 通年

収蔵品展｢大佛次郎の業績と生涯」
テーマ展示
｢大佛次郎と俳句（仮）」
｢鎌倉文士の交流（仮）｣
｢パリ・コミューンとメディア｣

全館
横浜ゆかりの国民的作家大佛次郎の業績と生涯
を展示。テーマ展示を年3回開催

■芸術文化振興に関する調査研究及び政策提言

開催時期 事業名 会場 事業内容

1
4月
｜
3月

｢おさらぎ選書｣刊行 －
大佛次郎研究論文、資料紹介、記念館活動記録
をまとめて出版
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4. 自主事業集計表

● 事業区分別　自主事業集計表

定款（第4条）公益目的事業①～⑧に基づく事業区分

事業区分

①芸術文化の創造及び発信

ⅰ 芸術創造・発信

ⅱ 新進芸術家発掘

ⅲ 芸術文化へのアクセス拡大

②芸術文化活動の支援、協働及び創造性を育む機会の提供

ⅰ 市民文化活動支援

ⅱ 市民協働推進

③芸術文化振興のための助成

④芸術文化活動拠点の開発及び運営

⑤芸術文化資源の収集、保存及び活用

⑥芸術文化に関する情報の収集及び提供

⑦芸術文化振興に関する調査研究及び政策提言

⑧芸術文化振興のための国内外との交流

※収益事業

H21年度
実績

H22年度
計画

H23年度
計画

広報ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
協働推進 2 14 5 4 21 3 1 46 64 50

横浜美術館 1 5 33 1 1 2 2 3 7 48 51 55

市民ギャラリー 1 30 1 1 13 26 33

市民ギャラリー
あざみ野 34 12 9 2 2 111 58 59

横浜みなと
みらいホール 23 18 124 19 7 4 1 141 204 196

横浜能楽堂 4 22 6 1 1 33 32 34

横浜
にぎわい座 25 213 1 2 1 6 202 257 248

横浜赤レンガ
倉庫１号館 32 7 1 3 1 1 48 59 45

旭区民
文化センター － － － － － － － － － － － － 61 59 －

磯子区民
文化センター 1 13 6 7 2 3 1 45 69 33

吉野町
市民プラザ 7 13 1 2 1 14 26 24

岩間
市民プラザ 7 13 3 6 1 30 35 30

大佛次郎
記念館 2 1 3 2 1 8 10 9

事業数合計 69 59 440 111 55 5 13 12 34 5 5 8 800 950 816

入場者・
参加者数

1,129,500 20,726 806,961 44,514 175,041 － 2,100 21,280 30,000 － 141 0 3,380,867 2,448,940 2,230,263

（参考）
H22年度計画 64 97 455 160 105 4 22 6 17 6 14 － － －

合計
⑥ ⑦ ※⑧⑤①ⅰ ②ⅱ ③ ④①ⅱ ①ⅲ ②ⅰ
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● ジャンル別　自主事業集計表

音楽 演劇 舞踊 古典芸能 大衆芸能 映像 美術工芸 その他 合計

広報ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
協働推進 3 47 50

横浜美術館 50 5 55

市民ギャラリー 33 33

市民ギャラリー
あざみ野

27 3 24 5 59

横浜みなと
みらいホール

196 196

横浜能楽堂 34 34

横浜
にぎわい座

246 2 248

横浜赤レンガ
倉庫１号館

7 1 14 2 4 17 45

旭区民
文化センター

－ － － － － － － － －

磯子区民
文化センター

16 5 1 11 33

吉野町
市民プラザ

2 9 4 9 24

岩間
市民プラザ

15 2 8 5 30

大佛次郎
記念館

1 8 9

事業数合計 266 6 14 36 255 13 117 109 816

入場者数 336,893 2,068 3,200 9,922 51,960 9,218 727,940 1,089,062 2,230,263

（参考）
H21年度実績 244 26 24 35 205 29 132 105 800

H22年度計画 319 23 23 35 258 14 126 152 950

　※H21年度実績及びH22年度計画値には、旭区民文化センター分を含む。
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5.  運営施設一覧

（１）所管施設

施設名 所在地 施設内容

1 横浜赤レンガ倉庫１号館 中区新港1-1-1
ホール（最大335席）、多目的スペース（3室）
予備室

2 大佛次郎記念館 中区山手町113 展示室、閲覧室、会議室、和室

3 横浜市吉野町市民プラザ 南区吉野町5-26
多目的ホール（200席）、スタジオ（3室）、ギャラリー
会議室等

4 横浜市岩間市民プラザ 保土ヶ谷区岩間町1-7-15
ホール（185席）、スタジオ（3室）、ギャラリー
リハーサル室、レクチャールーム等

（２）指定管理者施設（単独指定及び共同事業体代表構成団体として運営している施設）

施設名（指定期間） 所在地 施設内容

1
横浜美術館
（平成20年度～24年度）

西区みなとみらい3-4-1

展示室（7室、2,668㎡）、市民のアトリエ（586㎡）
子どものアトリエ（631㎡）、アートギャラリー（195㎡）
美術情報センター、美術図書館
ミュージアムショップ、レクチャーホール（240席）

2
横浜みなとみらいホール
（平成19年度～23年度）

西区みなとみらい2-3-6
大ホール（2,020席）、小ホール（440席）
リハーサル室、レセプションルーム
音楽練習室（6室）

3
横浜能楽堂
（平成19年度～23年度）

西区紅葉ヶ丘27-2
本舞台（486席）、第二舞台
研修室（4室）、展示廊等

4
横浜にぎわい座
（平成23年度～27年度）

中区野毛町3-110-1
芸能ホール（410席）、小ホール（200㎡）
練習室（50㎡）、制作室

5
横浜市民ギャラリー
（平成23年度～27年度）

中区万代町1-1
教育文化センター内

展示室（5室、計1,403㎡）

6
横浜市民ギャラリーあざみ野
（平成22年度～26年度）

青葉区あざみ野南1-17-3
展示室、アトリエ、アートプラザ、作品保管室
収蔵庫等

7
横浜市磯子区民文化センター
「杉田劇場」
（平成22年度～26年度）

磯子区杉田1-1-1
らびすた新杉田4階

ホール（310席）、ギャラリー、リハーサル室
会議室（3室）、練習室（3室）等

（３）指定管理者の共同事業体の一員として管理運営に参加する施設

施設名（指定期間） 所在地 施設内容

1
関内ホール
（平成23年度～27年度）

中区住吉町4-42-1
大ホール（1,102席）、小ホール（264席）
リハーサル室（4室）等

（４）横浜市より管理運営を受託している施設

施設名（受託期間） 所在地 施設内容

1
ヨコハマ創造都市センター
（平成23年度）

中区本町6-50-1 ホール（320㎡）、スペース（300㎡、80㎡）
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